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注意 

籲本マニュアルについて 

•本マニュアルの内容の一部または全てを無断で転載することは禁止されています。 

•本マニュアルの内容は将来予告なしに変更することがあります。 

• 本文中の NTT は、 NTT 東日本または NTT 西日本を指します。 

■本文中の Windows98 は、 Windows98 と Windows98 Second Edition を指します0 

•本マニュアルの著作権はすべて株式会社エヌ•ティ■ティエムイーに帰属します。 

•本装置について 

•本装置の故障、誤動作、不具合あるいは停電などの外部要因によって、通信などの機会を逸したため 
に生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当社は一切の黃任負いかねますので予めご了承 
ください。 

•本装置は日本国内の仕様であり、外国での使用はできません。また、外国での保守サービスなども行 
っておりません。 

■Windows98 Second Edition のインターネット接続共有サービスを利用した場合の自動接続/切断に関 
する料金トラブルについては、当社は一切の責任を負いかねますので予めご了承ください。 

•商標について 

■Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

■ Macintosh、iMac は米国アップルコンピュータ社の登録商標です。 

■RVS-COM はドイツ RVS 社の登録商標です。 

•その他の商品名などは各社の商標、登録商標です。 

春設置場所について 

•水のかかる場所や湿度が高い所で使用したり、設置しないでください。漏電や故障などの原因となります。 

•直射日光があたるところや、その他の電気機器と重ねてのご使用はさけてください。温度が上がし J 火災 
や故障の原因となります。 

•ほこりの多い所には設置しないでください。故陣などの原因となります。 

■通気孔をふさぐような設置はしないでください。熱がこもり火災や故障の原因となります。 

■本製品同士、またはモデムなどを重ねて設置しないでください。筐体が変形したり、火災や故障の原因と 
なります。 

•衝撃や振動が加わるような場所での使用や設置はさけてください。 

•本装置のそばにコードレス電話機や、テレビなどの電子機器を設置すると、雑音やノイズが発生したり、 
正常に動作しないことがあります。 


A 警告 安全にお使いいただくために 


•電源について 

•商用電源（家庭用 AC 100 V ) 以外では使用しないでください。 

•電源プラグは確実にさしこんでください。感電などの原因となります。 

•ぬれた手で電源プラグの抜き差しは絶対にしないでください。感電などの原因となります。 

•電源コードを傷つけたり、加工したりしないでください。感電や故陣の原因となります。 

•たこあし配線のコンセントに本装置の電源プラグを差し込まないでください。火災や故障の原因となりま 
す0 

•付属の AC 電源アダプタ以外は絶対に使用しないでください。火災や故陣の原因となります。 

•万一煙りがでている、へんな臭いがするなど異常な場合はすぐに本体の電源スイッチを切り、電源ブラ 
グをぬいて当社の技術サポートセンターまでご連絡ください。そのままご使用すると火災や故障の原因 
となります。 

•必ずアース線を接続してご使用ください。アース線を接続しないと感電などの原因となります。 

•アース線の取り付け、取り外しの際は必ず本体の電源を切り、電源プラグを抜いた状態で行ってくださ 
しゝ。電源を入れたままで行うと感電などの原因となります。 

•雷が近くで発生した場合は、必ず本体の電源スイッチを切り、電源プラグをぬいてご使用を控えてくだ 
さい。場合によっては感電や故障のおそれがあります。 

•雷がなっている最中に電源プラグをさしこんだり、機器の接続をしたりしないでください。感電などの原因 
とな y ます。 

※電子機器などを雷の被害から守る市販の機器がパソコンショップなどで販売しています。詳しくはパソ 
コンショップなどへお問い合わせください0 

•その他 

•本装置を落としたなどして破損した場合は、すぐに本体の電源を切り、電源プラグを抜いて当社の技術 
サポートセンターまでご連絡ください。そのままご使用すると感電や故陣の原因となります。 

•本装置を水につけた、または水をかけて内部に入ってしまったときは本体の電源を切り、電源プラグを 
抜いて当社の技術サボートセンターまでご連絡ください。そのままご使用すると感電や故障の原因とな 
ります。 

■本装置の上に花瓶、植木鉢、コップ、薬品の入った容器、化粧品などは置かないでください。こぼれた 
時に火災や故障の原因となります。 

•本装置を分解、改造はしないでください。火災、感電や故陣の原因となります。 
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はじめに 


添付品の確認や本装置の特徴などについて 
解説します。 
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■添付品を確認しよう 


MN 128 mini-V 本体 

1台 

縦置き台 

1個 

AC アダプタ【黒色】 

1個 

CD-ROM 

1枚 


Windows 用 

簡単設定ユーティリティ、 in ワァイル、 USB ドライバ 
Macintosh 用 

簡単設定ユーティリティ、 CCI _ ファイル、 USB ドライバ 


ISDN U 点ケーブル (3 m ) 【水色】 1本 

USB ケーブル （1.8 m ) 【白色】 1本 

専用シリアルケーブルセット【濃青色】 

D - Sub 9 ピン専用ケーブル(クロス） 1本 

Mac(Min 卜 DIN8 ピン）用変換ケーブル(ストレート） 1本 

簡単設定ガイド 

-インターネット接続編- 1部 

- アナログ ポー ト設定編- T 部 

取扱説明* (本*) 1冊 

保証睿 1部 


<別売品> 

MN 1 28シリーズ専用バックアップ電池ボックス 標準価格 

■連続通話:約120分（アナログ、 S / T の各1ポート使用の場合） 
•待ち受け時間：約240分（すべてのポートを利用しない場合） 
•使用電池:単三アルカリ乾電池10本 

D - Sub 25 ピン変換アダプタ 標準価格 

PC 98 シリーズなどシリアルポートに D - Sub 25 ピン 
を使用している機種の場合に、付属の専用シリア 
ルケーブルとつなぎ合わせて利用します。 

※その他予告なしに補足説明書、チラシなどを同梱することがあります。 


3,500円（税別) 


800円（税別) 
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■ NTT への届け出 


本装置をご利用になる時は、 NTT の INS ネット64を申し込む必要があります。 
NTT に備え付けの申込票に記入の上お申し込みください。 

申込票の記入に際し下記の必要事項を参照してください。 


•接続する通信機器 

•通信機器の名称 
■メーカ名 
•認定番号 
•お客様工事の場合 

籲コンサルティング項目 

-インタフェース形態およびレイヤ1起動種別 

: 「 P - MP 呼毎」または「 P - MP 常時」 

•発信者番号通知サービス ：通話ごと非通知（呼毎通知許可）（※"〇 

_ユーザ間情報通知サービス ：着信許可（※之） 

•通信中着信通知サービス ：許可（※幻 

•^1 相手に番号を通知したくない時は「回線ごと非通知（呼毎通知拒否）」または「常時非通知 
(常時通知拒否）」を選択してください。詳しくは NTT までお問い合わせください。 

※之 MN 128 mini - V の機能を便利に使うためにお勧めします。 


: MN 128 mini-V 
: NTT-ME 

: MN 128 mini - V 底面の認定番号参照 
: DSU の折り返し機能有り 


はじめに 
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/?\注意 

※一般電話回線(アナログ回線）から INS ネット 64 に切り替える時、銀行振り込み、キャッチホン、テレジヨ 
ーズなど一般電話回線時に契約していたものはすべて再契約が必要となります。詳しくは NTT までお 
問い合わせ〈ださい。 


「市外電話会社専用アダプタ L 「ガス会社検針用機器 I 、「警備会社の通報機器 I などが接 

続されていたアナログ回線をそのまま INS ネット64回線に切り替えた場合、以下のような現 
象が確認されています。 

•通話が途中で切れてしまう。 

•本体の電源を入れた時に B1 、 B2 ランプが点滅し、電話の発信着信が不能になる。 
■発信はできるが着信できない。発信者には“通信ができません…”などのメッセージ、また 
は話中の音が聞こえます。 

■着信はできるが発信はできない。発信者には“通信ができません…”などのメッセージ、ま 
たは話中の音が聞こえます。 

•着信時に電話機が鳴動して、受話器を上げると切れてしまう。 

•発信時に相手先を呼び出して、相手が応答すると切れてしまう。 

•通信中に相手先から“一時的陣害で切断された...“とメッセージが聞こえ切れてしまう。 

籲 INS ネット64回線に切り替える時は、上記アダプタなどはすべて取り外してください。尚、 
アダプタの取り外し工事などについては、上記アダプタなどを取り付けた工事会社、また 
は該当するアダプタに記載されている連絡先にご相談ください。 


|はじめに 
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■特徴 


春 MN 128 mini - V とは 

MN 128 mini - V は INS ネット64を使って、従来のアナログ通信機器を接続してアナログ通信、コンピュータ 
機器を接続してディジタルデータ通信を行うことが可能な DSU 内蔵タイプの TA (夕ーミナルアダプタ)です。 


DSU 内蔵 (切離し可）— P 20、21、25 

内蔵している DSU をスイッチで切離しできます。 


USB ポート — P 20、 21、122 〜 123、144 

USB ポートを搭載し、パソコンとの高速通信が可能です。 Windows 98、 MacOS 8.6 J /8.5 J 用 USB ドライバ 
を付属しているので、 Macintosh の USB ポートからも ISDN で快適にインターネットを利用できます。 


ボイス機能— P 20 〜22、31、32、75、109〜113 

ミニジャック形状（¢3.5)のアンプ内蔵ステレオスピーカ(別売)を接続し、アナログ着信したときに、相手先 
電話番号や、事前に登録してある相手先名称を音声で知らせたり、インターネットなどのデータ通信時に、 
接続したときの状況や、正常に接続できなかったときの切断理由を音声で知らせることができます。 

また、電話機から設定したときに、受話器からボイス機能で設定確認ができます。 

※接続可能なスピーカはアンプ内蔵ステレオスピーカですが、音声はモノラル出力になります。 


各くピ々 I カラ ー 配線— p 20 21 

「そくピタ！カラー配線」を採用し、色を合わせてケーブルを接続するだけで簡単にハードウエアのセット 
アップができます。 


RVS - COM 対応— P 44、 45、87、88、106、10フ 

ドイツ RVS 社のコミュニケーションソフト 「 RVS - C 0 M 」 に対応しています。 RVS - COM を利用して、 

MN 128 mini - V に接続したパソコンから直接 FAX の送受信などが可能です。 

《 RVS-COM 2000の G 4 ファックス送受信機能 、 RVS ISDN - DCP 機能を用いたイーサネット上のパソコンか 
らの FAX の送受信機能などは利用できません。 


リセットスイツチ— P 23、49 

リセットスイッチで簡単に初期化できます。 


電話機からアナログポートの設定/設定確認が可能— P51 〜55 

本装置のアナログポートに接続したアナログ電話機 ( PB 信号)からアナログポートの設定や設定確認が可 
能です。 


一はじめに 


14 











i ■ナンバー対応— P27、 45〜49、73、108 

NTT と i •ナンバー契約をすることにより、工場出荷時の状態でアナログポートごとに2つの電話番号を鳴 
り分けることができるので、電話と FAX の着信を番号毎に区別するなど便利な使い方ができます。 


INS ナンパ ー■ ディスプレイ対応— P38、81、90 

ナンバー■ディスプレイ対応アナログ電話機またはアダプタを本装置のアナログポート【緑色】に接続して 
相手先の電話番号を表示することができます。 


疑似ナンパー_リクエスト— P38、84、103 

本装置独自の機能で、相手から発信者番号を通知してこない場合に、着信拒否したり、予め呼び出し音 
を指定することができます。 

※「番号を通知しておかけ直しください」などのメッセージは流れません。 


INS マジックボックス対応、 INS ボイスワープ対応— P39、85、101 

本装置はステイミュラスプロトコルに対応していますので、 INS マジックボックスや INS ボイスワープのカス 
タマコントロール機能を利用できます。 


フレックスホン対応— P33 〜36、77〜80、96、98、99 

NTT のフレックスホン(キャッチホン（コールウエイテング）、三者通話、着信転送、通信中転送)を利用でき 
ます。 


擬似なりわけサービス(発信電話番号識別機能）— P43、83、102、103 

相手先の電話番号を本装置に事前に登録し、登録されている相手から着信があったときに呼び出し音を 

変えたり、着信拒否をすることができます。 


擬似キャッチホン— P39、76、97 

NTT のフレックスホンのキャッチホン（コールウェイティング)機能と同様の機能です。片方の B チヤネルを 
使用して通話中に話中着信したとき、通話を切り替えることができます。 

※相手先には保留音は流れません。 


音量調節— P 105 

アナログポートの音量を設定で調節できます。 


同期 64k、128kMP 通信— P115 〜 

同期 64 kbps 、128 kbpsMP 通信に対応しています。 
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アナログ優先モード（リソース BOD ) — P 43、 84、102、179 
128kbpsMP 通信中でも、電話や FAX などのアナログ通信を優先することができます。 


スループット BOD 機能 — P 152 〜153、177、178、181 

128kbpsMP 通信を行つているとき、データ量に応じて自動的に使用する B チャネルを追加/削除できます。 


非同期/同期 PPP 自動変換 

パソコンからの非同期 PPP データと回線側の HDLC フォーマットデータを自動的に変換します。 


ファームウェア/ くージョンアップ 

FlashROM を使用していますので、本装置に接続したパソコンからバージョンアップを行うことができます。 


籲 INS ネット 64 とは 

ISDN (Integrated Services Digital Network) デイジタル通信の国際標準規格で、 NTT の ISDN サービスの 
商品名が「 INS ネット 64 J または、「 INS ネット 64 • ライト」です。 


2つの B チヤネル 

NTT の INS ネツト64は、1回線で2つの通信チヤネル（以下 B チヤネル）がありますので、電話と FAX 、 ま 
たは電話とデイジタルデータ通信 (64 kbps まで）、またはディジタルデータ通信 （128 kbps ) といろいろな使 
い方ができます。 


2つのアナログ機器が同時に利用できる— P 27 〜28 

電話機と FAX とパソコンの計3台の機器を接続していても同時に通信できるのはあくまでも最大2台までで 


參動作確認 OS 

USB ポート： Windows98 、 MacOS8.6 、 MacOS8.5(MacOS ROM J1-1.2.1) 

RS-232C ホ。一卜： Windows98 、 Windows95 、 WindowsNT4.0 

MacOS8.6 、 MacOS8.5 、 MacOS8.1 、 MacOS8.0 、 MacOS7.6 、 漢字 Talk7.5 

※動作確認 OS は日本語版^)ものに限ります。 

※旧ラ c の ySB ポートから通信 f る場合、 MacOS8_5/8.5.1 で MacOS ROM J1-1.2.1 以外のときは、 
下記から iMac Firmware アップデート 1.0 と iMac アップデート 1.1 を実行してください。 
http:// www.apple.co.jp/imac/index.html 
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搐箱してラ 


本章では本装置の各部の名称や役割など 
お使いになる前の準備について解説します。 
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■各部の名称と役割 


Power フンブI 

電源スイッチを 「ONJ にすると点灯します。 


k チヤネルランプ 
コマンド入力時に点滅します。 


B1/2 チヤネルランプ 


B チャネル(通信チャネル)を使用すると点灯し、データ転送 
中は点滅します。 ISDN では通信チヤネルが2つありますので、 
2つとも使用した時は B1/2 チャネルランプが2つとも点灯しま 
す0 


ANALOG 1/2ランプ 


ANAL0G1 または2にアナログ機器を接続している場合、そ 
のアナログ機器が通信中の時に点灯します。 

アナログ機器がオフフック、または呼び出し音が鳴っている 
時および呼び出している時に点滅します。 


MEMO 


電源を入れたとき、 「B1J「B2」 ランプが点滅するときは ISDN 回線が正常に認識できていません。 

〇 ISDN ケーブルの接続と DSU スイッチを確認する。 

<内蔵 DSU を利用するとき> 

•ISDN 回線のモジュラージャックと本装置の ISDN U ポート【水色】を付属の ISDN U ケーブルで接続します。 
■DSU スイッチ【茶色】を ON にします。 

く外付け DSU を利用するとき〉 

■DSU の TERMINAL 端子と本装置の ISDN S/T ポート【赤紫色】を ISDN ケーブルで接続します。 

•DSU スイッチ【茶色】を OFF にします。 

〇 「REV/NORJ スイッチ【黄緑】で極性反転する。 

ISDN ケーブル接続と DSU スイッチを確認し、電源を入れ直してもまだ 「B1J 「 B2J ランプが点滅するとき、 

■「REV/NORJ スイッチ【黄緑】で極性を反転させてから電源を入れ直してください。 



MN128mini-V 本体（前面) 
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MN128mini - V 本体（背面）そくピタ！カラー配線 
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■ハードウェアセットアップ 


►ハードウェア接続構成例 


ISDN 回線 
モシ1 ラー シ>ック 


アナログ電話機など FAX(G3) など 


アンブ内蔵ス亍レオスピ-力(別売) 


0 


」付属の ISDN U 点ケーブル 



□轉ぞ uQ ® 

rowo OC &T HVM ODM<«T U« OTC 

M 回#圓 卜画¢>1 

甲个，个 


MN128mini-V 本体（背面）、 

パソコン 


I 


I 

ご付属の専用 
シリアルケ-ブル 


付属の専用 
AC アダブタ 


H 

■C=J me — 1 

■I - ) ■[ — n 

■c=d mc=j 

mi - 1 mc=i 

■t - i i -1 


■ ■ ■■■ 

_ ■ ■■■園 

_ _ mmm 

[> 圏■園 


付属の 
USB ケーフ’ル 


USB ポートへ 


AC100V 電源 

コンセントへ 


ディジタル電話機 
などの ISDN 機器 




パソコン 


■ Q - 


1 ~ 

cm 「-Jwq ||1 

I 画 , m 潮 ^ gl rrJ 
於し … し . 一 ■“l^jnrrr^ 


D-Sub9 ピン 
のシリアルホ。ートへ 
(DOS/V 機など） 


付属の Mini-DIN8 ピン 
変換ケ-/ル 

^)1=^0 - 


Min 卜 D1N8 ピンのシリアル 
-卜へ （Macintosh など） 


D-Sub25 ピン変換アダプタ 
(オプション） 


Q^O 


D-Sub25 ピンのシリアルホ。-卜' 
(PC98 機など） 
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アナログ ポー ト【緑色】について 

■一般電話回線(アナログ回線)用のアナログ機器(アナログ電話機、 FAX ( G 3)、 モデムなど)が接続でき 
ます。 

_モデム接続するには 

MN 128 mini - V のアナログポート【緑色】とモデムの回線 ( LINE ) 端子とを電話線で接続します。 



/^\ 注意 

※接続できるアナログ機器はプッシュボタン ( PB ) 信号のでる電話機しか使用できません。お持ちの電 
話機の設定を 「 PBJ または「卜ーン」に設定してください。 

※1つのアナログポートに複数のアナログ機器を接続する(ブランチ接続)場合の動作保証はできません。 


AUDIO 端子【灰色】について 

■アンプ内蔵ステレオスピーカ（別売)を接続し、ボイス機能を利用できます。 

Tmemo 


※市販の ミニ ジャック（¢3.5)形状のアンプ内蔵ステレオスピーカで利用できます。 
※出力される音声はモノラルになります。 

※モノラル スピーカは 接続できません。 


DC 端子【黒色】について 

•付属の専用 AC アダプタ【黒色】と色をあわせてつなぎ、電源コンセントに接続します。 

■ AC アダプタを電源コンセントに差込む場合、必ず本装置の電源スイッチは 「 OFFJ にしておいてください。 
•停電時には、アナログ電話機を含め MN 128 mini_V に接続したすべての通信機器が利用できません。 
バックアップ電池ボックス(オプション)を利用すると、 MN 128 mini - V に接続したすべての通信機器を利 
用できます。 


|接続してみよぅ 
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ISDN U ポート【水色】、 ISDN S/T ポート【赤紫色】について 

•ISDN U ポート【水色】 

<内蔵 DSU を利用するとき> 

•内蔵 DSU を利用するときは、 〖SDN 回線のモジュラ-ジャックと ISDN U ポート【水色】を付属の U 点ケーブル 
で接続してください。 

■DSU スイッチ【茶色】を ON にしてください。 

く外付け DSU を利用するとき〉 

■外付け DSU を利用するときは、 ISDN U ポート【水色】には何も接続しないでください。 

•DSU スイッチ【茶色】を OFF にしてください。 


•ISDN S/T ポート 
<内蔵 DSU を利用するとき> 

•ディジタル電話機、 G4-FAX、TA などその他の ISDN 機器を接続できます。 

•DSU スイッチ【茶色】を ON にしてください。 

■その他の ISDN 機器を接続するときは 「TERM」 スイッチ【ピンク色】を OFF にし、接続した ISDN 機器また 
は配線上で終端抵抗を入れてください。 ISDN SAT ポート【赤紫色】に何も接続しないときは 「TERMJ 
スイッチ【ピンク色】を ON にしてください。 

■その他の ISDN 機器を接続するときは、 ISDN S/T ポート【赤紫色】に接続した ISDN 機器にサブアドレス 
を設定し、着信を識別することをお勧めします。サブアドレスが設定できない ISDN 機器を接続している 
ときに、着信時に本装置が受信してしまう場合、本装置の DTE ポート【濃青色】を着信拒否 (AT%B0) の 
設定にしてください。 

<外付け DSU を利用するとき>- ► 

- ISDN ケーブルで DSU の「 TERMINAL J 端子と 
本装置の ISDN S/T ポート【赤紫色】を接続します。 

■DSU スイッチ【茶色】を OFF にしてください。 


□ 口 


MN128mini-V 背面 

DSU 

ISDN 回線の 
モシ•ユラ-シ•ヤツクへ 

: ■? OD® " 

:哪 ■_ J 


リセットスイッチについて 

■ISDN S/T ポート【赤紫色】の上にあるリセットスイッチ （▼ マークの下の小さい穴）で工場出荷時の状態 
に初期化できます。 

暴初期化方法 

1. 本装置の電源が入り、正常に立ち上がっている状態で、リセットスイッチ （▼ マークの下の小さい穴）に 
クリップをのばしてさし込み、10秒以上押し続けます。 

2. 本装置前面の LED ランプがすべて点滅したらクリップを離します。 

3. Powe うンプだけ点灯する状態になったら、本装置の電源スイッチ【赤色】を OFF にして、5秒くらいして 
から ON にしてください。 


/ i \ 警告 

※付属の AC 電源アダプタ以外は絶対に使用しないでください。火災や故障の原因となります。 
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USB ポート【白色】について 

■付属の USB ケーブル【白色】と色をあわせてつなぎ、パソコンの USB ポートに接続します。 

注意 

《 DTE ポート【濃青色】に接続したパソコンと同時に通信はできません。 

※パソコン本体の USB ポートと接続してください。 USB ハブなどを介して接続した場合、正常に動作しない 
ことがあります。 

※本装置の USB ポート【白色】に接続して通信できる 0 S は Windows 98 と MacOS 8.5 J 以降です。 

※丨!^。の USB ポートから通信する場合、 MacOS 8.5/8.5.1 で MacOS ROM J 1-1.2.1 以外のときは、 
下記から iMac Firmware アップデ ー M .0 と iMac アップデー M .1 を実行してください 0 
http :// www . apple . cojp / imac / mdex.html 


DTE ポート【濃青色】について 

■ D - SUB 9 ピン専用シリアルケーブルのネジは、インチネジ形状です。 

■ D - SUB 25 ピン変換コネクタ（オプション）のネジは、ミリネジ形状です。 

注意 

※必ず専用シリアルケーブルを使用してください。市販のシリアルケーブルを使用した場合は正常に動作 
しない可能性があります。 

※ノートパソコンなど一部のパソコンでは、付属の専用シリアルケーブルと変換ケーブルでは形状が合わ 
ない場合があります。この場合、お持ちのパソコンのシリアルポートに合った形状の市販の変換ケープ 
ル(ストレート)をご用意いただき、付属の専用シリアルケーブルと接続して使用する必要がありますが、 
動作の保証は致しかねます。 

※パソコンと MN 128 mini - V 間を延長したいとき、お持ちのパソコンのシリアルポートに合った形状の市販の 
変換ケーブル(ストレート)をご用意いただき、添付の専用シリアルケーブルと接続して使用する必要が 
ありますが、動作の保証は致しかねます。 

※旧日ポート【白色】に接続したパソコンと同時に通信はできません。 


FG 端子【オレンジ色】について 

•アース線は添付しておりません。別途ご用意ください。 

/ i \ 警告 

※必ずアース線を接続してご使用ください。アース線を接続しないと感電などの原因となります。 

※アース線の取り付け、取り外しのときは必ず本装置の電源を切り、電源プラグを抜いた状態で行ってくだ 
さい。電源を入れたままで行うと感電などの原因となります。 

※アース線を接続しないと雷発生時に本装置故障の原因となります。 
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■ 電源を入れてみよう 


AC アダプタの接続などを確認し、コンセントを差し込み、 ISDN 回線と接続してから本装置の電源スイッチ 
を ON にします。次に本装置のランプ表示を確認してください。 

① 「 PowerJ ランプのみ点灯したままで、 「 ANAL 0 G 2 J から 「 DJ まで、赤いランプが順番に点灯。 

② 「 Power 』 の緑のランプのみが点灯。 

ランプ表示が上記以外の状態になる場合は以下の項目を確認してください。 


MEMO 


《 ISDN 回線を接続していない時に電源を入れて B 1 、 B 2 ランプが点滅するのは正常動作です。 

※岱口!^回線 ( INS ネット 64) に切り替えてから本装置を接続してください。アナログ回線に本装置を接続して 
も動作しませんのでご注意ください。 

※内蔵 DSU を利用するときは、 ISDN 回線のモジュラージャックと本装置の ISDN U 点【水色】ポートを付属 
の ISDN U ケーブルで接続、外付け DSU を利用するときは、 DSU の TERMINAL 端子と本装置の ISDN S/T 
ポート【赤紫色】を ISDN ケーブルで接続してから本装置の電源を入れてください。 



状況 

対策 

B 1 と B 2 のランプ 
が点滅する。 

く内蔵 DSU を利用するとき> 

■ ISDN 回線のモジュラージャックと本装置の ISDN U 
ポート【水色】を付属の ISDN U ケーブルで接続します。 
• DSU スイッチ【茶色】を ON にします。 

•電源を入れ直しください。 

+それでも点滅するときは 

「 REV / NORJ スイッチ【黄緑色】を切り替えてから電源 
を入れ直しください。 J 



く外付け DSU を利用するとき〉 

■ DSU の TERMINAL 端子と本装置の ISDN 
S / T ポート【赤紫色】を ISDN ケーブルで 
接続します。 

• DSU スイッチ【茶色】を OFF にします。 
•電源を入れ直しください。 

+それでも点滅するときは ^ 

それでも点滅 
するときは 

r 

ISDN 回線が正常に開通していない可能性があります。 j 

NTT にお問い合わせください。 J 

ランプが点灯しない。 
正常にランプが 
点灯•点滅しない。 


本装置もしくは AC アダプタの故障の可能性があり 
ます。技術サポートセンターまでご連絡〈ださい。 



HI 接続してみよぅ 
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鬵話や FAX を使つてみょう 


本章ではアナログ電話機で電話をかけたり、 
受けたり、アナログ通信機器の基本的な使い 
方について解説します。 
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■電話や FAX を使う前に 


初期設定の状態で電話の発信•着信が可能ですが、接続する台数や NTT との契約内容によって設定が 
必要になる場合があります。 



DQ® 

m 圇 g □ 自 ^ i 


•電話機を 2 台接続する <i •ナンバーを契約しているとき> 

初期設定の状態で、契約者回線番号は 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】、追加 
番号は 「 ANAL 0 G 2 J 【緑色-点線】に着信します。 

<i ■ナンバー未契約のとき> 

初期設定の状態では、着信があると 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】と 「ANALO 
G 2 J 【緑色-点線】を同時に呼び出します。 

<ダイヤルイン契約をしているとき> 

初期設定の状態では、着信があると 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】と 「ANALO 
G 2 J 【緑色-点線】を同時に呼び出します。ダイヤルインを利用する場合は 
設定が必要です。 P 71 〜74を参照してください。 

•電話機を1台だけ接続する着信するアナログポートを指定する設定が必要です。 

着信ポートの設定例 ( P 71 〜 74) を参照してください。 

<初期設定の状態では> 

着信があると、 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】と 「 ANAL 0 G 2 J 【緑色-点 
線】を同時に呼び出します。したがって、電話中に他の着信があると、 
電話機が接続していないアナログポートを呼び出してしまうので、電 
話をかけた相手先には呼出音が鳴り続けてしまいます。 




‘追 


>電話機と FAX を接続する i ■ナンバー、も LX はダイヤルイン契約をお勧めします。 

FAX を接続するアナログポートに機器種別の設定が必要です。 

機器種別の設定の設定については P 90 を參照してください。 

<i •ナンバーを契約しているとき〉 

初期設定の状態で、契約者回線番号は 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】 

加番号は 「 ANAL 0 G 2 J 【緑色-点線】に着信します。 

<ダイヤルイン契約をしているとき> 

初期設定の状態では、着信があると 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】と 「ANA 
L 0 G 2 J 【緑色-点線】を同時に呼び出します。したがって、電話の着信で 
あっても、 FAX が自動着信であれば着信してしまいます。 

ダイヤルインを利用する場合は設定が必要です。 P 71 〜74を参照してく 
ださい。 

◎i ■ナンパー、またはダイヤルインで電話と FAX の着信を使い分ける 

i •ナンバー、またはダイヤルインを契約すると、契約者回線番号の他にもう1つ電話番号(追加番号)がも 
らえます。契約者回線番号を電話の着信用に、追加番号を FAX 着信用になど使い分けることができます。 



MEMO 


※丨•ナンバー、またはダイヤルインは NTT との契約が必要となります。 
※ビジネスホンやホームテレホンは正常に動作しないことがあります。 


|電話や FAX を使ってみよぅ 
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■電話や FAX を使う 


•電話をかける 

本装置のアナログポート【緑色】 「 ANAL 0 G 1」 または 「 ANAL 0 G 2」 に電話機を接続するか 、 「ISDN S/TJ 
ポート【赤紫色】にディジタル電話機など通信可能な機器を接続してあるかを確認してください。 


. 受話器をとり発信音を確認してください 




2. 相手先の電話番号をダイヤルします。 


3 . 電話が終わったら受話器を戻します。 


※電話番号を押した後にすぐに発信するにはダイヤルの最後に「#」を押してください。 

※「样」を押さない時は 「41/ AT @ GJ ( P 92) の設定値(初期値5秒)後に発信します。 

※サブアドレス付きで発信するときは電話番号の後に「 * J 、 「サブアドレス」の順にダイヤルしてください。 
※ダイヤルしても「ツー」という発信音が消えない時は電話機がプッシュボタン ( PB ) 信号の設定になって 
いないことがあるので、電話機の取扱説明害を参照して確認してください。 

•電話を受ける 


A 



注意 


1. 電話機の呼び出し音が鳴る。 


2. 受話器をとって通話してください 


3 . 電話が終わったら受話器を戻します。 


発信ができる電話機はプッシュボタン ( PB ) 信号のでるものに限ります。電話機のスイッチなどで切り替え 
が必要な場合があります。詳しくは電話機の取扱説明書をご覧ください。 


|電話や FAX を使ってみよぅ 
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• FAX を送る、受ける 




F 

A 

X 


I 


つ 

て 

み 


本装置のアナログポート【緑色】 「 ANAL 0 G 1」 または 「 ANAL 0 G 2」 に FAX ( G 3) を接続するか 、 「ISDN S / T ] 
ポート【赤紫色】に G 4- FAX を接続してあるかを確認してください。 

1. FAX を接続するアナログポートの接続機器種別を FAX に設定してください。 
(MEMOMI) 


2 . FAX の送り方、受け方は FAX の取扱説明書をご覧ください。 ( MEMO /^2) 


MEMO 


•「ISDN S / TJ ポート【赤紫色】に G 4- FAX を接続した時は、上記の手順「1. J の設定は必要ありません。 

■ 「 32/ AT@Ej ( P 90) にしたがって設定してください。 

•手順1は最初に設定すれば、2回目以降は設定の必要はありません。 

※之 

•電話番号を押した後にすぐに発信するにはダイヤルの最後に 「# J を押してください。 

•「#」を押さない時は 「41/ AT@GJ ( P 92) の設定値(初期値5秒)後に発信します。 

•サブアドレス付きで発信するときは電話番号の後に「 * J 、 「サブアドレス」の順にダイヤルしてください。 
■ダイヤルしても「ツー」としヽう発信音が消えない時は FAX がプッシュボタン ( PB ) 信号の設定になっていない 
ことがあるので、 FAX の取扱説明害を參照して確認してください。 




※アナログポート【緑色】に接続できる FAX は G 3- FAX に限ります 0 G 4- FAX は 「ISDN S / T 」 【赤紫色】ポート 
I 一接続|て 〆 + 二士し、 

※発信ができる G 3- FAX はプッシュボタン ( PB ) 信号のでるものに限ります。 G 3- FAX のスイッチなどで切り 
替えが必要な場合があります。詳しくは G 3- FAX の取扱説明害をご覧ください。 
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•モデムを使う 


•モデムはアナロク機器です。したがって、本装置のアナログポート【緑色】に接続し、モデムとパソコンを 
接続することが必要となります。 

■モデムを接続するアナログポートに接続機器の設定が必要です。 

「32/ AT@Ej ( P 90) にしたがって設定してください。 

◎初期設定の状態では… 

接続する機器種別の設定が「電話」になっています。モデムを接続するアナログポートに機器種別の設定 
( P 90) が必要です。 


A 


注意 


※接続先がアナログ回線対応の通信機器(モデム _ FAX ( G 4 FAX 含む)など)の時は、本装置のアナログ 
ポートにモデムを接続して、モデムから発信しないと接続できません。本装置から直接 FAX 送信などは 
できません。下図を参照してください。 

《 RVS - COM を利用する場合は、本装置から直接 FAX の送受信が可能です。 P 44、 87、88を参照してくだ 
さい0 


◎モデムから通信するとき 

パソコン 

UNE 端子 

モデム/ 


モデム通信イメージ図 





0 


ANALOG 
0/【緑色】 


■? □□© 

MN 128 mini-V 





|電話や FAX を使ってみよぅ 
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■便利な使い方 


•ボイス機能を利用する 

ボイス機能は 「 AUD 10 J 端子【灰色】に接続したアンプ内蔵ステレオスピーカ（別売）から声で色々な情報 
を知らせることができます。 


〇電話着信情報機能 

〇電話帳に事前に登録した相手先から電話がか 
かってきたとき、相手先名称を声で知らせます。 



〇〇さんから電話です 


〇電話帳に登録していない相手先から電話 ( FAX ) 
がかかってきたとき、相手先電話番号を声で知ら 
せます。 




〇〇番から電話/ FAX です 


A 


〇 FAX から着信したとき、 FAX 着信であることを知ら 
せます。 


〇〇さんから FAX です 


〇番号非通知の相手先から電話 ( FAX ) がかかって 
きたとき非通知理由を声で知らせます。 



番号非通知の電話/ FAX です 
公衆電話から電話です] 

番号表示圏外から電話/ FAX です] 


注意次の場合にはメッセージを音声で知らせることができません。 


※擬似キャッチホンやフレックスホンのキャッチホン（コールウェイテイング)で話中着信したとき。 

※通信チャネルを2つ使用しているとき。 

※アナログ優先モード（リソース BOD ) で通信したとき。 

※電話や FAX など2つの着信が同時にあった場合には、先に着信があった相手先の名称だけをお知らせ 
します。 


MEMO 


※アンプ内蔵ステレオスピーカは添付しておりません。一般的な ミニ ジャック形状（¢3.5)のものをお使い 
になるか、市販のアンプ内蔵ステレオスピーカをお求めください。モノラルスピーカは接続できません。 
※音声はモノラル出力になります。 

※相手先名称で知らせるには事前に電話帳登録が必要です。登録方法は P 75 の設定例を参照してくだ 
さい0 

《 RVS - COM を利用して FAX 着信した場合も同様のメッセージで知らせます。 

※アナログポートの設定を軎きこむときに音声が途切れることがあります。 

※アナログ優先モード（リソース BOD ) で利用したアナログ機器の通信料金は、データ通信料金を一括して 
知らせします。 

※アナログ回線からの着信時や、番号非通知理由を声でお知らせするには NTT と 1 NS ナンバー•デイスプ 
レイ契約が必要です。 
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〇アナログポートの設定 ■ 確認情報 
〇設定の開始を声で知らせます。 


〇設定できなかったときに声で知らせます。 


〇設定したことを声で知らせます。 



^設定されました 

• 



MEMO 


※アナログポートの設定を省:きこむときに音声が i 
※アンプ内蔵ステレオスピーカは添付しておりま1： 
テレオスピーカをご利用ください。また、モノラル 


誤りがあります。 

、もう一度入力してください 


設定モードです入力してください 


電話や F A X を使ってみよう 



ス 

蔵 

内 

プ 

ン 

ア 

の 

5 ) 

3 . 

0 

似 

形 I/O 

外％ 
-〇ッ せ 
けャま 
まジき 

2二で 

力な街 

3 
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◎フレックスホンを利用する 

フレックスホンとは NTT の INS ネット64の付加サービスで、「キャッチホン（コールウェイテイング） Jr 三者通 
話 Jr 着信転送」「通信中転送」の4つのメニューがあります。利用するにはそれぞれ NTT との契約が必要 
です。本装置は4つのメニュー全てに対応しています。 

〇キャッチホン（コールウェイテイング） 

一般電話回線(アナログ回線)のキャッチホンと同等のサービスで、通話中に着信があつたとき、受話器を 
置く時に押下される「フックスイッチ J、 または「フック J、 「フラッシュ」、「キャッチ J などのボタンを押すことに 
より通話を切り替えることができます。 

使い方は以下の通りです。 

割り込んで 操作する電話機 最初に通話し 



※設定方法は P77 の設定例を参照してください。 

《NTT との INS ネット64の契約内容で「通信中着信通知サービス」が許可、「ユーザ間情報通知サービ 
ス J を着信許可にする必要があります。 

※「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ J、 または「フック J、 「フラッシュ」、「キャッチ」な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明書を参照 
してください。 

※本装置の擬似キャッチホン機能を利用する設定のときは、キャッチホンは利用できません。 

※町丁とキャッチホン契約をしていて、キャッチホンを利用する設定にしている時の割り込み着信中は、 
内線通話/転送は利用できません。 

※フレックスホンは NTT との契約が必要です。詳しくは NTT までお問い合わせください。 


|電話や FAX を使つてみよぅ 
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通話 




2. 第2ダイヤルトーン（プッ•プッ■プッ)が 
聞こえ、通話していた相手を保留しま 
す0 


3 . 別の相手先の電話番号をダイヤルし、 
通話します。 


4 . もう一度電話機の 


フック 


ボタンを 


押すと、第2ダイヤルトーンが聞こえ数 
秒後に元の相手との通話に戻ります。 



5 . 


-3 は上記同様の手順4で 


フック 



ボタンを押し、第2ダイヤルトーンが聞 
こえているときにもう一度「フック J ボタ 
ンを押すと、三者で通話ができます。 

6. 受話器をおくと通話していた相手2人 
同時に切断します。 


※本装置の設定方法は P 78 の設定例を参照してください。 

•※之つのアナログポートで同時に三者通話を利用することはできません。 
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〇三者通話 

通話中の相手を保留して、別の相手に電話ができたり、三者で通話ができます。 
使い方は以下の2通りが利用できます。 

•通話中に別の相手に電話をかける 

通話中に電話 操作する電話機 通話中の相手先 

する別の相手先 _ 通話 

1 - 通話中に 




フック 


ボタンを押します。 


電話や FAX を使ってみよ•っ 
































※「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ J 、 または「フック J 、 「フラッシュ」、「キャッチ」な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明誊を参照 
してください。 

※本装置の擬似キャッチホン機能を利用する設定のときは、三者通話は利用できません。 

※三者通話を利用する設定にしている時は、通話中の内線通話/内線転送や、 RVS - COM の手動転送 
は利用できません。 

※フレックスホンは NTT との契約が必要です。詳しくは NTT までお問い合わせください。 

〇通信中転送 

着信した電話を別の相手に転送することができます。 

発信した電話を別の相手に転送することはできません。 

使い方は以下の2通りが利用できます。 


•相手先が応答する前に転送する 

転送先の相手 操作する電話機 通話中の相手先 

a 通話中に 



通話 

•相手先が応答後に転送する 

転送先の相手 操作する電話機 


フック 


ボタンを押します。 


2. 第2ダイヤルトーン(プッ■プッ■プッ） 
が聞こえ、通話していた相手を保留 
します。 


3. 別の相手先の電話番号をダイヤル 
します。 


相手先が応答する前に受話器をお 
きます。 


通話中の相手先 



5. 手順 1 〜 2 までは前頁と同様の手順、 
手順3で相手先電話番号をダイヤル 
し、相手先が応答します。 
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6. フックボタンを押すと、第 2 ダイ 


ヤルトーンが聞こえます。 


7. すぐに受話器を置きます。 


_ . 兔一. ...... 

MEMO 通話 


※上記手順6で第2ダイヤルトーンが聞こえているのは2〜3秒です。その間に受話器を置かないときは 
保留中の相手先との通話に戻ります。 

※上記手順4で相手先が話し中などなんらかの理由で応答しないときは、受話器をおいた電話機のベル 
が鳴ることがあります。そのときに受話器を上げると元の相手との通話に戻ります。 

※本装置の設定方法は P 78 の設定例を参照してください。 

※「フック J は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ J 、 または「フック J 、 「フラッシュ」、「キャッチ J な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明窨を参照 
してください。 

※之つのアナログポートで同時に通信中転送を利用することはできません。 

※本装置の擬似キャッチホン機能を利用する設定のときは、通信中転送は利用できません。 

※通信中転送を利用する設定にしているときは、通話中の内線通話/内線転送や、 RVS-COM の手動転 
送は利用できません。 

※フレックスホンは NTT との契約が必要です。詳しくは NTT までお問い合わせください。 


〇着信転送 

あらかじめ着信転送先の電話番号を登録しておくと、着信した電話を登録されている電話番号に転送 
することができます。 

使い方は以下の通りです。 

電話をかけて 転送設定 転送先の 

きた相手先 した電話機 電話機 


MEMO 


※本装置の設定方法は P 79 の設定例を参照してください。 

※丨•ナンパーを契約していて、かんたん利用モード(初期値)でご利用の時は、利用できません。カスタム 
利用モード 「641/ AT # M 1」 に移行してから着信転送の設定を行ってください。設定例は P 73 参照。 

※本装置の擬似キャッチホン機能を利用する設定のときは、通信中転送は利用できません。 

※フレックスホンは NTT との契約が必要です。詳しくは NTT までお問い合わせください。 



1. 着信転送先の電話番号の登録、 
着信転送開始などの設定をします。 

2. 着信があると自動的に転送されます。 
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◎発信者番号通知サービスを利用する 


NTT との INS ネット64の契約内容で発信者番号通知、すなわち相手先に自分の電話番号を通知するか通 
知しないかをどのように行うか選択しますが、本装置ではその契約内容とは無関係に相手先に電話番号 
を通知するか通知しないかを設定することもできます。 

ONTT との契約内容と本装置の設定の関係 


契 

約 

内 

容 


通話ごと非通知 
(呼毎通知許可） 


回線ごと非通知 
(呼毎通知拒否） 


常時非通知 


「93/ AT @ Y [の設定内容 


〇( NTT に従う）（初期値) 


「81/ AT@TJ 設定 
番号を通知（※"〇 


通知しない 


1(通常通知） 


「81/ AT @ T 」 設定 
番号を通知（※之） 


通知しない 


2(通常非通知) 


通知しない 

(※之） 



186+ △△△△—〇〇〇〇 


※ダイヤル番号の前に「186」を付加したときは NTT との契約が「通話ごと非通知」または「回線ごと非通 
知」に関わらず相手先に電話番号を通知します。 



184+ △△△△—〇〇〇〇 


※ダイヤル番号の前に「184」を付加したときは NTT との契約が「通話ごと非通知」または「回線ごと非通知」 
に関わらず相手先に電話番号を通知しません。 

※^^丁丁との契約が「常時非通知」の契約の場合は本装置の設定に関わらず相手先に電話番号は通知され 
ません。 

※上記表内で“「81 / AT @ TJ 設定番号を通知’’と記載がある場合、本装置の「81 / AT @ TJ で何も設定してし、 
ないときは契約者回線番号を通知します。 

※上記表内で“ 「81/ AT@TJ 設定番号を通知”と記載がある場合、本装置の 「81/ AT @ T 」 で電話番号が設 
定されているときは設定されている電話番号を通知します。 

※本装置の設定方法は P 81 、82の設定例を参照してください。 

i ■ナンバー契約時、かんたん利用モード(初期値）、またはカスタム利用モードの時には、 ANALOG 1 
【緑色-実線】から発信したときは契約者回線番号。 ANALOG 2 【緑色-点線】から発信したときは追加 
番号を相手先に通知します。 

※之 i ■ナンバー契約時、 「93 n / AT @ YFiiJ で n =1( 通常通知）、または n =2( 通常非通知）に設定した場合 
は、 「81/ AT @ TJ 、「43/ AT @ I 」もあわせて設定しないと、 ANALOG 2 【緑色-点線】から発信しても契 
約者回線番号を通知します。設定例は P 81 、82を参照してください。 
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◎INS ナンパ ー ■ ディスプレイ 


本装置のアナログポート【緑色】にナンバーディスプレイ対応電話機またはアダプタを接続し、着信が 
あったときに相手先の電話番号を表示させることができます。 


使い方は以下の通りです。 



1. ナンバーディスプレイ対応電話機(アダプタ)を 
アナログポート【緑色】に接続する。 

2. 着信があったとき、相手先が発信者番号通知を 
行っているとき、相手先の電話番号を表示します。 


A 


注意 


INS ナンパーディスプレイは NTT の INS ネット64の付加サービスで、アナログ回線からの着信時にも相手 
先の電話番号を表示するには、 NTT と INS ナンパーディスプレイの契約が必要です。 


MEMO 


※本装置の設定方法は P 81 の設定例を参照してください。 

※相手の電話番号を表示できないときは非通知理由を表示します。 


◎疑似ナンバー■リクエストを利用する 



ナンバー•リクエストとは、相手先から発信者番号が 
通知されてこないときに「番号を通知しておかけ直し 
ください」というメッセージを伝える NTT の付加サービ 
スですが、本装置の疑似ナンバー•リクエストは相手 
先から発信者番号が通知されてこないときに、着信 
拒否したり、呼び出し音を指定することが 
できます。設定については P 84 を参照してください。 


MEMO 


• XINS ナンバー•ディスプレイ契約をしていないときのアナログ回線からの着信、公衆電話からの着信、ま 
たは番号を通知してこない相手先には話し中の音(プープー)が聞こえます。 

※相手先に「番号を通知しておかけ直しくださしヽ J などのメッセージは流れません。 
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◎ INS マジックボックス、 INS ボイスワープを利用する 
(迷惑電話お断りサービス / F ネットを利用する） 



INS マジックボックスや INS ボイスワープを利用して、あらかじめ登録しておいた登録先に着信を転送する 
ことができます。 

本装置はステイミユラスプロトコルに対応していますので、 INS マジックボックス、 INS ボイスワープのカスタ 
マコントロール機能を利用することができます。したがって、転送先の電話番号の登録などを本装置のア 
ナログポー ト【緑色】に接続している アナログ 電話機 ( PB ) から設定することができます。 

MEMO 


※【奶マジックボックス、 1 NS ボイスワープ、迷惑電話お断りサービス、 F ネットは NTT の INS ネット64の付加 
サービスで、利用するには NTT との契約が必要です。また、カスタマコント ロール 機能の使い方などは 
INS マジックボックス、 INS ボイスワープの取扱説明害を参照するか、 NTT までお問い合わせください。 
■ XINS ボイスワープセレクトにも対応しています。本装置の設定などは INS ボイスワープと同じです。 

• XINS マジックボックスの話中時着信を利用するときは、フレックスホンのキャッチホン(コールウェイティン 
グ)を利用する設定にしてください。 

• XINS マジックボックスや INS ボイスワープ、迷惑電話お断りサービス、 F ネットを利用するためには本装置 
で設定が必要になる場合があります。以下表を参照してください。 


NTT との契約内容 

本装置の設定 

意味 

i •ナンバー契約あり 

不要 

初期値では ANAL 0 G 1 から契約者回線番号、 
ANAL 0 G 2 からは追加番号を通知します。 

i ■ナンバー/ダイヤルイン未契約 

不要 

初期値の状態で契約者回線番号を相手先に 

通知します。 

ダイヤルイン契約あり 

必要 

本装置で設定が必要です。設定例は P 85、 86 
を参照してください。 


◎擬似キャッチホンを利用する 


NTT とフレックスホンのキヤツチホン（コールウェイティング)を契約しなくても同様の機能を利用できます。 
使い方はフレックスホンのキヤツチホン(コールウエイティング）と同じです。 P 76 を参照してください。 

Tmemo 


※本装置の設定方法は P 76 の設定例を参照してください。 

※相手に保留音は流れません。 

※空いている通信チャネル ( B チャネル)を利用して話中着信されるため、通信チャネルを2つとも使用して 
いるときは利用できません。 

※擬似キャッチホンを設定しているときの割り込み着信中は、内線通話/転送、 RVS - COM の手動転送は 
利用できません。 

※擬似キャッチホンを設定しているときは、フレックスホンは利用できません。 
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◎内線通話 


本装置のアナログポート 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】と 「 ANAL 0 G 2」 【緑色-点線】間で内線通話ができ 
ます。内線通話には以下の2つの方法があります。 


〇使い方1 








受話器を上げ、発信音(ツー） 
を確認します。 


ボタンを押し、 


第2ダイヤルトーン(プツ■プツ 
•プッ)を確認します。 


3. 〇 をダイヤルすると他 

N のアナログポートを呼び出し 

)1 ます。 


4. 通話します。 


5. 受話器を置くと通話が終了し 
ます。 


〇使い方2 



. 受話器を上げ、発信音(ツー) 
を確認します。 


•困國 


とダイヤルすると 


他のアナログポートを呼び出 
します。 


3. 通話します。 


4. 受話器を置くと通話が終了し 
ます。 


MEMO 


※「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ J 、 または「フック J 、 「フラッシュ』、「キャッチ」な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明書を参照 
してください。 

※三者通話、通信中転送を設定している場合、またはキャッチホン(コールウェイティング)、擬似キャッチ 
ホンを設定している場合の割り込み着信中には内線通話/転送は利用できません。 
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◎内線転送 

通話中の電話を他のアナログポートに転送することができます。 
使い方は以下の2通りが利用できます。 

〇他のアナログポートが応答する前に転送する 


転送先の他の 
アナログ ホ。一 卜 


操作する電話機 通話中の相手先 

通話 



1. 通話中に 


フック 


ボタンを押します。 



2. 第2ダイヤルトーン(プッ•プッ■プッ）が 
聞こえているときに、 


0 


をダイヤル 


すると他アナログポートを呼び出します。 

3. 相手先が応答する前に受話器をおき 
ます。 


MEMO 


※上記2で相手先に保留音は流れません。 

※以下の方法で転送手順中の通話を元の相手先に戻すことができます。 

•上記2の状態で第2ダイヤルトーン(プッ■プッづッ)が聞こえているときに、「フック J を押します。 

■上記2の状態で呼び出し音が聞こえているときに、 「フック」 を押します。 

■上記2の状態で他のアナログポートが話し中で話し中の音が聞こえているときに、「フック」を押します。 
※「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ」、または「フック」、「フラッシュ」、「キャッチ」な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明*を参照 
してください。 

※三者通話、通信中転送を設定している場合、またはキャッチホン(コールウェイティング)、擬似キャッチ 
ホンを設定している場合の割り込み着信中には内線通話/転送は利用できません。 
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〇他のアナログポートが応答後に転送する 


転送先の他の操作する電話機 
アナログホ°-卜 

通話/^) 保留 


通話中の相手先 





3. 1〜2までは「他の アナログポー トが 
応答する前に転送する」（前頁）と同じ 
手順で、相手先が応答します。 


4. 受話器をおきます。 


MEMO 


《「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ」、または「フック」、「フラッシュ j 、「キャッチ」な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明書を参照 
してください。 

※発信したとき、着信したときに関わらず転送が可能です。 

※三者通話、通信中転送を設定している場合、またはキャッチホン(コールウェイティング）、擬似キャッチ 
ホンを設定している場合の割り込み着信中には内線通話/転送は利用できません。 
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◎擬似なりわけサービス(発信電話番号識別機能) 


A さん) A さんから 
電話のとき 


巳さんから 
電話のとき 


I - 1 I_I ^ 

あらかじめ相手先の電話番号を登録しておき、該当する電話番号から着信があったときの呼び出し音を 
指定したり、着信拒否をすることができます。 NTT の付加サービスである「なりわけサービス」と同様の機 
能ですが、 NTT との契約は必要ありません。 


MEMO 


※本装置の設定方法は P 83 の設定例を参照してください 
※町丁の「なりわけサービス」には対応しておりません。 


◎アナログ優先モード（リソース BOD) 



パソコンを使つて 128 kbps で MP 通信をしているときに、アナログ 
通信機器を優先して B チャネルを割り当てることができます。 

通常 128 kbps で MP 通信を行うと、 B チャネルを2つとも使用するため 
アナログ通信機器を利用することができませんが、この機能を 
利用すればアナログ通信機器を使用しているときはパソコンで 
の通信速度を 64 kbps に落とし、 B チャネルを1つアナログ通信に割 
り当て、アナログ通信が終了したときにパソコンの通信速度を 
1 28 kbps に戻すなど便利な使い方が可能です。 


※本機能を利用するには NTT との INS ネット64の契約で「通信中着信通知サービス」を許可_「ユーザ間 
情報通知サービス」を着信許可にする必要があります。 

※本装置の設定方法は P 84 の設定例を參照してください。 
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◎ RVS - COM を利用する 


RVS-COM はドイツ RVS 社の ISDN コミュニケーションソフトウェアです。本製品は RVS-COM に対応し、 DTE 
ポート【濃青色】に接続したパソコンから直接 FAX の送受信などが可能で、 FAX モデムなどが必要ありませ 
ん。 

〇パソコンから FAX を送信する 

FAX の送信方法は RVS-COM のマニュアルを参照してください。本装置の設定を変更する必要はありませ 
ん〇 

〇ノ《ソコンで FAX を受信する 

初期値の状態では、下記のような手順で FAX を受信できます。 

1 . RVS-COM を起動して FAX を受信できる状態にします。 

2. FAX が着信したときに、本装置のアナログポート【緑色】に接続している電話 
機がなります。 



3. 受話器をあげて FAX であることを確信したら 


フック 


をダイヤルします。 


園困困 


をダイヤルします。 


4. 「プップップッ j という確認音が聞こえたら 


5. 受話器を置くとパソコンで FAX が受信します。 


《FAX を自動で受信するには設定が必要です。詳しくは P87、 88を参照してください。 

※丨•ナンバー契約時にかんたん利用モード(初期値)で利用する場合は、 FAX を自動受信することはでき 
ません。自動受信する場合は、カスタム利用モード 「641/AT#M1J に移行してから自動受信の設定を 
行ってください。設定例は P73、 87を参照してください。また、アナログ電話機から手動操作での転送は 
可能です。 

《RVS-COM は本製品には添付していません。 

※本装置の USB ポート【白色】に接続したパソコンから RVS-COM を利用することはできません。 
•^•RVS-COM 2000の G4 ファックス送受信機能、 RVS ISDN-DCP 機能を用いたイ_サネット上のパソコンか 
らの FAX の送受信機能などは利用できません。 

※RVS-COMは Windows98 または、 WindowsNT4.0 に対応しています。 Macintosh には対応していません。 
※「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ J、 または「フック」、「フラッシュ」、「キャッチ」な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明書を参照 
してください。 
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❿ RVS - COM に関するお問い合わせ 

RVS-COM に関する、製品情報、使い方などのサボート情報についてはメガソフト株式会社まで 
お問い合わせください。 

Tel . 06(6386)2072 Fax . 06(6386)2123 

http :// www . megasoft.cojp 


◎ i ■ナンバーを利用する 


O i ■ナンバーとは 

i •ナンバーとは、 INS ネット64 x 1回線で2つの電話番号を利用できるサービスです。発信者がダイヤル 
する電話番号に応じて、予め決められた本装置のアナログポート【緑色】に着信させることができます。 

1つ目の電話番号(契約者回線番号)を電話用、2つ目の電話番号(追加番号)を FAX 用と使い分けると 
いつた便利な使い方ができます。 


MEMO 


※ i •ナンバーに関して詳しいことは NTT にお問い合わせください。 

※本装置で i ■ナンバーを利用するためには、 NTT と契約が必要です。 

〇 i ■ナンバーを利用するには 

本装置の初期値の状態で i ■ナンバーを利用できます。 i ■ナンバーを契約している INS ネット64回線に初期 
値の状態で本装置を接続した場合、契約者回線番号は ANAL0G1 【緑色-実線】 へ、 追加番号は ANALOG 
2【緑色-点線】へ着信します。 

NTT と発信者番号を通知する契約の場合には、 ANAL0G1 【緑色-実線】から発信したときには契約者回 
線番号を、 ANAL0G2 【緑色-点線】から発信したときには追加番号を相手先に通知します。また、 カスタ 
ム利用モードでは電話番号によって着信するアナログポートを変更したり、発信時に通知する電話番号 
を変更するなど詳細な設定変更が可能です。 


MEMO 


※ダイヤルインサービスとの併用はできません。 

※本装置の初期値で i ■ナンバーを利用する設定になっていますが、 i ■ナンバーを契約していない 〖NS ネッ 
卜64回線に本装置を接続したときでも問題なく動作します。 

※発信時、着信時の動作の詳細は、以下の「発信時の動作」、「着信時の動作」、「着信時の関連コマンド 
との競合条件と動作」を参照してください。 
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〇発信時の動作 


i •ナンバー契約時に、アナログポートから発信時に設定によって通知する電話番号とサブアドレスが下記 
のように変わります。 i ■ナンバー未契約時は、 「64/AT#M」 の設定内容に関わらず取扱説明書通りに動作 
します。 


「64n/AT#Mn」 

発信するアナロゲホ°-卜 

通知する電話番号 

通知するサブアドレス 

n=0 

(かんたん利用モード） 
(初期値) 

ANALOG 1 

契約者回線番号を通知 
「811/AT@T1」 で変更可能 

通知不可 

ANAL0G2 

追加番号を通知 
「812/AT@T2」 で変更可能 

通知不可 

n=1 

(カスタム利用モード） 

ANALOG 1 

契約者回線番号を通知 
「811/AT@T1」 で変更可能 

「51/AT@J」 の設定内容 
を通知 

ANA し 0G2 

追加番号を通知 
「812/AT@T2」 で変更可能 

「51/AT@JJ の設定内容 
を通知 

n=2 

(i ■ナンハ•一を利用しない) 

ANALOG 1 

契約者回線番号を通知 
「811/AT@T1J で設定 

「51/AT@J」 の設定内容 
を通知 

ANA し 0G2 

契約者回線番号を通知 
「812/AT@T2_| で設定 

「51/AT@J」 の設定内容 
を通知 


く n=0( かんたん利用モード）に設定されているとき(初期値）〉 

《「81/AT@TJ の設定は、契約者回線番号はダイヤルイン登録番号〇、追加番号はダイヤルイン登録番 
号1として設定します。 「81/AT@T」 の設定変更をするときは、 「43/AT@〖J 契約者回線番号とダイヤル 
イン追加番号の登録で、 q=0 に契約者回線番号、 q=1 に追加番号を登録する必要があります。 

<n=1 (カスタム利用モード）に設定されているとき〉 

X「81/AT@T」、「51/AT@J」 の設定は、契約者回線番号はダイヤルイン登録番号〇、追加番号はダイヤ 
ルイン登録番号1として設定します。「81 /AT@TJ の設定変更をするときは、 「43/AT@lJ 契約者回線番 
号とダイヤルイン追加番号の登録で、 q=0 に契約者回線番号、 q=1 に追加番号を登録する必要がありま 
す0 

<i ■ナンバー契約時に、 n=2(i ■ナンハ•-を利用しない）の設定にされているとき〉 

※初期値の状態で契約者回線番号を通知します。 

X「81/AT@T_|、「51/AT@JJ の設定は、契約者回線番号はダイヤルイン登録番号〇、追加番号はダイヤ 
ルイン登録番号1として設定します。 「81/AT@TJ、 または 「51/AT@JJ の設定変更をするときは、「43 
/AT@U 契約者回線番号とダイヤルイン追加番号の登録で、 q=0 に契約者回線番号、 q=1 に追加番号を 
登録する必要があります。 

く発信者番号通知の設定 「93/AT@Yj を変更するとき〉 

妬■ナンバーに契約していて、発信者番号通知の設定で通常通知 「93r1/AT@Yr=1J を設定して発信。 
もしくは、通常非通知 「93r2/AT@Yr=2j を設定して「186」を付加して発信したとき、発信者番号の設定 
「81/AT@T」 と、回線番号の登録 「43/AT@U もあわせて設定しないと、 ANAL0G2 【緑色-点線】から発 
信したときでも契約者回線番号を通知します。 
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〇着信時の動作 


i •ナンバー契約時、設定によってアナログ着信時の動作が下記のように異なります。丨_ナンバー未契約時 
は取扱説明書の通りに動作します。ただし、カスタム利用モード「 641/AT#M1J を設定すると、自動的に契 
約者回線番号は ANAL0G1 【緑色-実線】に着信 「5201/AT@K0=1J、 追加番号は ANAL0G2 【緑色-点線】に 
着信する設定 「5212/AT@K1=2」 になります。 


「64n/AT#MnJ 

着信する電話番号 

着信するアナログホ°-卜 

サブアドレス付き着信時の動作 

n=0 

(かんたん利用モード） 
(初期値） 

契約者回線番号 

ANALOG1 に着信 
変更不可 

サフ7卜‘レスを無視して着信 

追加番号 

ANAL0G2 に着信 
変更不可 

サブアドレスを無視して着信 

n=1 

(カスタム利用モード） 

契約者回線番号 

ANALOG1 に着信 
「520/ AT@K0 j で変更可能 

「51/AT@J」 の設定内容と 
比較して着信 

追加番号 

ANALOG2 に着信 

「521 /AT@K1 」で変更可能 

「51/AT@JJ の設定内容と 
比較して着信 

n=2 

0 •ナン/ぐ一を利用しない) 

契約者回線番号 

両ポートに着信 
「520/AT@K0」 で変更可能 

「51/AT@JJ の設定内容と 
比較して着信 

追加番号 

両ポートに着信 
「520/AT@K0」 で変更可能 

「51/AT@JJ の設定内容と 
比較して着信 


<n=0( かんたん利用モード)に設定されているとき(初期値）> 

《「62/AT@N」 話中着信の設定はすベて話中着信するに設定されています。 （AT@C で設定内容を表示 
しても「話中着信しない」になっていますが、「話中着信する」と同様の動作になります。） 

※着信時の呼び出し音は 「61/AT_」 外線呼び出し音の設定の n =0( 呼び出し音 1) 固定になります。 
ただし 「92/AT@Xj 擬似なりわけ機能で設定されている場合は 「92/AT@Xj の設定が優先されます。 

※フレックスホンの着信転送は利用できません。 

《RVS-COM を利用する場合、電話機操作で FAX を受信できます。 「35/AT#E」RVS-COM モードの設定で 
n=0( 初期値）、 I36/AT#FJRVS-C0M への自動転送時間の設定で n =00( パソコンへ転送しない）に設定 
設定されているのと同じ動作になります。また、 「35/AT#Ej と 「36/AT#Fj の設定変更はできません。 

<n=1 (カスタム利用モード)に設定されているとき〉 

《「52/AT@K」、「51/AT@JJ の設定は、契約者回線番号はダイヤルイン登録番号〇、追加番号はダイヤ 
ルイン登録番号1として設定します。このとき、 「43/AT@〖J 契約者回線番号とダイヤルイン追加番号の 
登録で電話番号を登録する必要はありません。 

《「641/AT#M1J を設定すると、 「5201/AT@K0=1J と 「5212/AT@K1=2J が同時設定されます。「5204 
/AT@K0=4J など左記以外の設定を行う場合、 「641/AT#M1」 を設定した後に 「52/AT@Kj の設定変更 
を行ってください。 「5204/AT@K0=4j などの設定を行った後に 「641/AT#M1J を設定すると、着信ポ 
—卜の設定で 「5201/AT@K0=1J と 「5212/AT@K1=2J が上書きされます。 

※着信時の呼び出し音は 「61/AT@M_| で変更できます。 
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<i •ナンバー契約時に、 n=2(i •ナンハ‘-を利用しない）の設定にされているとき〉 

※之つの電話番号で異なる設定はできません。契約者回線番号、追加番号の2つの電話番号ともダイヤ 
ルイン登録番号0として設定します。したがって、2つの電話番号でアナログポートごとに着信を鳴り分 
けることはできません。 

※「72/AT@R」グローバル着信の設定で n =0( しない）に設定すると着信できません。 

<データ通信の着信時> 

※グローバル着信と同様の着信になります。したがって、 「AT$CJ ダイヤルイン追加番号の登録は無効です。 
「AT!EJ グロ-〆ル着信の設定で n =0( しない）に設定すると着信できません。 

〇着信時の関連コマンドとの競合条件と動作 


i ■ナンバー契約時に下記コマンドは 「64/AT#M」 の設定によって着信時の動作が異なります。 
i ■ナンバー未契約時は、 「64/AT#Mj の設定に関わらず、取扱説明書通りの動作になります。また、「642 
/AT#M2」（i •ナンバーを利用しない）のときはグローバル着信と同様の動作になります。 


設定項目 

コマンド 

「640/AT#M0j 
(かんたん利用モード） 

「641/AT#M1J 
(カスタム利用モード） 

ダイヤルイン 

43/AT@ I 

無効 

無効 

サブアドレス 

51/AT@J 

無効 

有効 

着信ホ°-卜の設定 

52/AT@K 

無効 

契約者回線番号はホ°-卜1 
追加番号はホ°-卜2に着信 

有効 

外線呼び出し音 

61/AT@M 

無効 （「92/AT@X」 が優先） 
呼び出し音1で固定 

有効 

話中着信 

62/AT@N 

摘効 

話中着信許可で固定 

有効 

擬似:！-ルウエイティング 

63/AT@0 

有効 

有効 

フレックスホン 

71/AT@P 

着信転送以外は有効 

有効 

着信転送先電話 
番号の登録 

01/AT@Q 

無効 

有効 

ク•ローハ•ル着信 

72/AT@R 

無効 

無効 

相手先番号登録 

83/AT@V 

有効 

有効 

相手先サ: or レス 

91/AT@W 

有効 

_ 

有効 
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擬似なりわけ 

92/ AT@X 

有効 

有効 

RVS-COM モ -K 

35/ AT#E 

無効 

電話機操作で転送は可能 

有効 

RVS - COM 自動転送 
時間の設定 

36/ AT#F 

無効 

n =00( ハ°ソコンへ転送しない） 

と同様の動作 

有効 


※上記で有効なコマンドを設定する場合、契約者回線番号をダイヤルイン登録番号〇、追加番号をダイ 
ヤルイン登録番号1として設定します。 

※上記で無効なコマンドを設定した場合、設定されますが設定内容を無視して動作します。 


◎設定の初期化 


■ISDN S / T ポート【赤紫色】の上にあるリセットスイッチ 
(▼ マークの下の小さい穴)で工場出荷時の状態に 
初期化できます。 


〇初期化方法 

1. 本装置の電源が入り、正常に立ち上がっている状態で、リセットスイッチ （▼ マークの下の小さい穴） 

にクリップをのばしてさし込み、10秒以上押し続けます。 

2. 本装置前面の LED ランプがすべて点滅したらクリップを離します。 

3. Powe ランプだけ点灯する状態になったら、本装置の電源スイッチ【赤色】を OFF にして、5秒くらいして 
ON にしてください。 

〇その他の初期化方法 

<アナログ電話機から初期化する> 

本装置のアナログポート【緑色】に接続したアナログ電話機からの操作でアナログポートの設定を初期化 
できます。電話機設定コード「211 J については P 89 を参照してください。 

※アナログ電話機からの設定方法については、 P 52 〜を参照してください。 

<パソコンから簡単設定ユーティリティを利用して初期化する> 

本装置の DTE ポート【濃青色】、または USB ポート【白色】に接続したパソコンから簡単設定ユーティリティ 
を利用して設定内容を初期化できます。 P 62 を参照してください。 

※簡単設定ユーティリティは付属 CD-ROM からインストールが必要です。インストール方法は P 56 〜 （ Win 版) 
、 P 60 〜 （ Mac 版)を参照してください 0 

<パソコンから AT コマンドで初期化する> 

本装置の DTE ポート【濃青色】、または USB ポート【白色】に接続したパソコンから AT コマンドを利用して設 
定内容を初期化できます。アナログポートの設定内容の初期化 「 AT @ A 1 J については P 69、 89。 DTE ポート 
の設定内容の初期化 「 AT & FJ については P 167 を参照してください。 

※八丁コマンドの入力方法は P 65 〜を参照してください。 


リセットスイッチ 

P 呢 

POWER DC SI TDM tSDlTUT MSB m _ 
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アナ□グポートの設定 


本章ではアナログポートの設定方法、その他 
便利な使い方をするためのアナログポートの 
設定例などについて解説します。 


50 



■アナログポートを設定しよう 


アナログポート【緑色】に接続された電話や FAX などを便利に使うためには設定が必要になります。 
ここでは設定方法について解説します。 

•アナログポートの設定方法 

本装置のアナログポートを設定するには2つの方法があります。 


◎アナログ電話機で設定する 

本装置のアナログポート 「 ANAL 0 G 1」 または 「 ANAL 0 G 2」 【緑色】 
に接続したプッシュボタン ( PB ) 式アナログ電話機から設定します。 
設定方法は P 52 〜を参照してください。 


◎パソコンで設定する 


〇簡単設定ユーティリティで設定する 

本装置の 「 DTEJ ポート【濃青色】、または 「 USBJ ポート【白色】に接続した 
パソコンから簡単設定ユーティリティで設定します。 

簡単設定ユーティリティは付属 CD - ROM からインストールできます。 
インストール方法は P 56 〜 （ Win 版）、 P 60 〜 （ Mac 版）を参照してください。 

〇 AT コマンドで設定する。 

本装置の 「 DTEJ ポート【濃青色】、または 「 USBJ ポート【白色】に接続したパ 
ソコンからターミナルソフト、または簡単設定ユーティリティを利用して AT コマ 
ンドで設定します。簡単設定ユーティリティは付属 CD - ROM からインストール 
が必要です。インストール方法は P 56 〜 （ Win 版）、 P 60( Mac 版）、ターミナルソ 
フトから AT コマンドを入力する設定方法は P 64 〜を参照してください。 


※アナログ電話機からの設定とパソコンからの設定は同時にはできません。 

※簡単設定ユーティリテイを利用して設定する場合は、付属 CD - ROM からインストールが必要です。 


MEMO 


電話機からの設定する場合、ボイス機能を利用して、 AUDIO 端子【灰色】に接続したアンプ内蔵ステレオ 
スピーカ(別売）から設定内容を声で確認しながら設定が可能です。 P 32、 109を参照してください。 
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•アナログ電話機で設定する 


設定する前に、本装置のアナログポート【緑色】 「 ANAL 0 G 1 J または 「 ANAL 0 G 2 J にプッシュボタン ( PB ) 式 
アナログ電話機が接続されていることを確認してください。また、本装置の電源スイッチ【赤色】が 「 ONJ に 
なつているかどうか確認してください。 


◎ アナログ電話機での設定方法 

ここでは契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】のみに着信する設定例を紹介します。 
その他の設定については設定例 （ P 71 〜）とアナログ設定リファレンス ( P 89) を参照してください。 
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5-2 (接続するアナログポート番号） 


例）着信ポートの設定のときは省略。「61/ AT @ MJ ゃ「62/ AT @ N 」のょぅな 
接続するアナログポートの番号 「 r =1 〜 2 J を指定するときには 「1 J または 
「2」をダイヤルします。 


3設定値 


例） 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】にだけ着信させるとき 
す0 


をダイヤルしま 


# 


をダイヤノレします。 （ MEMO / ^ 3 ) 


7. アナログ電話機の受話器をおろします。 


MEMO 


※本装置のアナログポートの設定ができるのは、プッシュボタン ( PB ) 式アナログ機器に限ります。ダイヤ 
ルパルス式アナログ機器からは設定ができません。また、アナログ機器によっては設定スイッチで切り 
替えが必要な場合があります。「プッシュボタン ( PB ) J または「卜ーン J にしてください。詳しくはアナログ 
電話機の取扱説明*を参照してください。 

※「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ J 、 または「フック J 、 「フラッシュ」、「キャッチ J な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明鲁を参照 
してください。 

※電話機から設定するときは自動的に保存されます。 

※電話機から設定中は、電話や FAX などアナログポートの利用はできません。 

※設定中に「誤りがあります。もう一度入力してください。「ピピッ J というメッセ-'/が聞こえたときは手順4から 
入力し直してください。 

※「 AUDIOJ 端子【灰色】にアンプ内蔵ステレオスピーカ（別売）を接続すると、ボイス機能を利用してスピー 
力から音声で確認しながら設定できます。ボイス機能については P 31 、32を参照してください。 

※1■電話機設定コードについてはアナログポートの設定リファレンス （ P 89 〜）を参照してください。 

※之■パラメータについてはアナログポートの設定リファレンス （ P 89 〜）を参照してください。 

■5-1 、 5-2 については必要な場合のみ入力します。設定コードによっては設定しない場合があります。 

※ ㊀ •続けて設定するときは4〜6の設定手順を繰り返し設定します。 
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•アナログ電話機で設定の確認をする 

設定する前に、本装置のアナログポート 「 ANAL 0 G 1 J または 「 ANAL 0 G 2 J 【緑色】にプッシュボタン ( PB ) 式ア 
ナログ電話機が接続されていることを確認してください。また、本装置の電源スイッチ【赤色】が 「 ONJ になつ 
ているかどうか確認してください。 

◎ アナログ電話機での設定確認方法 

ここでは契約者回線番号が 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】、 「 ANAL 0 G 2 J 【緑色-点線】のどちらに着信する設 
定になっているかを確認する例を紹介します。 

その他の設定確認についてはアナログポートの設定リファレンス ( P 89 〜）を参照してください。 


ッ-)-設定確認モーきにしましょう/ 


1 . アナログ電話機の受話器をあげ、発信音を確認します。 




4. 確認したい「電話機設定コート」をダイヤルします。 （ MEMO /^1) 


例）着信ポートの設定内容を確認するときは |51121 を 
ダイヤルします。 li==y 11=0 


5. 設定したい「パラメータ J をダイヤルします。 （ MEMO / ※之） 
5-1 (ダイヤルイン登録番号/登録番号） 


例）契約者回線番号の設定内容を確認するときは 
ダイヤルします。 


0 


アナログポ—卜の設定 
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5-2 (接続するアナログポート番号） 

例）着信ポートの設定内容確認のときは省略。 「61/ AT @ M 」 や「62/ 
AT @ NJ のような接続するアナログポートの番号 「 r =1 〜 2 J を指定する 
ときには「1 J または 「2 J をダイヤルします。 




6 . 


# 


をダイヤノレします。 （ MEMO / -) K 3) 



アナログ電話機の受話器をおろします。 


※本装置のアナログポートの設定確認ができるのは、プッシュボタン式アナログ機器に限ります。ダイヤ 
ルパルス式アナログ機器からは設定ができません。また、アナログ機器によっては設定スイッチで切り 
替えが必要な場合があります。「プッシュボタン ( PB ) J または「トーン」にしてください。詳しくはアナログ 
電話機の取扱説明書を参照してください。 

※「フック」は、受話器を置く時に押下される「フックスイッチ J 、 または「フック J 、 「フラッシュ」、「キャッチ」な 
どお使いのアナログ電話機によって名称がかわります。詳しくはアナログ電話機の取扱説明窨を参照 
してください。 

※設定確認中に「誤りがあります。もう一度入力してください。「ピピッ J というメッセ-シ•が聞こえたときは手順 4 
から入力し直してください。 

※電話機から設定確認中は、電話や FAX などの着信はできません。 

※ 「 AUDIOJ 端子【灰色】にアンプ内蔵ステレオスピーカを接続すると、ボイス機能を利用してスピーカか 
ら音声で設定内容を確認できます。ボイス機能については P 31 〜を参照してください。 

※マ■電話機設定コードについてはアナログポートの設定リファレンス ( P 89 〜）を参照してください。 

※之■パラメータについてはアナログポートの設定リファレンス （ P 89 〜）を参照してください。 

■5-1、 5-2 については必要な場合のみ入力します。設定コードによっては設定しない場合があります。 

※ ㊀ •続けて設定確認するときは4〜6の設定手順を繰り返します。 
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•パソコンで設定する一簡単設定ユーティリティ編 一 
◎簡単設定ユーティリティで設定する 


j-n. — 


アナログポート【緑色】と DTE ポート【濃青色】の設定は、本装置の 「 DTE 」 ポート【濃青色】 
と付属の専用シリアルケーブルで、または 「 USBJ ポート【白色】と付属の USB ケーブルで 
接続したパソコンから簡単設定ユーティリティを用いて設定できます。 


■ Windows 版簡単設定ユーティリティ 

簡単設定ユーティリティを利用するには付属の CD - ROM からインストールが必要です。 

OWindows 版簡単設定ユーティリティのインストール 

(1) 付属の CD - ROM を準備し、パソコンの CD - ROM ドライブにセットしてぐ•こ•さい。 

(2) 「マイコンピュータ/ CD - ROM ドライブ ( MN 128 MINI _ V )」 をダブルクリックして、 「 WinJ フォルダ 
— 「 Utility 」— 「 ConfigJ フォルダの順にダブルクリックして開きます。 



] 77イル©編集 
j アド以 ( fi )| be ^ wi n 


Win 


D 

Usb 

I 

ReadmeCWh 


1 E ： ¥Win¥Utility 晒囡四 


ファイル (£> 編集 （ 3 


j アドレス必 |D Win¥Utility 


Utility 

® 

B 


Q 


Unusb128mV 


License.txt Readme(UtiL 
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(3)「 ConfigJ フオルダ内の 「 Setup . exe 」 をダブルクリックします。 


「 Setup . exeJ が見えないときは、スクロールバ- 
を動かして 表示させて ください。 


(4) 下記の画面が表示されたら、「次へ」をクリックします。 


m 驟繼薦 
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灘⑽だ聽 w こ 、すべての— 丨 

g 齡麵锻ビ罐了ど'现 

駿しこ叩•空:沖又薯作衡成よ MSRftW こよって 

i ?? IT 嗣齡驟产观打 




(5) 「インストール先の選択」の画面で、インストール先のフォルダを確認し「次へ」をクリックします。 



四 


•に KNI 28 纖 Ini シリーズ BWiSS « 

このフ册*への似卜へ]れ:•力し打* 

わ 11 '' 1 する場合 13 [参®】本め*对■力し 5 *^ 

Si ® 益益繼咖 


C : も ••《 Mt 28 _inl シ li 一 


)...|! 


< g る (a^n^tHT^ WM 1 
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(6) 「プログラムフォルダの選択」の画面で「次へ」をクリックします。 



(7)「 NTT - MEJ フォルダが作成され、「スタート/プログラム/ NTT - MEJ に 「 MN 128 mini シリーズ簡単設定」 
が登録されます。 



〇起動と終了の方法 


(1) 「スタート/プログラム/ NTT - ME 」 から 「 MN 128 mini シリーズ簡単設定」を選択します。 


J } お気 
ej 触使せフバル屯） 

邀 i 織〉 

每槪 (£> 

痧 W 妙 

f 3 フバル名を指定し n ? 行砂~ 

,S> Arita <DQ^<L>-- 
妙 Windows 撕了 QiL 

I 咖二即孬 ㈣ 


I 通 Microsoft PowerPoint 
、妇 Microsoft Project 
y BJ 7 Microsoft Word 
> ^ Microsoft 斤 ' インタ t 
^ MNMASTER10 
%a MNMASTER11 
£ MS-DOS ブロンブト 
-'33 i クス m う 
か設定らくだ 

@ RVS-COM2000 Standard 
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(2) 「ポート接続」の画面から本装置を接続する COM ポートを選択し、本装置を接続後の処理を以下の3っ 
の中から選び 「 OKJ をクリックします。 


◎シリアルポートに本装置を接続するとき 


◎ USB ポートに本装置を接続するとき 




USB ポートを選択してセットアップ ( P 122 〜）した 
「 MN 128 mini _ Series (64 k ) J 、 または 
「 MN 128 mini Senes (MP 128 k ) J 
を選択してください。 

※事前に USB ドライバのインストールが必要です。 
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<現在の設定を読みこむ> 

現在本装置に設定されている内容を読みこん 
でから設定変更する場合に選択します。 

<棵準(購入時)の設定を読みこむ> 

本装置の初期値(購入時)の設定内容を読みこ 
んでから設定内容を変更する場合に選択します。 

<設定を初期化して終了 > 

設定内容を初期化して処理を終了する場合に 
選択します。 

(3) 簡単設定の「ポート共通設定」の画面になります。この画面からアナログポートの各種設定ができます。 





Ji 

厂败4,ッヂ ♦CXto〉 
加ク; UCX ザ) 




ズ簡単設定 

I |，イス «M| Aia^A^I 


厂 


：ゎ<3-ル， 


「三#« 


ア: 


7tf4>2W>5K?>inPWv<iD> 


卜等 •《»« ⑽ 

M 晰-ド £ 


59 































■ Macintosh 版簡単設定ユーティリティ 

簡単設定ユーテイリテイを利用するには付属の CD-ROM からインストールが必要です。 


〇 Macintosh 版簡単設定ユーティリティのインストール 


(1) 付属の CD-ROM を準備し、パソコンの CD-ROM ドライブにセットしてください。 


(2) デクストップ上の 「 MN 128 MINI _ V 」—「 Mac 」— 「ConfigJ フォルダの順にダブルクリックして 
開き、 「 Mm 28 mini シリーズ簡単設定」をハードディスクにコピーします。 



〇起動と終了の方法 


(1)「 MN 128 mini シリーズ簡単設定」アイコンをダブルクリックします。 
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(2) 「接続」の画面で本装置が接続されているポートを選択し、本装置を接続後の処理を以下の 3 つ 
の中から選び 「 OKJ をクリックします。 


◎シリアルポートに本装置を接続するとき 
プリンタ/モデムポートを選択します。 

※「ポート」は機種によって表示が以下の 
ように異なります。 

■「モデムポート」 

■「プリンタポート」 

•「プリンタ/モデムポート」 


◎ USB ポートに本装置を接続するとき 
「 MN 128 mini - Vj を選択します。 

※事前に USB ドライバのインストールが必要です。 
P 1 44 〜を參照してください。 




<現在の設定を読みこむ> 

現在本装置に設定されている内容を読みこん 
でから設定変更する場合に選択します。 

<標準(購入時）の設定を読みこむ> 

本装置の初期値(購入時)の設定内容を読みこ 
んでから設定内容を変更する場合に選択します。 

<設定を初期化して終了 > 

設定内容を初期化して処理を終了する場合に 
選択します。 

(3) 簡単設定の「ポート共通設定」の画面になります。この画面からアナログポートの各種設定ができます。 
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(4) 設定を終了するときは、通常 fl l | (畲きこみ)アイコンをクリックして本装置に設定内容を*きこん 
でから、「ファイル」メニューの「終了」（またはアイコン)をクリックします。 


編集 MN128m1n1 



ファイル編集 MN 128 m 1 ni 

1 鳥 




◎簡単設定ユーティリティのメニューと機能説明 


■ メニューとアイコンの説明 
Windows 版簡単設定ユーティリティのメニュー画面 


MN 1 28シリ-ズ簡単設定名称未設定 


Macintosh 版簡単設定ユーティリティのメニュー画面 

这ファイル 偏集 MN 128 mini 


ファイル0 MN 128 mini < M ) その他 




m 




メニュ ー 

サブメニュー 

アイコン 

機能 


Win 1 Mac 

WinlMac 

フアイノレ 

新規 


設定を保存するファイルを新しく作成します。 

開く 


設定内容を保存していたファイルを開きます。 

保存 

yi 

現在の設定でファイルを上誊きします。 

名前を付 
けて保存 

別名保存 


新しく設定した内容をファイルに保存します。 

終了 

x ]| P 

簡単設定ユーティリティを終了します。 

MN 128 mini 

接続 

ポート接続 


パソコンのポートを占有して本装置と接続します。 

※他ソフトウェアはこのポートを使えなくなります。 

切断 

ポート切断 


接綺していたポートを切断します。 

設定の*き込み 

H 

設定した内容を本装置に書き込みます。 

設定の読み込み 

H 

現在本装置に設定されている内容を読み込みます。 

設定の初期化 


設定内容を初期化します。 

オプション 


新規の設定の場合、現在本装置に設定されている内容か 
ら読み込むか、または初期値の状態から読み込むかを選 
択します。 

その他 

( Win ) 

バージヨン 
情報 



ファームウェアのバージョン情報を表示します。 

アップル 

メニュー 

( Mac ) 


MN 128 mini 
簡単設定に 
ついて 


盞 
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■タブから選ぶ各設定ページの説明 


aBHHSSSBIBE 


— x 簡単設定 


_» 砧 '.^LgLLiHt ^LiuA.J.llOAjJL 卿 1 咖 




MN128. 


P 背-パ H/WMR 

r fja •ゃッチ本ン (•< 
: クスね ( tp > - - 


卜ぬィティ厂三# i 龌丨 

rmawst 




キヤツチ本 Xa* 

iiftWg 


7 ナ ^！^ ー ド (U ソース BOD> (tU> 

f3t/ キン贝 W、Wfif* 淀200咏オンフ v 外® lOOmg」 


トナンパー等 《®<IM) 

|かんた从鹏ィ~ 3 J 


「 

zl 


チェックをつけると、機能が有効になります。 
チェックをはずすと、機能が無効になります。 
クリックして選択候補を表示します。 


タブで撰ぶメニュー 

ボタン 

機能 

ポート#诵纷宙 


ANALOGtR —卜1、2共通の設萣をしまず。 

ポート毎設宙 


ANALOG ポート1、2にそれぞれの設定をします。 

電話番号毎設定 


契約している電話番号毎の設定をします。 

編集 

選択した電話番号の設定をします。 

削除 

選択した電話番号の設定内容を消去します。 

ボイス機能、電話帳 


ボイス機能の設定と、電話帳の設定をします。 

追加 

電話帳にデータを登録します。 

編集 

選択した電話帳のデータを編集します。 

削除 

選択した電話帳のデータを削除します。 

擬似なりわけサービス 


擬似なりわけサービスと、擬似ナンバー•リクエストの設定をします。 

追加 

擬似なりわけをする相手先の設定をします。 

編集 

選択した相手先の設定を編集します。 

削除 

選択した相手先の設定内容を削除します。 

AT コマンド入力 


AT コマンドで本装置を設定します。 

送信 

入力した AT コマンドを本装置に送信します。 

スクリーン 
のクリア 

AT コマンドの表示画面を消します。 



Q 

MEMO 


※メニューの文字やアイコンがグレーになっているときは、その機能は設定できません。 
※簡単設定ユーティリティのバージヨンによって、多少画面表示が異なる場合があります。 
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•パソコンで設定する -- AT コマンド編一 
◎ AT コマンドで設定する 




アナログポート【緑色】と DTE ポート【濃青色】の設定は、本装置の 「 DTE 」 ポート【濃青色】 
と付属の専用シリアルケーブルで、または 「 USBJ ポート【白色】と付属の USB ケーブルで 
接続したパソコンから、ターミナルソフトまたは簡単設定ユーティリティを利用して AT コマ 
ンドで設定することができます。 

インターネットに接続する場合、また接続しようとしても上手く接続できない場合などは、 
AT コマンドを用いて本装置が認識されているかを確認してから接続してみましょう。 


〇 AT コマンドとは 

本装置のようなターミナルアダプタ等通信機器を制御するためのコマンド体系の1つです。 
通常コマンドの前に 「 ATJ をつけ、以下の*式で設定します。 


AT 「コマンド』「パラメータ J I Enter I 
O AT コマンドを入力する前に 


簡単設定ユーティリティを利用するには、付属〇 D - ROM からインストールが必要です。インストール方法 
は P 56 〜 （ Win 版）、 P 60( Mac 版）を参照してください 0 

〇ターミナルソフトを用意しよう 

ターミナルソフトとは、パソコンのシリアルポートまたは、 USB ポートに接続された通信機器と通信する 
ためのソフトウェアです。 

パソコンによっては購入した時にターミナルソフトが添付されているものもあります。 


OS またはパソコン 

ターミナルソフト 

Windows 98/95/ NT 4.0 

「プログラム/アクセサリ/通信」内の「ハイパーターミナル」 

Macintosh 

購入時にターミナルソフトウェアが添付されていない場合、別 
途用意する必要があります。 

市販品を購入するかフリーソフトやシェアウェアを雑誌や BBS 
などから入手してください。 


MEMO 


• XMacintosh 用のター•ミナルソフトの代表的な商品として、「クラリスワークス J 、「 J - TermJ、「ComNIFTYj 
などがあります。（「クラリスワークス」は米国アップルコンピュータ社、 rj - TermJ は(株）まつもとの 
製品、 「 ComNIFTY 」 はフリーソフトウェアです。 H 1 1年10月現在。） 

•※市販品を購入する場合、キーボードから自由に AT コマンドが入力できるものを選びましょう。詳しくは 
販売店までお問い合わせください。 

※お持ちのパソコンにターミナルソフトウェアが添付されているか、市販品の購入などに関してはパソコン 
販売店等へお問い合わせください。 


|アナログポ—卜の設定 


64 























〇 AT コマンドの入力方法 

以下の手順で AT コマンドを入力してください。 

1. 本装置の 「 DTEJ ポート【濃青色】とパソコンのシリアルポートを付属の専用シリアルケーブルで、 
または 「 USBJ ポート【白色】と付属の USB ケーブルでパソコンの USB ポートを接続します。 


2. 本装置の電源スイッチ【赤色】を 「ON」 にします。 

3. 他の通信ソフトはすべて終了します。 

4. ターミナルソフトを起動します。 

5. ターミナルソフトの設定をします。 


パソコン 


MN128mini-V 




: ■? DD@ 3 




USB i'lil 

【白色】， 


DTE 

【濃靑色】 


シリアルポート ( COM ポート、 USB ポートまたはモデムポート、プリンタポート等)の選択 
►ポートスピード(推奨 DTE 速度： 9600 bps ) 


ア 

ナ 

□ 

グ 


6. AT コマンドを入力します。 


ポ 


1 : 
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の 
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1 


※本装置を接続しているシリアルポートまたは USB ポートをターミナルソフトウェア上で正しく選択しないと、 
AT コマンドが入力できない、またはその他の通信機器(モデムなど)を認識してしまいます。 

※本装置の USB ポート【白色】とパソコンの USB ポートを接続する場合 

■付属の CD - ROM から USB ドライバをインストールする必要があります。インスト-ルに関して 
は P 1 22〜を参照してください。 

•ターミナル ソフトで 本 装置を接続して いるポー トを選択するときは ポー トで 「 MN 128 min 卜 VJ 
または、 「 MN 128 mini _ Series ** kJ を選択してください 0 
•パソコンの USB ポー トを利用するときは 、 USB ポー トが使用できる状態になっていることを確 
認してください。 

※パソコンに よっては内蔵モデムが人っていると、シリアルポートが使用できない状態になっている可能 
性もあります。詳しくは パソコン 販売店等へお問い合わせください。 

※以下の項目に関してはソフトウェアまたはパソコンの各販売店等にお問い合わせください。 

■市販ターミナルソフトの起動方法、設定方法。 

•パソコンのシリアルポート ( COM ポート、モデムポート、プリンタポートなど)番号。 

• USB ポートが通信可能な状態であるかどうか。 

• 内蔵モデムが入っている場合の設定方法。 

※その他の通信ソフトウェア （ PPP 対応通信ソフト . FAX ソフトなど）が終了されているか確認してください。 
また、 FAX ソフトは待機中になっていても、ターミナルソフトは使用できない場合があります。 
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〇 Windows 98 のハイパーターミナルでの AT コマンド入力方法 


AT コマンドの入力は、お持ちのターミナルソフトウェアを起動し、ターミナル画面から AT コマンドが入力で去 
る状態にする必要があります。ここでは Windows 98/95 の「ハイパーターミナル」で AT コマンドを入力する 
方法を説明します。 

※西…〇の⑸ぅ、またはご利用の環境によって表示される画面が異なる場合があります。 

1. 「プログラム/アクセサリ/通信/ハイパーターミナル」を選択してください。 


©RVS-COM STANDARD 

似 

>過システムトル 
► 函 2 乎 NW) 

私 

固イメー：?ンヴ 


© r 片 f ン tn ：* ス 
固ストトァクフ. 

麵づス m クー>»ン 
©Rl«^ 4 : 全国 SS 
¢4 Microsoft Acmes 
3$ Microsoft Excol 
爸 Microsoft Outlook 
Microsoft PowerPoint 
Kf Microsoft W>rd 

tz^:r 

gof 如卜 w 綱规作成軀峰ブ D: 

】邮ス邝ぅ 


S ブ D ンブト 


2847027 awyt?(L)_ 
砂 Windows 撕 70!>- 


'恕綠ラ 


今ペイン！'ン bWHV ル初 k ! Pj _ 

翎烟 ClZBI&EESBHi j 

□ヮ-ドパ，ド二 1 〆 

m^A 



2. 「 HyperTerminalJ のウインドウから 「 HyperTerminalJ アイコンをダブルクリックしてください 0 



ア 


□ 

グ 

ポ 

I 


の 

設 

定 
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3. 「接続の設定」のウィンドウで、アイコンと名前を決めて 「 okj をクリックします。 
この例では 「 MN 128 J という名前のアイコンを作成します。 




析 U 職 

名併入力 u ?イエ/ ta ん wm 、 


C)MN128 7~~ 
_ 

pw 


泰嗯_ _ g 


[£ ~~ OK -}| キ 


4. 「電話番号」のウィンドウで、接続方法の中から本装置を接続しているポートを選択し 「 OKJ をクリック 
します。 



ァ 


P 

グ 
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の 

設 
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◎シリアルポートに本装置を接続するとき 
「接続方法」で 「COM * へダイレクト」を選択 
し、 「OKJ をクリックします。 



◎USB ポートに本装置を接続するとき 
「市街局番」と「電話番号」にダミーで適当な番号を 
入力します。「接続方法」で 「MN 1 28minLSeries**kj 
を選択し、 「OKJ をクリックします。 



Q 

MEMO 


※パソコンの USB ポートから AT コマンドを入力するときは、付属 CD - ROM から USB ドライバをインストールす 
る必要があります。 USB ドライバのインストール方法は P 122 〜を参照してください。 
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5. ◎シリアルポートに本装置を接続するとき 
シリアルポートに本装置を接続するとき 
「ビット/秒 J の襴だけ「9600」へ変更し 、 「OKJ 
をクリックします 



◎ USB ポートに本装置を接続するとき 
ダミーで入力した電話番号にダイヤルする画面が 
表示されるので、「キャンセル」をクリックします。 


[^| 


级 MN128U ® 

艇番号： 0 312 


変更妙… 


所在地(]^ [Default Location 

通 g カード なし 


z \ ノイヤブ D パティ<〇- | 


タイヤル 




6. 「 MN 128 J のウィンドウで、文字入カモードを「直接上力」にして 、 AT で、 rOKj と表示され 

たら、 AT コマンドは入力できる状態です。 ATI 21 Enterj で、 「 MN 128 mini _ Vj と表示されれば、本装 
置が認識されています。 ATI 3 I Enter |で、現在のファームウエアのバージョンが表示されます。 
この状態で設定したいコマンドを入力してください。 


77イル©級案汩表示祕 iif 會 ◎ 転送 CD ヘルプ⑻ 


Dj^l ©UJ fQlfiJ 




AT 

OK 

ATI2 

MN128mini-V 

OK 

ATI3 

MN128mini-V Firmware Version 1.00 
OK 


止… 1 

iT 

陴技 0« tf )7 |自 出 jS 肋枝出 

，遞 L ftW j 


MEMO 


Mm 28 設定-ハ心 VMM ナル 


? 


アナログポ—卜の設定 


^ ATI2ffcnter ] で、 「 MN 128 mi n i - Vj 以外の表示 （ OK など)がでる場合はその他の通信機器（内蔵モデ 
ムなど)を認識していますのでシリアルポートを選択し直してください。選択し直しても同じ状態の時は 
パソコンメーカな どへ お問い合わせください。 
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〇設定の保存/初期化/表示 

〇設定の保存 ( P 89) 

パソコンから AT コマンドで設定したときは保存しないと、本装置の電源を OFF にしたときに設定が消えてし 
まいます。設定を行ったときは必ず設定の保存を行ってください。 

AT@B I Enter ) 

〇設定の初期化(工場出荷時の状態に戻します） ( P 89) 

アナログポートの設定を工場出荷時の状態に初期化したいときに利用します。 

AT @ A 1 I Enter ] 

※本体背面のリセットスイッチでも設定を初期化できます。 P 49 を参照してください。 

〇設定内容の表示 ( P 90) 

現在アナログポートに設定されている内容を表示します。 

AT@C I Enter | 

※ボイス機能の設定コマンドー覧は 「 AT * R 」（ P 110) で表示できます。 


MEMO 

※ボイス機能関連コマンドについて 

•電話帳の登録 「 AT * S 」 コマンドは、保存 「 AT @ BJ コマンドとは無関係にコマンド入力時に自動的に保存 
します。 

•電話帳の登録 「 AT * SJ コマンドは、初期化 「21/ AT @ A 」 コマンドでは初期化できません。初期化の方法 
については、 P 1 11、112を参照してください。また、リセットスイッチによる初期化の場合は、電話帳の内 
容もすべて初期化されます。リセットスイッチによる初期化方法に関しては、 P 49 を参照してください。 
■ボイス機能関連コマンドの一覧表示は 「 AT * RJ コマンドで表示できます。 P 1 10を参照してください。 


|アナログポ—卜の設定 
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〇 AT コマンドが入力できない 

AT コマンドが入らない場合は下記の フローに 従ってチェックしてください。 


「AT [ Enter ] と入力しても文字が表示されない、又は OK が表示されなし、」 


「本装置の電源が入っている」 
YES 


「本装置の電源を入れます」 
( P 2 K 25) 


「専用シリアルケーブルでパソコンのシリアルポートと接続されている」 
または、付属の USB ケーブルでパソコンの USB ポートと接続されている」 




YES 


付属 CD - ROM から USB ドライバをインストール済み 
※ USB ポートから入力する場合のみ 


YES 


v 


「シリアル ( COM ) ポートの指定はあっているか」- 

⑴ SB ポートを選択するときは 「 MN 128 min し Series ** k 」 を選択） 
YES | 


「 OK が表示された」 
YESl 


「 ATI 2 丨 Enter ] で 「 MN 128 mini - Vj が表示された」 


YES 


Y y 

「本装置が認識されています」「モデム等その他の通信 

機器を認識しています J 


「専用シリアルケーブルで 
パソコンと接続します J 
( P 2 K 24) 

「インストールしてくださし 、 j 
( P 122 〜 （ Win )、 P 144( Mac )) 


N 0、又は COM ポート 
がわからない 


「パソコン販売店等に問い合わせるなど、 

COM ポート番号を把握してから設定」 

YEsj 

「本装置もしくはケーブルの故障の可能性がありますので、 
技術サポートへ連絡してください」 
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■アナログポートの設定例 


本装置のアナログポート【緑色】をアナログ電話機、または AT コマンドから設定する場合の具体的な設定 
例を記述しますので、参考にして設定してください。 

設定例の「電話機で設定」の設定番号は「アナログ電話機での設定方法 J ( P 52、53 ) の手順4〜5に入 
力する番号です。 

p 

MEMO 


AT コマンドで設定する時は設定の最後に保存コマンド 「 AT @ BJ を入力しないと本装置の電源を 「OFFJ 
にした時に設定内容が消えてしまいます。電話機で設定する時は同時に保存も行います。 


◎着信ポート、ダイヤルインを設定する 



ア 

ナ 
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グ 

ポ 

I 

卜 

の 

設 

定 


•契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】に着信させる。 


電話機で設定 

►园| — ►圓國 一►匪■一►園一►团一►圍一 


AT コマン K で設定 


AT @ K 0=1 —► 契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】に着信させる。 

( P 95) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 


_ a 

MEMO <j •ナンパーを契約している場合〉 


《 i ■ナンバーを契約しているときは初期値の状態で、契約者回線番号は ANAL 0 G 1 【緑色-実線】、 
追加番号は 「 ANAL 0 G 2 J 【緑色-点線】に着信します。詳しくは P 45 〜を参照してください。 
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•「 ANAL 0 G 2 J 【緑色-点線】に FAX を接続する。 

■ ダイヤルイン追加番号 (03-1234-5678) を 「 ANALOG 2 J 【緑色-点線】に着信させる。 
•契約者回線番号を 「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】に着信させる。 


電話機で設定 


— ►園]—►團团一►圓_ — ►—一►团| 一►圖一 ► 

―■团-►团—國園^团圍0圍一-圍— 
—匪圍一 ►ffl — ■-►圓-> 

一 ► 圍 0 ———^ 圖 一^ 


AT コマンド P で 設定 


AT @ E 2=2 — ►「 ANALOG 〗」 【緑色-点線】に FAX を接続する。 

( P 90) 

AT @ 11=0312345678 —►ダイヤルイン番号1に「0312345678」香を登録する。 

( P 93) 

AT @ K 1=2 ―►ダイヤルイン番号1を 「 ANAL 0 G 2」 【緑色-点線】に着信させ 

(pOR) 7L 

AT @ K 0=1 —►契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】に着信させる。 

( P 95) 

AT@B —►設定を保存する。 

( P 89) 


|アナログポ—卜の設定 
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<1 •ナンバーを契約している場合〉 

•初期値の状態で、契約者回線番号は ANAL0G1 【緑色-実線】、追加番号は 【 ANAL0G2 】 に着信します。 
■着信ポートを変更するときは、カスタム利用モードに移行してから着信ポートの設定 「 52 / AT@ KJ で設定 
を変更してください。 


■カスタム利用モードに移行する。 


電話機^^で設定 


一 ►园一►匪团一►圍圓一►团一►團一 


AT コマンドで設定 


AT#M1 —► カスタム利用モードに移行する。 

(P108) 

AT@B —► 設定を保存する。 

(P89) 


MEMO く i •ナンバーを契約している場合〉 


※カスタム利用モード 「 641/AT#M1J を設定すると、自動的に契約者回線番号は 「 ANAL0G1J 【緑色-実線】 
に着信 「5201/AT@K0=1J。 追加番号は 「 ANAL0G2J 【緑色-点線】に着信 「 5212/AT@K1=2J が設定され 
ます。 


ーアナログポ—卜の設定 
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MEMO 


「設定コートン AT コマント」「43/八丁@1」と 「52/AT@Kj と 「81/AT@TJ の関係 




「 s 」 は電話番号を入力 

「43/ AT @ IJ 
関連 

「 q =0 J は設定は発信者番号通知を必要とするサービス ( INS マジックボックス、 INS ボイス 
ワープ、迷惑電話お断りサービス、 F ネットなど)を利用する場合で、あわせてダイヤルイン 
契約をしている場合に、契約者回線番号を登録する項目です。それ以外の場合は設定す 
る必要はありません。 

「52/ AT@Kj 

「 n 」 は着信させるポートを設定します。 

関連 

r q =o J で契約者回線番号の設定も行います。 

「81/ AT@TJ 

「 rj はアナログポート番号を入力します。 

関連 

ダイヤルイン契約をしていない時は、 @T の設定は必要ありません。 


く i •ナンバーを契約している場合〉 

•初期設定の状態で、契約者回線番号は 「 ANALOG 1」 【緑色-実線】に着信、追加番号は 「 ANALOG 2」 【緑 
色-点線】に着信します。また、 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】から発信したときは相手先に契約者回線番号 
を通知し、 「 ANAL 0 G 2 J 【緑色-点線】から発信したときは相手先に追加番号を通知します。 

_設定内容を変更するときは、契約者回線番号を「ダイヤルイン番号 0J、 追加番号を「ダイヤルイン番号 1J 
として設定してください。 

•着信ポートの設定変更をするときは、カスタム利用モードに移行してから設定を変更してください。詳しく 
は P 73 を参照してください。 
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◎ボイス機能を利用する 


■03-1234-5678 番から電話着信時に「アリタ J という名前で知らせる。 


AT コマンドで設定 


AT * S 00=031 234567 8 =arita —► 電話帳「00」番に、電話番号「03-1234-5678」で 
( P 111) 「アリタ J を登録する。 


MEMO 


ボイス機能を利用するための電話帳登録は、電話機からは設定できません。 


■アナログ通信料金は声で知らせない。 


電話機で設定 


►圍一►—圓►团团一►—國一►國一 


AT コマンドで設定 


AT * P 04=0 —► アナログ通話料金通知を音声出力しない。 

( P 109) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 


ーアナログポ—卜の設定 
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◎擬似キャッチホンを設定する 


•契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】に着信させる。- 

■擬似キャッチホン機能を利用する。 

電話機^^で設定 

►園— 園团一 ► 匪—一►圍一 
-►圍圍一►園一國一 ► 


—— 圍一 

<i •ナンバーを契約している場合（かんたん利用モード）〉 

餐 — S — 圓团— 


AT コマント* 



AT @ K 0=1 

—►契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】に着信させる。 

( P 95) 


AT @ N 01=1 

—► 契約者回線番号に着信したとき、 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】 

( P 96) 

で話中着信を許可する。 

AT @01 

—► 擬似キャッチホンを利用する。 

( P 97) 


AT@B 

一~ ► 設定を保存する。 

( P 89) 



<i •ナンバーを契約している場合（かんたん利用モード）〉 

AT @01 —► 擬似キャッチホンを利用する。 

( P 97) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 



<i •ナンパーを契約している場合〉 


※かんたん利用モード(初期値)では、 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】、 「 ANAL 0 G 2」 【緑色-点線】共に話中着 
信が許可される動作になります。 

※カスタム利用モードで設定するときは、話中着信の設定 「62011/ AT @ N 01=1 J をする必要があります。 
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◎フレックスホンのキャッチホン（コールウェイテイング)を設定する 



ア 
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グ 
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の 
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•契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】に着信させる。 
•キャッチホンを利用する。 


電話機^^で設定 

一一►圖田一 ► 匪圓一^圍一— HH ~^ 
—圍团—圍 — 

一 ► EH —►固一— 

<i ■ナンバーを契約している場合（かんたん利用モード）〉 

— ► 0—►園团 l — lHffl —^ 圍一 H 園 一 ^ 


AT コマンドで設定 


AT @ K 0=1 ―►契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】に着信させる。 

( P 95) 

AT @ N 01=1 —► 契約者回線番号に着信したとき、 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】 

( P 96) で話中着信を許可する。 

AT @ P 8 —► キャッチホンを利用する。 

( P 98) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 

<i •ナンバーを契約している場合（かんたん利用モード）〉 

AT @ P 8 —► キャッチホンを利用する。 

( P 98) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 


MEMO ■ナンバーを契約している場合> 


※かんたん利用モード(初期値)では、 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】、 「 ANALOG 2」 【緑色-点線】共に話中着 
信が許可される動作になります。 

※カスタム利用モードで設定するときは、話中着信の設定「62011 / AT @ N 01=1 J をする必要があります。 
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◎フレックスホンの三者通話を設定する 


■三者通話を利用する。 


電話機で設定 

圓团-►圆一团-►国-> 參 


AT コマント . J 

^で設定 


AT @ P 2 

( P 98) 


-► 三者通話を利用する。 

AT@B 

( P 89) 


-► 設定を保存する。 


◎フレックスホンの通信中転送を設定する 


•通信中転送を利用する。 


電話機^^で設定 


►園 一►園——►圍一►園 一 ► 


AT コマンド _ で設定 


AT @ P 4 —► 通信中転送を利用する。 

( P 98) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 


|アナログポ—卜の設定 
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◎フレックスホンの着信転送を設定する 


• 契約者回線番号に着信があったとき 

■転送するときは (03-1234-5678) へ転送する。 
■通常は 「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】へ着信する。 


電話機^^で設定 
•事前設定 

― ►_— »圓田~»国图|~►团|一►画一 ► 

國■—圍一►國圍团团國國國_0國一►圍-> 

—► _ 圍一^ 圍 一^团 一 HH —^ 

<i ■ナンバーを契約している 場合 （カスタム 利用 モード）〉 

— ►园 I — ►圍团一►國圍 一►团| —►H —► 

— BE — ■—國 — 

國■-►國一►圍圍团团圍國■固 H 圓—圓 — # 

_転送を開始するとき 

►國一►團团一►固! ■— ►圍一►圍—> 

籲転送を解除するとき 

餐 — S — 團田—國園—團―圖 —• 
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AT コマンド 


で設定 


着信転送を利用する。 


事前設定 
AT @ P 1 
( P 98) 

AT @ Q 0=031 2345678 —► 契約者回線番号に着信したときの転送先を「 03 - 12 34-5678 j 
に設定する。 

―►契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】に着信させる。 


( P 99) 
AT @ K 0=1 
( P 95) 
AT@B 
( P 89) 


設定を保存する。 


<i •ナンバーを契約している場合（カスタム利用モード）〉 


AT # M 1 

( P 108) 

AT @ P 1 - 

( P 98) 

AT @ Q 0=0312345678- 
( P 99) 

AT@B - 

( P 89) 

►転送を開始するとき 
AT @ K 0=6 - 

( P 95) 

AT@B 

( P 89) 

M 云送を解除するとき 

AT @ K 0=1 - 

( P 95) 

AT@B - 

( P 89) 


► カスタム利用モードに移行する。 

着信転送を利用する。 

契約者回線番号に着信したときの転送先を「03-1234-5678」 
に設定する。 

設定を保存する。 


' 契約者回線番号に着信があったときに転送する。 

設定を保存する。 

契約者回線番号を 「 ANALOG 1」 【緑色-実線】に着信させる。 
設定を保存する。 


※着信転送を開始するときに上記「転送開始設定 j を設定し、転送を解除するとき、この例では 
「ANALOG1J 【緑色-実線】への着信へ戻すときは上記「転送解除設定」を設定する必要があります。 
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◎ナン/ くーディスプレイ電話機(アダプタ)を接続する 


■ナンバーディスプレイ 電話機を 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】に接続する。—— 
電話機^^で設定 

餐 —0— 國团—國圖—■—圍—圓 —• 


AT コマンドで設定 
-^ 

AT @ E 1=5 ― ► T ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】にナン/ くーディスプレイ電話機 

( P 90) (アダプタ)を接続する。 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 

◎発信者番号通知を設定する___ 

一 _契約者回線番号(03-1234-5555)を「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】に着信させる。 
■ダイヤルイン追加 番号 (03-1 234- 6666) を 「 ANAL 0 G 2」 【緑色-点線】に着信させる。 
■それぞれの番号 を相手先に通知する。 __ 

r 電話機^^で設定 

餐 — s — 圓团— 

国——圍—圍-圍团圍圍圍圍園圍 ——— 

-►圍圍 — ■-►國國圓■國國園圍_圍一►圍― 
酬- ► ffl — 团一圍 一► 

—圍■—国—圍— 

—圍 a — 团^圍— 

一-团一圓一团—圖一 

—圍圓—团—团—圓 — # 
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r 『 


AT コマント • k 

^で設定 


AT@K0=1 —►契約者回線番号を 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】に着信させる。 

( P 95) 

AT @ 10=0312345555 —► ダイヤルイン番号0に「0312345555」番を登録する。 

( P 93) 

AT @ 11=0312346666 —►ダイヤルイン番号1に「0312346666」番夯登録する。 

( P 93) 

AT @ K 1=2 
( P 95) 

AT @ T 1=4 
( P 101) 

AT @ T 2=1 
( P 101) 

AT @ Y 1=1 
( PI 04) 

AT @ Y 2=1 
( PI 04) 

AT@B 
( P 89) 


MEMO <i •ナンバーを契約している場合〉 


※じナンバーを契約しているときは初期値の状態で、契約者回線番号は 「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】に着 
信、追加番号は 「 ANALOG 2」 【緑色-点線】に着信し、 「 ANALOG 1」 【緑色-実線】から発信する場合は 
契約者回線番号を相手先に通知し、 「 ANALOG 2 J 【緑色-点線】から発信する場合は追加番号を相手先 
に通知します。詳しくは P 45 〜を参照してください。 


―ダイヤルイン番号 1 を 「ANALOG2J 【緑色-点線】に着信 させ 
る 0 

—►「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】から相手先に通知する回線番号 
としてダイヤルイン〇番を登録する。 

ANALOG 2」 【緑色-点線】から相手先に通知する回線番号 
としてダイヤルイン1番を登録する。 

~^ 「 ANALOG 1」 【緑色-実線】から相手先に回線番号を通知す 
る 0 

—►「 ANALOG 2」 【緑色-点線】から相手先に回線番号を通知す 
一>設定を保存する。 


|アナログポ—卜の設定 


82 











◎擬似なりわけサービス(発信電話番号識別）を利用する 



ア 


□ 

グ 

ポ 


の 

設 

定 


■電話番号「03-1234-5678」から着信があったとき、 「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】の呼び 
出し音を呼び出し音3(リンリンリン）に指定する。 


^電話機^^で設定 j 

餐—囹—圍■—圍团—圍圍— ffl — 團— 
—圍圍—圍_—圍团国团团圍園圍团園一►圓 


AT コマンドで設定 


AT @ X 001=3 — ► 登録番号「00」から「 ANALOG 1 」【緑色-実線】に着信した 

( P 103) とき呼び出し音3「リンリンリン」で呼び出す。 

AT @ V 00=031 2345678 ― ► 登録番号「00」に「03-1234-5678」番を登録する。 

(P102) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 


83 













◎アナロク優先モード（リソース BOD ) を利用する 



※初期値では発着信のどちらの要求があったときでもアナログ通信を優先して利用する設定になってい 
ます。 

◎擬似ナンバー■リクエストを利用する 

■相手先が発信者番号を通知しないでかけてきたとき、 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】に 
接続されているアナログ電話機の呼び出し音を呼び出し音2(リーンリン■リーンリン） 
に設定する。 


電話機 




で設定 


> 函一►園►■圍—►圍圍—►■一►圍―►圍― ► 


AT コマント. 


で設定 


AT @ X 991=2 

( P 103) 

AT@B 

( P 89) 


— >電話番号を通知しないで 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】に着信 
したとき呼び出し音2「リーンリン J で呼び出す。 

—► 設定を保存する。 
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•契約者回線番号 (03-1234 - 5555) を 「 ANAL 0 G 1」 【緑色-実線】に着信させ^)。 
■ダイヤルイン 追加番号 (03 -1234- 6666) を 「 ANALOG 2 J 【緑色-点線】に着信させる。 
■「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】に接続された電話機からカスタ マコン トロール機能(迷惑 
電話お断りサービス/ F ネット)を利用する。 _ 


電話機で設定 

餐—困—圍团—固圓—固- 

―圍國->國一►國团■■國圓圍圍圍園 — 圖— 
— 園 - m 圍—国園_囹圍—圖— 
―圓 .一> ■一 -—.一 
—_团—■—国—圓 —翁 


AT コマント‘ で設定 

___ ^ 

AT @ K 0=1 —►契約者回線番号を 「 ANALOG 1」 【緑色-実線】に着信させる。 

( P 95) 

AT @ 10=0312345555 一 ► ダイヤルイン番号0に「0312345555」番を登録する。 

( P 93) 

AT @ 11=0312346666 ―►ダイヤルイン番号1に「0312346666」番を登録する。 

( P 93) _ 

AT @ K 1=2 —^ダイヤルイン番号1を 「 ANALOG 2 J 【緑色-点線】に着信させ 

( P 95) る。 + 

AT @ T 1=4 ~~ ►「 ANALOG 1」 【緑色-実線】から通知する回線番号としてタイ 

( P 101) ヤルイン〇番を登録する。 

AT ㈣ —► 設定を保存する。 

(PW) 


◎ INS マジックボックス、 INS ボイスワープを利用する 
(迷惑電話お断 y サービス _ F ネットを利用する） 

<i ■ナンバーを契約している場合〉 

i ■ナンバーを契約しているときは初期値の状態で、契約者回線番号は 「 ANALOG 1 J 【緑色-実線】に着信、 
追加番号は 「 ANALOG 2 J 【緑色-点線】に着信し、 INS マジックボックス、 INS ボイスワープを利用できます〇 
詳しくは P 45 〜を参照してください。 
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_ 契約者回線番号 (03-1234-5555) を 「 ANALOG 1 」【緑色-実線】に着信させる。 
•ダイヤルイン追加番号 (03-1234-6666) を 「 ANALOG 2 J 【緑色-点線】に着信させる。 
■「 ANALOG 2」 【緑色-点線】に接続された電話機からカスタマコントロール機能(迷惑 
電話お断りサービス / F ネット)を利用する。 


電話機_で設定 

►園! 一►闕 m — ► 圍团一►圍一►团|一►圓|— ► 

―國囲一►園-^國圍■圍团 H 圍國画國一►國— 
一^ 圓圓~~ ► in 一►圓 圍 ffn 国圆 鬧1 6 1][6| 6 if 6 i —^圓~ ► 
圓 ■ -►■->圍 -> 園 一^ 

— 國国-^圍一►国一►園 一 ► 


AT コマンド_で設定 


AT @ K 0=1 —►契約者回線番号を 「 ANALOG 1」 【緑色-実線】に着信させる。 

( P 95) 

AT @ 10=0312345555 —► ダイヤルイン番号0に「0312345555」番を登録する。 

(P93) 

AT @ 11=0312346666 —► ダイヤルイン番号1に「0312346666」番を登録する。 

( P 93) 

AT @ K 1=2 一^ダイヤルイン番号1を 「 ANALOG 2」 【緑色-点線】に着信させ 

( P 95) る。 

AT @ T 2=1 —►「 ANALOG 2 J 【緑色-点線】から通知する回線番号としてダイ 

( P 101) ヤルイン1番を登録する。 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 
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◎ RVS - COM を利用して FAX を受信する 


「■契約者回線番号に着信したとき、アナログポート【緑色】に接続した電話機を呼び、 
10秒間応答しなければ自動的に FAX 受信する。 


電話機で設定 


^ -►園一►圍团-►國■■►園 -翁 

<i ■ナンバーを契約している場合（カスタム利用モード）〉 

— ►困]一►圓■—►圍國一►国 一 ►g —► 

―► 圆園 一►圓一►圓团 ~ HS —^ 


AT コマンドで設定 


AT # M 1 一 ► i 寸ンバーを契約している場合のみ設定。 

( P 108) カスタム利用モードへ移行する。 

AT # F 0=02 —► 契約者回線番号に着信したとき、10秒後に自動受信する。 

( P 107) 

AT@B —► 設定を保存する。 

( P 89) 
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•契約者回線番号への着信はすべてパソコン ( RVS - COM ) で FAX 受信する。- 
電話機^^で設定 

~ ►10 一^圓团 I 一^团固一►圓一 ► IT 71 —►闕一 ► 


r _ S 

AT コマンド^で設定 

V J 


AT # E 0=1 - 

-► 契約者回線番号に着信があったとき、すべてパソコンで 

( P 106) 

FAX 受信する。 

AT@B 

( P 89) 


-+設定を保存する。 

Q 



MEMO 

<i •ナンバーを契約している場合〉 


※かんたん利用モード(初期値)では、アナログ電話機操作で手動転送のみ利用できます。自動受信する 
には、カスタム利用モードに移行してから自動受信の設定が必要です。 

/?\注意 

※この設定では、設定した電話番号に着信があっても、アナログポートに接続した電話機などは呼び出し 
ません。すべてパソコン （ RVS - COM ) で受信します。 
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■アナログポートの設定リファレンス 


◎ AT コマンド*式 

アナログ電話機から設定する場合の電話機設定軎式、パソコンから AT コマンドで設定する場合の AT コマン 
ド睿式を説明します。コマンド項目名、各害式の見方は以下の通りです。 

「電話機設定コード(例32)/ AT コマンド(例 @ E )」 コマンド内容 

「電話機設定軎式」 「電話機設定コード(例32)」「パラメータ(例 rn )」 

「 AT コマンド睿式」 AT 「設定コマンド(例 @ E ) J 「パラメータ（例 r = n )」 

[] 内はオプションですので、省略が可能です。 

「21 /@ A 」 設定の初期化 

設定内容 アナログポートに関するすべての設定内容を初期化します。初期化の方法は 

設定の保存をしたとき(電話機で設定したときは常に保存されています)の状 
態に戻すか、出荷時の状態に初期化するかを選択できます。 


電話機設定書式 

21 

AT コマンド書式 

AT@An 

パラメータ 

n =0 

n =1 


MEMO 


設定を保存したときの状態へ戻す 
出荷時の内容へ初期化 


※電話機から設定するときは 「 n =1 :出荷時の内容へ初期化」へ初期化することになります。電話機設定 
コ-ドの後すぐに 「# J を押してください。 「 n =0: 設定を保存したときの状態へ戻す」への初期化はパソ 
コンから AT コマンドで設定します。 

※電話帳の登録「なし/ AT * SJ は本コマンドで初期化できません。詳しくは、 P 1 11を参照してください。 
※電話機から設定の確認はできません。 


「なし/ @ BJ 設定の保存 


設定内容 
電話機設定書式 
AT コマンド 書式 


アナログポートに関するすべての設定内容を保存します。 

なし 

AT@B 


MEMO 


※電話機から設定する時は保存作業は必要ありません。設定の都度保存処理を行っています。 
89 
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「なし/ @CI 設定の表示 

設定内容 

アナログポートに関する設定内容をターミナルソフト上に表示します。 

電話機設定書式 

なし 

AT コマンド*式 

AT@Cn 

パラメータ 

n =0 「83/ AT @ V 」「91/ AT @ W 」「92/ AT @ X 」 以外を表示 

n =1 「83/ AT @ Vj 「91/ AT @ W 」「92/ AT @ X 」 を表示 


「なし/ @ D 」 内線着信表示 


設定内容 ナンパーディスプレイ対応電話機/アダプタを接続し、 「32/ AT @ Ej でパラ 

メータ 「 n =5_| に設定しているとき、他のアナログポートから内線着信したとき、 
ここで設定した内容を表示します。 


電話機設定書式 

なし 


AT コマンド睿式 

AT @ Dr=s 


パラメータ 

r =1 〜2 

アナログ ポー ト番号 

Q 

s = 数字 etc 

表示内容 


※パラメータ 「 sj に入力できる数字/文字は20桁までです。 

※パラメータ 「 sj には「アルファベット(大文字と小文字を区別）」、「数字 (0 〜9)」、「記号』を入力できます。 

ただし、お使いのナンバーディスプレイ電話機(アダプタ)によっては記号が表示できない場合があります。 
※パラメータ 「 sj を省略して設定すると、登録した表示内容を削除します。 


「32/@ El アナログポート接続機器種別 


設定内容 本装置のアナログポートに接続するアナログ機器の種別を設定してください。 

電話機設定*式 32 rn 

AT コマンド害式 AT @ Er=n 


パラメータ 


f -1 〜2 接続するアナログポート番号 

n =0 アナログ電話機 （初期値） 

n =1 モデム/ FAX 機能付き電話 

n =2 FAX ( G 3) 

n =5 ナン/ 《ーディスプレイ対応電話機/アダプタ / FAX 電話機 
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注意 


※ナンバーディスプレイ対応電話機/アダプタ ( n =5) に設定したとき、本装置で通信チヤネル ( B チヤネル） 

を2つとも使用しているときは発信電話番号が表示されません。 

※ナンバーディスプレイ対応電話機/アダプタ ( n =5) に設定したとき、お使いの機種によっては正常に動作 
しない場合があります。 

※フレックスホンのキャッチホン（コールウェイティング）を利用するアナログポートの機器種別は 「 n =0、 1、 5 J 
のいずれかを設定してください。 


「33/@ F 」 機能ボタンの設定 

設定内容 


電話機設定睿式 
AT コマンド鲁式 
パラメータ 


MEMO 


本装置のアナログポートに接続したアナログ機器からダイヤルするときに 
「* J と 「# J をどのような機能にするかを設定してください。 

33 r n 

AT @ Fr=n 

〜2 接続するアナログポート番号 

n 即時発信サブアドレス指定 

0 


どちらにも設定しない 


1 


本 

2 

本 


4 


# 

5 


ホ# 

6 

本 

# 

8 

# 


9 

# 

氺 

10 

* # 



(初期値） 


※即時発信 ：ダイヤル番号の最後に、指定した機能ボタンを押すとダイヤル終了後すぐに発信し 

ます。 

※サブアドレス指定：ダイヤル番号の最後に、指定した機能ボタンに続けて相手先サブアドレスを入力 
してください。 
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「41/@ GI ダイヤル終了から発信までの時間（桁間タ イマー) 


設定内容 

本装置のアナログポートに接続したアナログ機器から発信するときに相手先 
番号をダイヤル終了してから何秒で発信するかを設定してください。 

電話機設定書式 

41 r n 

AT コマンド書式 

AT @ Gr=n 

パラメータ 

r -1 〜2 接続するアナログポート番号 

n =3 〜50 待ち時間（秒） （初期値 n =5) 


MEMO 


※ダイヤル番号「110」、「119」、「171」はここでの設定に関係なく即時発信します。 
※ダイヤルの最後に 「#J をつけるとこの設定値に関係なくすぐに発信します。 

※機能ボタンの設定で「 * J の機能を即時発信に変更しているときは「 * J をつけます。 


「 4 2/@ H _ L 内線呼び出し音の設定 


設定内容 
電話機設定*式 
AT コマンド 書式 
パラメータ 


内線の呼び出し音を選択することができます。 
42 rn 


AT @ Hr=n 

r=1 〜2 

n =0 

n =1 

n =2 


接続するアナログポート番号 

呼び出し音1(リーン•リーン) 

呼び出し音2(リーンリン■リーンリン） （初期値） 

呼び出し音3(リンリンリン•リンリンリン） 


|アナログポ—卜の設定 


92 









「43/@ TJ 契約者回線番号とダイヤルイン追加番号の登録 

設定内容 NTT とダイヤルイン契約を行っている場合、契約方法によって設定内容が変 

わります。以下を参照し、契約者回線番号とダイヤルイン追加番号の登録を 
行ってください。 

•「グローバル着信有り」で契約：パラメータ 「 q = Oj に契約者回線番号、 

「 q =1 〜3」にダイヤルイン追加番号を登録 
•「グローバル着信なし J で契約：パラメータ 「 q =1 〜 3 J に契約者回線番号と 

ダイヤルイン追加番号を登録 


電話機設定 書式 

43 q s 


AT コマンド*式 

AT @ Iq=s 


パラメータ 

q =0 

q =1 〜 3 

ダイヤルイン登録番号(契約者回線番号） 
ダイヤルイン登録番号(ダイヤルイン追加番号) 


s = 数字 

契約者回線番号、ダイヤルイン追加番号 


MEMO 


※パラメータ 「 sj で登録する契約者回線番号またはダイヤルイン追加番号は「市外局番 Jr 市内局番」 
「加入者番号」のすべてを入力してください。 

※パラメータ 「 SJ に入力できる数字は31桁までです。 

※パラメータ 「 sj を省略して設定すると、登録したダイヤルイン登録番号を削除します。 

<i •ナンバーを契約している場合〉 

※発信者番号として登録する場合には、契約者回線番号をダイヤルイン登録番号〇に、追加番号をダイ 
ヤルイン登録番号1に登録してください。 

※本設定内容は、アナログ着信時の動作には無効です。 


|アナログポ—卜の設定 
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「51/@ JJ サブアドレスの夸録 


設定内容 

電話機設定*式 
AT コマンド 書式 
パラメータ 


「43/ AT @ IJ で登録したダイヤルイン登録番号ごとにサブアドレスを登録する 
ことができます。サブアドレスを登録すると、サブアドレス付きで着信があった 
ときに、登録してあるサブアドレスと一致したときだけ着信させることができま 
す。 

51 q r s 
AT @ Jqr=s 

q =0 〜3 ダイヤルイン登録番号 

r -1 〜2 接続するアナログポート番号 

s = 数字 サブアドレス 


MEMO 


※パラメータ 「 sj に入力できる数字は19桁までです。 

※パラメータ 「 sj を省略して設定すると、登録したサブアドレスを削除します。 

※パラメータ 「 q =0 j は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =0 j との関連はありません。 

※パラメータ 「 q =0」 を指定するときは、以下の場合が該当します。 

■ダイヤルイン契約をしていないときの契約者回線番号。 

•「グローバル着信有り」でダイヤルイン契約したときの契約者回線番号。 

•「43/ AT @ I 」の 「 q =1 〜3」に登録されていないダイヤルイン追加番号。 

※パラメータ 「 q =1 〜3」は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =1 〜 3 J で登録したダイヤルイン登録番号です。 
※サブアドレスを登録した場合、サブアドレスを指定しないでかけてきた電話や FAX からの着信はできませ 
ん〇 

※アナログ回線などからサブアドレスを通知して発信することはできません。 

<i •ナンバーを契約している場合〉 

※かんたん利用モード(初期値)では本設定内容は無効です。 


|アナログポ—卜の設定 
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「52 /@K l 着信ポートの設定 

設定内容 


^録したダイヤル 


電話機設定書式 
AT コマンド睿式 
パラメータ 


MEMO 


52 q n 

AT @ Kq=n 

q =0 〜 3 

n =0 

n =1 

n =2 

n =3 

n =4 

n =5 

n =6 


ダイヤルイン登録番号 

どちらのアナログポートにも着信しない 
「 ANAL 0 G 1 J に着信 
「 ANAL 0 G 2 J に着信 

「 ANAL 0 G 1 J 、「 ANALOG 2 J 両ポートに着信（初期値） 
「 ANAL 0 G 1」 優先着信 
「 ANAL 0 G 2」 優先着信 

「01 / AT @ QJ で登録されている電話番号へ着信転送する 


ァ 


□ 

グ 

ポ 


の 


※パラメータ 「 q =0 j は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =0 j との関連はありません。 

※パラメータ 「 q =0 j を指定するときは、以下の場合が該当します。 

•ダイヤルイン契約をしていないときの契約者回線番号。 

•「グローバル着信有り」でダイヤルイン契約したときの契約者回線番号。 

■「43/ AT @ I 」の 「 q =1 〜3_|に登録されていないダイヤルイン追加番号。 

※パラメータ 「 q =1 〜 3 J は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =1 〜 3 J で登録したダイヤルイン登録番号です。 
※フレックスホンのキャッチホン（コールウェイティング)を利用するとき、着信可能で空いているアナログポ 
一卜があるときは、空きポートに着信して話中着信しません。（片方の B チャネルをディ V タルデ-夕通信で使用 
している時を除く）ただし、パラメータ 「 n =4 or 5 J のときは片方のアナログポートが空いていても優先着信 
の設定をしたアナログポートに話中着信します。 

※フレックホンの着信転送を利用するときはパラメータ 「 n =6 j を設定し、 「01/ AT @ QJ で転送先の電話番号 
を登録します。 

※キャッチホン(コールウエイティング)を使用するとき、話中着信するポートは、 「52/ AT @ Kj の設定によつ 
て次のようになります。 


躲宙 

話中普倌するポート 

n =0 

話中着信せず 

n =1 

ANALOG 1のみ 

n =2 

ANALOG 2のみ 

n =3 

両ポート通信中のときにはポート1(«1、※斗、《5) 

n =4 

ANALOG 1が通信中のときには ANALOG 1(※之、※ぐ ※5) 

n =5 

ANALOG 2力《通信中のときに liANALOG 2( JK 3. 太.4、5«5) 

n =6 

話中着信せず 


※わ他ポートが空いている場合は、話中着信せず、他ポートに着信します。 

(ただし、※斗の場合は除く） 

※之） ANALOG 2 が空いている場合でも、 ANAL 0 G 2 には着信せず、 ANALOG 1 に話中着信します。 
《3) ANALOG 1 が空いている場合でも、 ANAL 0 G 1 には着信せず、 ANALOG 2 に話中着信します。 
※斗）片方の B チャネルがデータ通信等で使用されている場合は、 ANALOG 1、 ANALOG 2 にかかわ 
らず、通信中のポートに話中着信します。 

《5)1つのアナログポートが通信中で、もう片方のポートが着信出来ないときは 、 ANALOGK 
ANALOG 2 にかかわらず、通信中のポートに話中着信します。 

く i •ナンバーを契約している場合〉 

※かんたん利用モード(初期値)では、契約者回線番号は ANALOG 1 に着信、追加番号は ANALOG 2 に着 
信します。かんたん利用モードのときは本設定で着信ポートの設定変更はできません。 

※カスタム利用モードでは、本設定で電話番号毎に着信ポートを設定変更できます。 
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「61/@ MI 外線呼び出し音の設定 


設定内容 
電話機設定書式 
AT コマンド書式 
パラメータ 


外線の呼び出し音を選択することができます。 
61 q r n 


MEMO 


AT @ Mqr=n 

q =0 〜 3 

r =1 〜 2 

n =0 

n =1 

n =2 


ダイヤルイン登録番号 

接続するアナログポート番号 

呼び出し音1(リーン■リーン） 

呼び出し音2(リーンリン■リーンリン） 
呼び出し音3(リンリンリン■リンリンリン） 


(初期値） 


※呼び出し音が鳴るのは 「52/ AT @ K 」 で設定されている着信可能なアナログポートのみです。 
※パラメータ 「 q =0 j は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =0 j との関連はありません。 

<i •ナンバーを契約している場合〉 

※かんたん利用モード(初期値)では、呼び出し音1で固定されています。 


「 62/@ N 丨話中着信の設定 


設定内容 

電話機設定書式 
AT コマンド*式 
パラメータ 


「43/ AT @ IJ で登録したダイヤルイン登録番号ごとに話中着信をするか、し 
ないかを設定します。 


62 q r n 
AT @ Nqr=n 
q =0 〜 3 
r =1 〜 2 


n =0 

n =1 


タイヤルイン登録番号 

接続するアナログポート番号 

話中着信しない （初期値） 

話中着信する 


MEMO 


※フレックスホンのキャッチホン（コールウェイテイング)または擬似キャッチホン•を利用するときは話中着 
信をする設定にしてください。 

※話^ 3 着信する設定ができるのは、 「52/ AT @ K 」 で着信する設定になっているアナログポ—卜た♦けです。 
※パラメータ「 q =0 j は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =0 j との関連はありません。 


|アナログポ—卜の設定 
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※パラメータ 「 q = Oj を指定するときは、以下の場合が該当します。 

■ダイヤルイン契約をしていないときの契約者回線番号 
•「グローバル着信有り」でダイヤルイン契約したときの契約者回線番号 
■「43/ AT @ IJ の 「 q =1 〜 3 J に登録されていないダイヤルイン追加番号 
※パラメータ 「 q =1 〜 3 J は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =1 〜 3 J で登録したダイヤルイン登録番号です。 

<i •ナンバーを契約している場合〉 

※かんたん利用モード(初期値)では、話中着信許可と同様の動作になります。ただし、 AT @ C で設定内容 
を表示しても話中着信はしない設定内容で表示されます。 


「63/@0」擬似キャッチホンの設定 

NTT とフレックスホンのキャッチホン（コールウェイテイング)契約をしなくても、 
同様の機能を利用することができます。外線で通話中に着信があったとき、 
フック(フラッシュ)ボタンを押すことによって通話を切り替えることができます。 

63 n 

AT@On 

n =0 しない （初期値） 

n =1 する 


2 ※相手先には保留音は流れません。保留している間は無音の状態になります。 

S ※擬似キャッチホン機能とフレックスホンとの併用はできません。どちらか一方を利用するときは、もう一 
方は利用しない設定にしてください。 — 

※擬似キャッチホンを利用するアナログポートは 「52/ AT@K J で着信できる設定にし、 「62/ AT @ N 」 で話 
中着信する設定にして、 「32/ AT @ Ej でパラメータ 「 n =0、 1、 5 J のいずれかに設定してください。 


設定内容 


ァ 


□ 

グ 

ポ 


電話機設定書式 
AT コマンド害式 
パラメータ 


A 


注意 
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「71/@ Pl フレックスホンの 


すべて利用不可 

X X 


(初期値) 


〇 


X 


〇 


X 


〇 


X 


〇 

■ 

X 


〇 

ア 

X 

丁 

□ 

〇 

グ 

X 

ポ 

〇 

1 

L 

X 


〇 

の 


※擬似キヤッチホン機能とフレックスホンのとの併用はできません。どちらか-方杏利用するときはもう一 
方は利用しない設定にしてください。 ^ 

※き^^ホンを利用するアナログポートは「 52/@K 」 で着信できる設定にし、 「62/AT@NJ で話中着信 
る設^ i こして、 「 32 / AT@E J でパラメータ「㈣，…のいずれかに設定してください。設定例 P77 を参昭 
してくたさい。 …' 

※着彳 S 転送を利用するときは「52/ AT@KJ、「01/AT@Q_| の設定も必要です。設定例 P79 を参照してくだ 
さい。 

く i •ナンバーを契約している場合〉 

※盔な^■は着 i 言气送は利用できません。カスタム利用モ-ドに移行してから着信 
fe 送を利用する設定にしてくたさい。カスタム利用モードへの移行については P73^ 参照してくださぃ 


設定内容 NTT の付加 サービス であるフレックスホンの4つの メニューの 内 どのサ — p 、 

スを利用するかを設定します。 

電話機設定書式 71 n 

AT コマンド窖式 AT@Pn 

パラメータ n キヤッチホン通信中転送三者通話 着信転送 


〇〇 X x 〇〇 XX 〇〇 x x 〇〇 


X x 〇〇〇〇 x x x x 〇〇〇〇 


x x x x x x x 〇〇〇〇〇〇〇〇 


0123456789101112131415 


八 
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「01/@ Ql 着信転送先電話番号の登録 


設定内容 


電話機設定睿式 
AT コマンド鲁式 
パラメータ 


MEMO 


※パラメータ 「 s 」 に入力できる数字は31桁までです。 

※パラメータ 「sj で登録する転送先の電話番号は「市外局番」「市内局番」「加入者番号」のすべてを入力 
してください。 

※パラメータ 「s」 を省略して設定すると、登録した転送先電話番号を削除します。 

※パラメータ 「q=0j は 「43/AT@ IJ のパラメータ 「q=0j との関連はありません。 

※パラメータ 「q=0」 を指定するときは、以下の場合が該当します。 

•ダイヤルイン契約をしていないときの契約者回線番号。 

■「グローバル着信有り」でダイヤルイン契約したときの契約者回線番号。 

■「43/AT@ IJ の 「q=1 〜 3J に登録されていないダイヤルイン追加番号。 

※パラメータ 「q=1 〜 3J は 「43/AT@IJ のパラメータ 「q=1 〜 3J で登録したダイヤルイン登録番号です。 

<i ■ナンバーを契約している場合> 

※かんたん利用モード(初期値)では本設定は無効です。 


NTT の付加サービス、フレックスホンの着信転送を契約しているとき、 
「43/AT@ I」で登録したダイヤルイン登録番号ごとに着信転送先の電話番号 
を登録することができます。 

01 q s 

AT@Qq=s 

q=0 〜3 ダイヤルイン登録番号 

s= 数字 着信転送先の電話番号 


|アナログポ—卜の設定 
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「72/@ Rl グ ロー/〈ル 着信の設定 


設定内容 

NTT とのダイヤルイン契約内容の「グローバル着信有り/無し」に関わらず 
通常は初期値パラメータ 「n=1」 で使用してください。 

電話機設定*式 

72 n 


AT コマンド書式 

AT@Rn 


パラメータ 

n=0 

しない 


n=1 

する （初期値）—通常はこのままご利用ください 

/?\注意 



パラメータ 「n=0」 にすると着信できなくなることがあります。 


MEMO 


※町丁と r グローバル着信有り」でダイヤルイン契約をしていて、ダイヤルイン追加番号のみ着信した いと 
きは、パラメータ 「n=0j に設定すると、本設定のみで契約者回線番号では着信せずに、ダイヤルイン追 
加番号のみ着信します。 

く i •ナンバーを契約している場合〉 

※ 「i •ナンバー利用モードの設定 J(64/AT#M) で、 r i ■ナンパーを利用する J に設定にしたときは、本設 
定は無効です。 


「73/@ Sj 内線発信の設定 

設定内容 


電話機設定害式 
AT コマンド: fit 式 
パラメータ 


A 


注意 


アナロクホート間の電話機などで内線通話を利用するか否かを設定します。 
受話器を上げて発信音「ツー」が聞こえているときに r * oj をダィャルしてく 
ださい。 


73 n 

AT@Sn 

n=0 

n=1 


しない 

する 


(初期値) 


※フレックスホンの三者通話、または通信中転送を設定している場合や、キャッチホン（コールウェイティン 
グ)、擬似キャッチホンを設定している場合の割り込み着信中には内線通話/転送は利用できません。 


|アナログポートの設定 
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「81 /@ T 丨発信者番号の設定 


設定内容 
電話機設定*式 
AT コマンド 書式 
パラメータ 


相手先に通知する回線番号を設定します。 


81 


AT @ Tr=n 

r =1 〜2 接続するアナログポート番号 

n =0 契約者回線番号 ( INS ネット64網から設定） （初期値） 

n =1 ダイヤルイン登録番号1(ダイヤルイン追加番号)を設定 

n =2 ダイヤルイン登録番号2(ダイヤルイン追加番号)を設定 

n =3 ダイヤルイン登録番号3 (ダイヤルイン追加番号)を設定 

n =4 ダイヤルイン登録番号〇 ( 契約者回線番号)を設定 


MEMO 


※ここで設定した回線番号は以下のときに相手先に通知されます。 

① 「93/ AT @ Yj で「通常通知： n =1 J に設定している。 

② NTT と「通話ごと非通知」の契約をしていて、 「93/ AT @ Yj で 「 NTT との契約に従う: n =0 j に設定している< 

③ 「93/ AT @ Yj で「通常非通知： n =2 j に設定していて、ダイヤル番号の前に「186」を付加している。 

④ NTT と「回線ごと非通知」の契約で、 「93/ AT @ Yj で 「 NTT との契約に従う: n =0」 に設定していて、ダイ 
ヤル番号の前に「186」を付加している。 

(ただし NTT との契約が「常時非通知」のときは通知されません。） 

※町丁の INS ボイスワープ、迷惑電話お断りサービスなど発信者番号を必要とする場合はここで設定が必 
要です。契約している回線番号を発信者番号として設定してください。設定例 P 85 を参照してください。 

<i ■ナンパーを契約している場合〉 

《 i ■ナンバーの利用モードを設定 「64/ AT # Mj で 「i ■ナンバーを利用する」設定の場合は、 ANAL 0 G 1 
【緑色-実線】から契約者回線番号、 ANAL 0 G 2 【緑色-点線】から追加番号を通知します。通知する回線 
番号は本コマンドで変更できます。 


A 


k 注意 


※パラメータ 「 n=1 〜 3 」 を設定していても、 「43/ AT @ IJ の 「 q =1 〜 3 J でダイヤルイン追加番号を登録してい 
ないときは、 INS ネット64網から契約者回線番号を設定します。 

※グローバル着信なしで ダイヤルイン契約を しているときは 契約者回線番号を 「43/ AT @1 J のパラメータ 
r q =i 〜 3J でい ずれ かの ダイヤルイン登録番号に設定し、設定されたダイヤルイン登録番号を 
「81/八丁@丁」のパラメータ「11=1〜3」で選択します。 


|アナログポ—卜の設定 
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「82/@ U 」 アナログ優先モード（リソース BOD ) の設定 


設定内答 パソコンを使って 128kbps で MP 通信をしているときに、アナログ通信機器を 

優先して B チャネルを割り当てるための設定です。通常! 28kbps で MP 通信を 
行うと、 B チャネルを2つとも使用するためアナログ通信機器を利用することが 
できませんが、ここでの設定をしておけばアナログ通信機器を使用している 
ときはパソコンでの通信速度を 64kbps に落とし、 B チャネルを 1 つアナログ通信 
に割り当て、アナログ通信が終了したときにパソコンの通信速度を 128kbps 
に戻すなど便利な使い方が可能です。 


電話機設定書式 

82 n 


AT コマンド*式 

AT@Un 


パラメータ 


n=0 

アナログ通信機器を優先しない 



n=1 

アナログ通信機器からの発信のときだけを優先する 



n=2 

アナログ通信機器への着信のときだけを優先する 



n=3 

アナログ通信機器の発信/着信どちらのときも優先する 

Q 



(初期値） 

1 MEMO 





温: リー)を利用するには' N ™ 通信 中 着信 通知 サ- ビス」 を「許可 湖 


「83/@ V 」 相手先回線番号の登録 

設定内容 ここで登録した相手先の回線番号からの着信があったとき、 「92/ AT @ X 」 の 

設定内容にしたがって動作します。 



ァ 


P 

グ 

ポ 

I 


の 

設 

定 


電話機設定*式 83 qs 

AT コマンド窖式 AT@Vq=s 


パラメータ 


q=00 〜 29 登録番号 


_ s = 数字 相手先の回線番号 

MEMO 


※パラメータ 「 S J で登録する相手先の回線番号は「市外局番 J 「 市内局番」「加入者番号」の すべてを 入力し 
てください。 

※パラメータ 「 sj に入力できる数字は31桁までです。 

※パラメータ 「 S J を省略して設定すると、登録した相手先の回線番号を削除します。 
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「91 /@ W 1 相手先サブアドレスの登録 


設定内容 

電話機設定*式 
AT コマンド書式 
パラメータ 


MEMO 


「83/ AT @ Vj で登録した回線番号ごとにサブアドレスを設定できます。 
「83/ AT @ Vj で登録した回線番号とここで登録したサブアドレスに該当する 
着信があったとき、 「92/ AT @ Xj の設定内容にしたがって動作します。 


91 q r s 
AT @ Wqr=s 
q =00 〜29 
r =1 〜 2 
s = 数字 


登録番号 

接続するアナログポート番号 
相手先サブアドレス 


ア 

ナ 

□ 

グ 

ポ 


の 

設 

定 


※パラメータ 「 q =00 〜 29 J は 「83/ AT @ Vj で登録した登録番号です。 

※パラメータ 「 sj に入力できる数字は19桁までです。 

※パラメータ 「 sj を省略して設定すると、登録した相手先サブアドレスを削除します。 

「92 /@X l 擬似な y わけサービス（発信電話番号識別機能 k 擬似ナンハ_-■リクエストの設定 

設定内容 「83/ AT @ V 」、「91/ AT @ WJ で登録されている回線番号およびサブアドレス 

から着信があったとき、ここでの設定に従って着信拒否したり、あらかじめ呼 
び出し音や話中着信音を指定しておくことが可能です。（擬似なりわけサービ 
ス)また、擬似ナンバー■リクエスト(発信者番号を通知してこない相手に対し 
て）の動作も設定できます。 

92 q r n 

AT @ Xqr=n 

q =00 〜29、 99 登録番号 


(初期値） 


電話機設定窨式 
AT コマンド*式 
パラメータ 


MEMO 


r =1 〜2 

接続するアナログポート番号 

n =0 

着信しない 

n =1 

呼び出し音1(リーン■リーン） 

言舌中着信音(ピピッ•ピピッ） 

n =2 

呼び出し音2(リーンリン■リーンリン） 
話中着信音(ピーピ■ピーピ） 

n =3 

呼び出し音3(リンリンリン•リンリンリン） 
言舌中着信音(ピピピ•ピピピ） 


※パラメータ 「 q =99」 では相手先が発信者番号を通知してこないときの動作を設定します。 

※パラメータ 「 q=99j で 「 n =0 j を設定していて、相手先が発信者番号を通知してこないときは相手先には 
話し中音 「ツー ■ ツー J が流れます。 

※「61/ AT @ MJ の設定よりもここでの設定が優先されます。 
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「93/@ Y 丨発信者番县通知の設定 


設定内容 
電話機設定*式 
AT コマンド*式 
パラメータ 


発信時に、相手先に回線番号を通知するかしないかを設定します。 
93 r n 


MEMO 


AT @ Yr=n 
〜 2 

n =0 

n =1 

n =2 


接続するアナログポート番号 

NTT との契約に従う （初期値） 

通常通知 
通常非通知 


※町丁との契約が「常時非通知」のときはここでの設定とは無関係に回線番号は相手に通知され ません。 

※相手先に通知されるのは 「81/ AT @ T 」 で設定した回線番号、 「81/ AT @ Tj で何も設定していないときけ 
契約者回線番号です。 

※以下のときに相手先に電話番号が通知されます。 

① パラメータ「通常通知： n =1 J に設定している。 

② NTT と「通話ごと非通知」の契約をしていて、パラメータ 「 NTT との契約による: n =0 j に設定している。 

③ 「93/ AT @ Yj で「通常非通知： n =2 j に設定していて、ダイヤル番号の前に「186 I を付加している。 

④ NTT と「回線ごと非通知」の契約で、 「93/ AT @ Yj で 「 NTT との契約による: n =0 j に設定していてダイヤ 
ル番号の前に「186」を付加している。 

※以下のときに相手先に電話番号が通知されません。 

① パラメータ「通常非通知： n =2 j に設定している。 

② NTT と「通話ごと非通知」の契約で、パラメータ 「 NTT との契約による: n =0」 に設定していて、ダイヤル 
番号の前に 「184 J を付加している。 

③ パラメータ「通常通知： n =1 j に設定していて、ダイヤル番号の前に 「184 J を付加している— 

④ NTT と「回線ごと非通知 J の契約で、パラメータ 「 NTT との契約による: n =0 j に設定してる。 

※问丁丁の INS ボイスワープ、迷惑電話お断りサービスなど発信者番号を必要とする場合は「81 / AT @ TJ で 
設定してください。ここでの設定は必要ありません。 

<i •ナンバーを契約している場合〉 

•X i ■ナンバーの利用モードを設定 「64/ AT # Mj で 「i ■ナンバーを利用する」設定の場合は、 ANAL 0 G 1 
【緑色-実線】から契約者回線番号、 ANAL 0 G 2 【緑色-点線】から追加番号を通知します。通知する回線 
番号は「 81/ AT @ TJ で変更できます。 

※^ラマ^ドで「通常通知」または「通常非通知」に設定した場合、 ANAL 0 G 2 【緑色-点線】から追加番号 
を通知するには 「81/ AT @ TJ と、 「43/ AT @ IJ もあわせて設定してください。これらの設定をしないと、 
^ NAL 0 G 2 【緑色-点線】からの発信でも相手先に追加番号を通知します。設定は P81 〜を参照してくだ 
さし、 0 


A 


注意 


※，手先がナンパー■リクエストを契約しているときは電話番号を通知しないと電話が っ ながらないことが 
あります。 


|アナログポ—卜の設定 
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「24/# A 」 音量調節の設定 


設定内容 

アナログポートごとに送話、受話音量を調節します。 

電話機設定*式 

24 r m n 


AT コマンド窨式 

AT # Arm=n 


パラメータ 

r =1 〜 2 

接続するアナログポート番号 


m =0 

送話音量をパラメータ 「 n 」 で調節する 


m =1 

受話音量をパラメータ 「 nj で調節する 


n =1 

小さくする 


n =2 

標準 （初期値） 


n =3 

大きくする 


「34/# Dj フッキングのタイミング調節 

設定内容 

フッキングの利用、瞬断、オンフックのタイミングを選択できます。 

電話機設定鲁式 

34 n 

AT コマンド窨式 

AT#Dn 

パラメータ 

n =0 フッキングあり、瞬断判定 200 ms 、 オンフック判定1 100 ms 

(初期値） 

n =1 フッキングあり、瞬断判定 300 ms 、 オンフック判定1 100 ms 

n =2 フッキングなし、瞬断判定 200 ms 、 オンフック判定 200 ms 

n =3 フッキングなし、瞬断判定 300 ms 、 オンフック判定 300 ms 


MEMO 


※パラメータ 「 n =2、3 J でフッキングなしに設定した場合、内線転送や保留、フレックスホンのキヤッチ 
(コールウェイティング)、通信中転送、三者通話、内線転送、 RVS - COM の手動転送など、フッキ:: 
必要とする機能は利用できません。 


|アナログポ—卜の設定 
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「35 /#El RVS - COM モードの設宙 


設定内容 

FAX 着信したとき、パソコン ( RVS - COM ) で FAX を受信する方法を設定します。 

電話機設定鲁式 

35 q n 


AT コマンド睿式 

AT # Eq=n 


パラメータ 

q =0 〜3 

ダイヤルイン登録番号 


n =0 

アナログポート【緑色】に接続した電話機から操作してパソコン 
( RVS - COM ) で FAX を受信する。または、 「36/ AT # Fj 自動転 
送時間の設定で設定された時間、電話機で応答しなかったと夫 
にパソコンで FAX を受信する。 （初期値） 


n =1 

すべての着信をパソコン ( RVS - COM ) で受信する。 


MEMO 


$ Ry _^- COM を起動して FAX を受芦できる状態にしておく必要があります。 ■ 

でこ夕 「 n =1 J にしたときは、設定した電話番号からの着信をすべてパソコン ( rvS - COM ) で受信しようア 
$ま^'。甲手先電 f 舌の着信があつてもアナログポート【緑色】に接続した電話機は呼び出しません力 
※フレックス J ンの通信中転送、または三者通話を利用する設定にしているときや、キャッチホン ( コール ° 

テ;^^な•どで話ヒた¥は、アナログ電話機から手動操作で転送操作できません。 ^ 

XRV ^- COM についての情報や使い方などは rvs - COM のマニュアルを参照してくださし、 

※/ラメータ 「 q =0 J は 「 43 / AT@ U の パラメータ r q =0 J との関連はありません n ° 卜 

※ハラメータ 「 q =0 j を指定するときは、以下の場合が該当します。 g 

■ダイヤルイン契約をしていないときの契約者回線番号。 g 

■「グローバル着信有り」でダイヤルイン契約したときの契約者回線番号。 

■「43/ AT @ IJ の 「 q =1 〜 3 J に登録されていないダイヤルイン追加番号。 

※パフメータ 「 q =1 〜 3 J は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =1 〜 3 J で登録したダイヤルイン登録番号です 

<i •ナンバーを契約している場合〉 

た今利用モ—ド(初期値)では、アナログ電話機から手動操作での転送のみ可能です。本設定は 

3驗 
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「36 /#F LRVS - COM への自動転送時間の設定 


設定内容 アナログポートに着信したとき、ここで指定した時間アナログポート【緑色】に胃 

接続した電話機を呼び出し、応答しなかったときパソコン ( RVS - COM ) に滑信 
を転送します。 


電話機設定鲁式 
AT コマンド*式 
パラメータ 



ァ 


□ 

グ 

ポ 

I 


の 

設 

定 


MEMO 


36 q n 
AT # Fq=n 


q =0 〜 3 ダイヤルイン登録番号 

n =00 パソコン ( RVS - COM ) へ転送しない （初期値) 

n =01 5秒 

n =02 10秒 

n =03 15秒 

n =04 20秒 

n =05 25秒 

n =06 30秒 

n =07 35秒 

n =08 40秒 

n =09 45秒 

n =1 0 50秒 

n =1 1 55秒 

n =12 60秒 

n =13 75秒 

n =14 90秒 

n =15 105秒 

n =16 120秒 

n =17 135秒 

n =18 150秒 

n =19 165秒 


《 RVS - COM を起動して FAX を受信できる状態にじ C おく必要があります。 

※「35/ AT # EJRVS _ COM モードの設定でパフメータ 「 n = 1 J にしたときは*—*—での設定に関係なく、すくにハ 
ソコン ( RVS - COM ) で FAX 受信します。 

※フレックスホンの通信中転送、または三者通話を利用する設定にじ^いるときや、キヤッチホン(コール 
ウェティング)などで話中着信したときは、アナログ電話機から手動操作で転送操作できません。 
《 RVS - COM についての情報や使い方などは RVS - COM のマニュアルを参照してください。 

※パラメータ 「q=0j は 「43/AT@ IJ のパラメータ r q =0j との 関連はありません。 

※パラメータ 「 q =0 j を指定するときは、以下の場合が該当します。 

•ダイヤルイン契約をしていないときの契約者回線番号。 

•「グローバル着信有り」でダイヤルイン契約したときの契約者回線番号。 

_「43/ AT @ IJ の 「 q =1 〜3」に登録されていないダイヤルイン追加番号。 

※パラメータ 「 q =1 〜 3 J は 「43/ AT @ IJ のパラメータ 「 q =1 〜 3 J で登録したダイヤルイン登録番号です。 
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<i ■ナンバーを契約している場合〉 

※&ヽ利用モード(初期値)では、アナログ電話機から手動操作での転送のみ可能です。本設定は 


_「64/# M」i ■ナンバー利用モードの势宏 

' •ナンバーの利用モードを設定します。 

64 n 
AT#Mn 

n =0 かんたん利用モ—ドり■ナンバーを利用する）（初期値) 

n =1 カスタム利用モード (i ■ナンバーを利用する） 

n =2 i •ナンバーを利用しなし、 


設定内容 
電話機設定*式 
AT コマンド*式 
パラメータ 


アナログポ—卜の設定 
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「77/* Pl ボイス機能の詳細設定 


設定内容 
電話機設定 鲁式 
AT コマンド睿式 
パラメータ 


パラメータ 「 qj のケースごとに音声出力する / しないを設定します。 

77 q n 

AT*Pq=n 


q=01 アナログ発信 エラー 時 

•エラー〇〇番話し中です。 

■エラー〇〇番通信できる機器がありません 
■エラー〇〇番相手先が着信を拒否しました。 
■エラー〇〇番空きチヤネルがありません。 
q=02 アナログ着信正常時 

• x X さんから電話/ FAX です。 

■〇〇番から電話/ FAX です。 

■番号非通知の電話/ FAX です。 
•公衆電話から電話/ FAX です。 

■番号表示圏外から電話/ FAX です。 

■電話/ FAX です。 
q=03 アナログ回線切断時 
■切断しました。 

•相手先に切断されました。 
q=04 アナログ通話料金通知（課金時） 

•料金は〇〇円です。 
q=05 アナログ通話料金通知（無課金時） 

•料金はゼロ円です。 


q=06 

q=10 

q=1 1 


q=13 

q=14 

q=15 


アナログ電話機から設定/設定確認時 
設定モードです。入力してください。 

設定確認モードです。入力してください。 
設定されました。 

誤りがあります。もう一度入力してください。 
ディジタル通信発信正常時 
RS -232 C ポート、 64 k で接続しました。 

USB ポート、 64 k で接続しました。 

ディジタル通信発信エラー時 
■接続できませんでした。 

•エラー〇〇番号話し中です。 

•エラー〇〇番号通信できる機器がありません。 
•エラー〇〇番号相手先が着信を拒否しました。 
•エラー〇〇番号空きチャネルがありません。 
• USB ポート使用中です。 

■ RS -232 C ポート使用中です。 

ディジタル通信回線切断時 
•切断しました。 

■相手先に切断されました。 

ディジタル通信料金通知(課金時） 

•料金は〇〇円です。 

ディジタル通信料金通知（無課金時） 

•料金はゼロ円です。 


n=0 音声出力しない 
n=1 音声出力する 


(初期値) 


※ q =02 の場合 

n=1 〜 255 アナログ着信時の音声メッセージの出力回数の指定 


(初期値 n=3) 


MEMO 


&ナログポートの設定書き込み時、同時に音声でお知らせするときは声が途切れることがあります。 
※パラメータ 「 qj は必ず 「 q = oiJ のように 2 桁で設定してください。 ^ A ^ /=n . ( 

※パラメータ r q=02J で 番号非通知、公衆電話、番号表示圏外であることと、アナログ回線かちの着信 
「なし/ AT*SJ で登録した相手先名称を声で知らせるためには NTT と INS ナンバー■丁ィスプレイ契約が 
必要です。 


I アナログポ—卜の設定 
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※ハラメータ 「 q =02 J で、アナログ正常着信時の音声メッセージの出力回数を指定します 
. 「 n = Oj で音声出^しない。 「 n =1 〜255」で出力回数指定。 

帯電話芝ど、^妾続先によつて、パラメータ「沪〇4、 14 J で課金時の通信料金を音声出力 
する设定していても「料金はセロ円です j とお知らせすることがあります。 

つ信が同時に，つた場合、最初に着信した相手先の情報のみをお知らせします。 
トリソース bod) を利用して通信したときのアナログ通信に関する情報を声でしらせ 
亡*-とはできません。 

※ェリソース日⑽を利用して通信したときのアナログ通信料金は、 データ通信 料金と 


「〇フ/*〇」ボイス機能利用のぜ 


設定内容 
電話機設定害式 
AT コマンド#式 
パラメータ 


ボイス機能を利用する/しないを設定します。 

07 n 

AT*Qn 


MEMO 


n =0 

n =1 


音声出力しない 
音声出力する 


(初期値） 


ソース B 0 D ) を利用して通信したときのアナログ“に関する情報を声でお知ら 
※こ篇 fTfg ソース B 0 D ) を利用して通信したときのアナログ通信料金は、データ通信料金と 


I ；なし/* R 」 ボイス機能の設定 内茲表示 


設定内容 
電話機設定*式 
AT コマンド 書式 
パラメータ 


ボイス機能関連の設定一覧を表示します。 

なし 

AT*R 

なし 


MEMO 


■ァナ□グポ I 卜の設定 


※本コマンドで表示されるのは 「77/ AT * Pj 、「07/ AT * Qj 、 「なし/ AT * S | です 
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相手先 
名称 


相手先 
名称 

さ 

し 

す 

せ 

そ 


効果音 


「 V 」 

文祖 


ya 

yu 

yo 


ra 

ri 


ga 

gi 

gu 

ge 

go 


za 

zi/ji 


da 

di 

du 

de 

do 


「vj 

文字列 


si/shi 


ta 

ti/chi 

tu/tsu 

te 

to 


na 

ni 


ha 

hi 

hu/fu 

he 

ho 


Tkj 

文字列 

!00 

!01 

!02 


Tvj 

文字列 


u 

e 


ka 

ki 

ku 

ke 

ko 


「なし/* SI 雷話帳の登録 


設定内容 


電話機設定窨式 
AT コマンド*式 
パラメータ 


電話番号ごとに相手先名称を登録します。また、相手先ごとに効果音を設定 
します。 

なし 

AT*Sn=q [*(SUB) ]=[k] v 

n =00 〜 99 電話帳登録番号 

cp 数字 相手先回線番号 

* サブアドレス指定キャラクタ 

(SUB) 相手先のサブアドレス 

k=!00 〜! 02 効果音 

v 相手先名称(入力文字列については以下参照） 


文字列対照表(効果音/ひらがな） 


「VJ 

文字列 

相手先 
名称 

「vj 

文字列 

相手先 
名称 

ba 

ば 

mya 

みや 

bi 

び 

myu 

みゆ 

bu 

ぶ 

myo 

みょ 

be 

人 

rya 

りゃ 

bo 

ぼ 

ryu 

りゆ 

pa 

ぱ 

ryo 

りよ. ……一… 

pi 

ぴ 

gya 

ぎや 

pu 

ぷ 

gyu 

ぎゆ 

pe 

ベ 

gyo 

ぎょ 

po 

ぼ 

jya 

じゃ 

kya 

ぎや 

jyu 

じゆ 

kyu 

き*ゆ 

jyo 

じょ 

kyo 

ぎよ 

bya 

びや 

sya 

しゃ 

byu 

びゆ 

syu 

しゆ 

byo 

びょ 

syo 

し上 

pya 

ぴ $ 

tya / cha 

ちゃ 

pyu 

ぴゆ 

tyu/chu 

ちゆ 

pyo 

ぴょ 

tyo/cho 

ちよ 

txi 

ティ 

nya 

に¥ 

dxi 

デイ 

nyu 

にゆ 

je/jxe 

じ无 

nyo 

によ 



hya 

ひ¥ 



hyu 

ひゆ 



hyo 

ひよ 




やゆよ1 らり るれろ1わん I がぎぐげご I ざじずぜぞ 一 だぢづで-^ 


はひふへほ1まみむめも 


なにぬねの 


たちつてと 


12 3 

音音音 
果果果 
効効効 



アナログポートの設定 
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文字列対照表（数字/アルファベット) 


「VJ 

文字列 

相手先 
名称 

「vj 

文字列 

相手先 
名称 

「 V 」 

文字列 

相手先 
名称 

「 V 」 

文字列 

相手先 
名称 

0 

0 

A 

エー 

K 

ケイ 

U 

ユー 

1 

1 

B 

ビ_ 

し 

エル 

V 

ブイ 

2 

2 

〇 

シ_ 

M 

エ厶 

W 

ダブリュ 

3 

3 

D 

テンー 

N 

エヌ 

X 

エツクス 

4 

4 

E 

イー 

0 

オー 

Y 

ワイ 

5 

6 

5 

6 

F 

G 

エフ 
シ •_ 

P 

Q 


Z 

セ.ット 

7 

7 

H 

エイチ 

R 

アール 



8 

8 

I 

アイ 

S 

エス 



9 

9 

J 

シ•ェィ 

T 

ティ- 




設定例 

1_電話帳登録番号「00」に、電話番号「03-1234-5678」番の「すずき」さんを登録する。 

AT * S 00=0312345678 =suzuki 

2. 電話帳登録番号「01」に、電話番号「03-1234-5678」、サブアドレス 「77」 番の 「さとう」 さんを、効果音 2 
で登録する。 

AT * S 01=0312345678*77=!01 satou 

3. 電話帳登録番号 「02 J に、電話番号 「090-1234-5678 J 番の「インターネット」さんを、効果音3で登録す 
る。 

AT * S 02=09012345678=!02 inntaanetuto 


MEMO 


※[] 内はオプションですので、省略が可能です。 

※設定した内容を削除するには 「 AT * Sn = J で削除できます。 

電話帳登攀番号「02」番に設定してある内容を削除するには、 

AT * S 02= [Enter I 

※コマンド 入力し、 「 Enter 」 キーを押すと自動的に保存されます。 AT@B コマンドで 保存す る 必要はありませ 
ん〇 

※アナログ回線からの着信時にも登録した相手先名称を声で知らせるためには NTT と INS ナンバー•ディス 
プレイ契約が必要です。 

※コマンド設定時に、同時に音声でお知らせするときは、声が途切れることがあります。 

※パラメータ 「 qJ で登録する相手先回線番号は「市外局番」「市内局番」「加入者番号」のすべてを入力して 
ください。 

※パラメータ 「 q 」 に入力できる相手先の回線番号は数字は 31 桁までです。 

※パラメータ 「 qj の相手先の回線番号には「数字 (0 〜9)」、「#」、 「* J が入力できます。ただし「*」は 
初期値ではサブアドレス指定のキャラクタとして認識されます。 

•於レジスタ174番 （ P 181) でサブアドレスの キャ ラクタを指定できます。サブアドレスとして指定して いるキャ 
ラクタは回線番号としては使用できません。 


|アナログポ—卜の設定 


112 















※パラメータ 「* J は初期値でサブアドレス指定キャラクタに設定されていますが、 S レジスタ彳74番 ( P 1 81 ) で 
変更しているときは、変更したサブアドレス指定キャラクタを入力してください。 

※パラメータ ( SUB ) の相手先のサブアドレスは19桁まで入力できます。 

※パラメータ ( SUB ) の相手先のサブアドレスには「アルファベット(大文字と小文字を区別） J 、 「数字(〇〜 
9) J を入力できます。 

※パラメータ 「 vj の(効果音 + ) 相手先名称は前ぐ- y の入力文字列対照表を参照して入力します。 

入力できる文字列は24桁までです。効果音の設定文字列 「!00 J は3桁として数えます。 

※パラメータ 「 vj で入力する相手先名称には前へ°_シ‘の入力文字列対照表に記載していない文字列を入 
力することはできません。したがって、「インターネット」のように“一”のばす、“っ”小文字の“つ”ような読 
み方の名称を入力することはできません。「インタアネツト」というように入力してください。 


「なし/* T 」 音声出カテスト 


設定内容 


AT * S (電話帳登録) コマンドの パラメータ 「 vj で入力できる文字列対照表 




( P 111、112) から指定した文字列を音声出力します。 

電話機設定書式 

なし 


AT コマンド*式 

AT * T [ k]v 


7 パラメータ 


k 二!00 〜! 02 

効果音 

丁 

□ 



V 

相手先名称文字列 （ P 111、 112)文字列対照表参照） 

グ 





ポ 

Q 




1 

卜 

1 MEMO 




の 





設 

定 

効果音も確認することができます。 



設定例 


1. 「すずき」という名称を確認するとき。 
AT*Tsuzuki 

2. 効果音1を確認するとき。 

AT * T !00 

3. 効果音24•「さとう」を確認するとき。 
AT * T !01 satou 
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インターネツトに格繞しよう 


本章ではインターネットへの接続する前 
の準備と、インターネットへの接続手順 
について解説します。 
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I インターネットに接続する前 M 


•パソコンの用意 

インターネット接続するためにはシリアルポート ( RS -232 C )、 または USB ポートを搭載したパソコンが必要で 
す。パソコンのシリアルポートに本装置を接続する場合は、インターネットに接続する回線速度に見合った 
DTE 速度(パソコンのシリアルポートから本装置に出される速度）が必要です。本装置の対応している DTE 
速度は11 5.2 kbps までとなっています。下記表を参照してパソコンの DTE 速度を指定してください。 


通信手順 

接続する 

パソコンのシリアル 

回線速度 ( kbps ) 

ポート速度 ( kbps ) 

1=1 4fa 

64 

115. 2(57. 6) 

同期 

128 

115. 2 


A 


注意 


MEMO 


• USB ポート【白色】に接続したパソコンと、 
DTE ポート【濃青色】に接続したパソコンから 
インターネットに同時接続することはできま 
せん。 

•本装置は V . 110などの非同期通信手順に 
は対応しておりません。 

•本装置の DTE ポート【濃青色】の速度は 
11 5.2 kbps までの対応となっています。 

◎パソコンのシリアルポートと本装置の DTE ポート【濃青色】を接続してインターネット接続する場合 

• Macintosh など、パソコン側のシリアルポートの速度が 230.4 kbps に対応している場合でも、最高1 15.2 kbps 
以下の設定にしてください。 DTE 速度230.4 kbps は本装置では認識できません。 

_128 kbps でインターネットに接続する場合、 DTE 速度が 115_2 kbps となりますので、若干スループットが落ち 
ることがあります。 

•回線速度 64 kbps でインターネット接続するとき、パソコンのシリアルポートの対応速度が最高 57.6 kbps ま 
での場合は若干スループットが落ちることがあります。 パソコン 

•対応している DTE 速度が 38.4 kbps までなどの時は接続で 
きない場合があります。詳しくはパソコン販売店等へお問 
い合わせください。 

■お持ちのパソコンの DTE 速度が何 kbps まで対応している 
かなどに関してはパソコン販売店等へお問い合わせくだ 
さい0 



MN 128 mini-V 


« DQ@ 






DTE 

【濃靑色】 


◎パソコンの USB ポートと本装置の USB ポート【白色】を接続してインターネット接続する場合 
• USB ポートが使用可能な状態かどうか確認してください。詳しくはパソコンの取扱説明鲁を参照してくだ 
さい0 


•パソコン本体の USB ポートと本装置の USB 
ポート【白色】を USB ケーブルで接続してく 
ださい。 USB ハブなどを介して接続した場合、 
正常に動作しないことがあります。 


パソコン 



|インタ—ネツトに接続しよぅ 
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籲通信ソフトウェアの用意 

インターネットに接続するためのソフトウェアとして、プロバイダにダイヤルするための PPP 対応の通信ソフ 
トウェアと TCP/IP スタック、インターネット上の情報を閲覧するための WWW ブラウザ、インターネットでメー 
ルサービス等を利用する場合は、そのためのアプリケーションソフトが必要となります。 

〇 PPP 対応通信ソフトウェア 

プロバイダにダイヤルして ISDN 回線で接続するための通信ソフトウェアです。下表は代表的な ppp 対応 
通信ソフトウェアの一例です。これ以外にも PPP 対応通信ソフトウェアは多数存在します。お使いの、また 
は購入予定の通信ソフトウェアでインターネットに接続できるか否かに関しては、各ソフトウェアのマニュア 
ルを参照するか、各ソフトウェアの販売店等へお問い合わせください。 


0 S またはパソコン 

PPP 対応ソフトウェア 

Windows 98/95/ NT 4.0 

ダイヤルアップネットワーク 

Macintosh 

リモ—トアクセス （Open Transport / PPP)、Free PPP 


MEMO 


•インターネットに接続するために必要となる各種ソフトウェアは、本装置には添付しておりませんので、別 
途ご用意していただく必要があります。 

■上記表中の Windows 98/95/ NT 4.0 用のダイヤルアップネットワークは基本的に OS ( Windows ) に標準添 
付されていますが、別途インストールが必要になる場合があります。詳しくはパソコンの マニュアルを 参 
照するか、各パソコンの販売店等へお問い合わせください。 

■Macintosh をお使いの場合、 0S によつてにリモートアクセス （Open Transport/PPP) が標準添付されてい 
ますが、 PPP 対応通信ソフトウェアが添付されていない場合、市販品を購入するか雑誌や商用ネットから 
シェアウェアやフリーソフトを入手する必要があります。市販品購入に関しては、ソフトウェア販売店等へ 
お問い合わせください。 

■「FreePPPj はフリーソフトウェアです。 

•各種通信ソフトウェアの購入またはインストールなどに関してはパソコン販売店などにお問い合わせくだ 
さい0 


|インタ—ネットに接続しよぅ 
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〇 TCP / IP スタック 


インターネットに接続するために必要となる標準的なプロトコルです。下表を参照してください。 


0 S など 

TCP / IP スタック 

MEMO 

Windows 98/95/ NT 4.0 

TCP/IP 

基本的には標準添付ですが、別途インストールが必要 
になる場合があります。詳しくは各パソコンのマニュアル 
を参照するか、販売店等へお問い合わせください。 

Macintosh 

TCP/IP 

Macintosh の 0 S (漢字 Talk ) のノ くージョンなどによって 
「 TCP / IP 』で設定する場合と、 「 MacTCPj で設定する 
場合があります。インストールされていない場合は別途 
インストールが必要になる場合があります。インストール 
に関して、また、「 TCP / IP 」または 「 MacTCPj どちらに対 
応しているのか、設定方法など、詳しくは各パソコンの 
マニュアルを参照するか、販売店等へお問い合わせくだ 
さい0 

MacTCP 


〇 WWW ブラウザ 

回線が接続された後に、インターネットの画面を閲覧するためには WWW ブラウザが必要です。パソコン 
又は 0 S によっては標準添付されていますが、通常は、別途用意する必要があります。 

ソフトウェアの購入、起動の方法などに関しては、各ソフトウェアのマニュアルを参照するか、販売店等 
へお問い合わせください。 


I インタ—ネットに接続しよう 
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•プロバイダとの加入契約 

インターネットに接続するためには、まずプロバイダとの契約が必要です。契約に関しての詳しいことは各 
プロバイダへお問い合わせください。 

〇プロバイダによって対応している回線種別/回線速度がちがう 

対応している回線種別や通信手順、回線速度などはプロバイダによって異なります。本装置は同期 
64 kbps または 128 kbps に対応しています。 ISDN の同期 64 kbps または 128 kbps のアクセスポイントに対応し 
ているプロバイダと契約しましよう。 


〇 ISDN 回線に対応しているプロバイダと契約しよう 

本装置からインターネットに接続する場合、 ISDN 回線に対応しているプロバイダと契約する必要がありま 
す。また、プロバイダによっては ISDN 回線とアナログ回線の両方に対応しているところもありますが 、 ISDN 
回線の番号にダイヤルしないと接続できません。 


〇アナログ対応の番号にダイヤルしても接続できません 

本装置を使ってインターネットに接続する場合は ISDN 回線に対応している番号(プロバイダ)にしか接続で 
きません。アナログ回線にしか対応していないプロバイダに接続するにはモデムを使う必要があります。 

〇対応している通信手順（同期/非同期）を確認しよう 

一般的に 「64 kbps 」 や 「128 kbps 」 など高速通信は同期手順、 「38.4 kbps 」 などの通信は非同期手順です。 
ISDN 回線に対応しているプロバイダと契約していても、非同期にしか対応していないときは接続できませ 
ん。同期手順に対応したアクセスポイントの電話番号にダイヤルしてください。本装置は同期手順のみ対 
応しています。 

〇接続したい通信手順•回線速度に合わせた設定にする 

接続先の通信手順/回線速度に合わせて本装置の設定を行ってください。 

例えば 「64 kbps 」 の同期手順で接続したい場合、本装置でも「回線速度 64 kbps /同期 HDLC PPPJ 
の設定にします。 


MEMO 



イ 

ン 

夕 

I 

ネ 



4 


■ ISDN に対応しているか、また何 kbps まで対応しているかなど詳しいことは各プロバイダへお問い合わせ 
ください。 
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■ディジタルデータ通信と通信モードについて 


•ディジタルデータ通信の特長 

ISDN の通信では、ディジタルデータ通信とアナログ通信の着信を区別します。つまり、本装置の 「DTEJ 
ポート【濃青色】、または 「 USBJ ポート【白色】に接続したパソコンからディジタルデータ通信をする場合、 
通信先も同様な構成でないと通信できません。 P 30 の図を参照してください。また、 ISDN のディジタルデ 
ータ通信はモデムを使用した時のような接続音（ピ■ポ•パ • _ •) はでません。 


MEMO 


本装置の 「 DTE 」 ポート【濃青色】、または 「 USB 」 ポート【白色】から177番ゃ117番、104番などアナロ 
グのみ対応している番号には接続できません。 

•非同期/同期 PPP 自動変換 

一般的にパソコンのシリアルポートは同期通信に対応していません。本装置はパソコンのシリアルポート 
または USB ポートからの非同期 PPP データを同期信号 ( HDLC フォーマット）に変換して回線側に送り、回 
線側からの同期 （ HDLC フォーマット)データを非同期 PPP データに変換してパソコンへ送ります。これによ 
り、 64 kbps または 128 kbps の同期通信が可能となります 。 PPP (Point to Point Protocol ) とは RS -232 C 
(/《ソコンのシリアルポート）、または USB ポートからインターネットに接続するときに使用するプロトコル 
です。 

©HDLC ( PPP ) モード ーー 「 AT & Q 5 J --一 

回線速度が 64 kbps または 128 kbps のとき、パソコンのシリアルポート、または USB ポートから送られてきた 
非同期 PPP データを HDLC フォーマットに変換し、回線側から送られてきた HDLC フォーマットデータを非同 
期 PPP データに変換します。 

◎HDLC ( PPP)/DTR モード、—— 「 AT & Q 6」 —— 

基本的な動作は HDLC ( PPP ) モードと同様ですが、パソコンの DTR 信号が OFF 〜 0 N に切り替わったときに 
「 AT&ZJ (回線番号の登録、消去）で登録番号“0”に登録されている回線番号に発信して HDLC フォーマ 
ットで通信します。 
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• MP(Multilink Protocol ) 通信 


「通信モード」/「回線速度」の設定例は以下表参照してください。 


回線速度 

通信モード 

初期化コマンド 

64 kbps 

同期 HDLC PPP 

AT & F & Q 5$ S 12¥ Q 3 

128 kbps 

同期 MP 

AT & F & Q 5$ S 12! H 1¥ Q 3 

または 

AT & F & Q 5$ S 14! H 2¥ Q 3 


•通信モードと回線速度 

Windows 98/95/ NT 4.0 また、 MacOS でリモートアクセス （Open Transport / PPP ) のような CCL ファイルを利 
用するソフトウェアを使用する場合は添付の CD - ROM から設定ファイルを登録してください。設定ファイル 
には下記に説明する必要な設定情報が記述してあるので、設定ファイルを登録した場合は別途設定は必 
要ありません。設定ファイルの登録方法については P 124 〜を参照してください。 

インターネット(ディジタルデータ通信）へ接続するために必要な設定を以下に記述します。 


MP 通信は、2つの B チャネルを同時に使用して、 128 kbps で通信を可能にするためのプロトコルです。本装 
置から 128 kMP で発信したとき、はじめに 64 kbps で通信し、発信側/着信側両方の B チャネルが空いていると 
きに2つ目の B チヤネルを接続します。 


MEMO 


•接続先が MP 通信をできないときは 64 kbps 通信となります。 

•認証を行うとき、接続先の認証方式は 「 PAPJ または 「 CHAPJ をサポートし、 「 CHAPJ を利用するときは 
本装置の 「 AT ! MJ で「ユーザ名」「パスワード」を設定してください。 

•通常2 つの B チヤネルを使用しているときは、アナログポートに接続しているアナログ電話機などでは通 
信できませんが、本装置ではアナログ機器を優先して使用することができる（リソース BOD ) ので、 
128 kMP 通信を行っていてもアナログ着信や発信を行うことができます。 P 43、 84を参照してください。 



設定項目 

説明 

コマンド 

通信モード 

「 HDLC 通信モード」の設定 

AT&Q 

回線速度 

「64 kbps 」「128 kbps 」 いずれか接続したい回線速度を選択 

AT$S 

DTE 速度 

本装置は DTE 速度自動判別ですので、本装置では設定の必要 
はありません。お持ちの通信ソフトウェアで設定してくださし、 
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/ i \ 注意 

※プロバイダによっては本装置では対応していない非同期通信手順に対応しているところもありますが、 
本装置は非同期通信手順には対応していません。 

◎本装置の DTE ポート【漉靑色】とパソコンのシリアルポートを接続する場合 

•通信ソフトウヱア側と本装置側のフロー制御の設定を合わせる必要があります。上記初期化コマンド例 
内の 「¥ Q 3 J は本装置のフロー制御の設定を 「 RTS / CTS 」 にしています。通信ソフトウェア側の設定も 
「 RTS / CTSJ にしてください。 Windows のダイヤルアップネットワークの場合、「フロー制御使う」にチェック 
し、「ハードウェア ( RTS / CTS )」 が初期値になっていますのでそのまま通信してください。 

Macintosh の場合は 「CTS only 」 、または 「 CTS & RTS ( DTR )」 を選択してください。 
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■インターネットに接続しよう 


# Windows 98 編 


本装置の DTE ポート【濃青色】とパソコンを接続する場合は、 USB ドライバのインストールは必要ありま 
せん。 P 124 の「設定ファイル ( inf 7 アイル)を登録する」に進んでください。 


〇 USB ドライバをインストールする 

本装置の USB ポート【白色】とパソコンの USB ポートを接続してインターネットを利用する場合、添付の CD - 
ROM から USB ドライバをインストールする必要があります。 

0 - a 

MEMO USB ポート【白色】から通信する場合 


※本装置の USB ポート【白色】とパソコンの USB ポートを接続して通信する場合の動作確認 OS は Window S 98 
日本語版、または MacOS 8.5 J 以降です。これ以外の OS では動作保証できません。 

《 PC -9821 シリーズや、 DOS / V 以外のパソコンなどではご利用になれません。また、 Window S 98 がインスト 
ールされている DOS / V パソコンでも、お使いの環境によっては正し〈動作しないことがあります。 
《 Windows 95 から Windows 98 へアップグレードしたパソコンでは正しく動作しない場合があります。 
Windows 98 プリインストールのパソコン、または、 Windows 98 を新規インストールしたパソコンをお勧めしま 
す。ただし、パソコンメーカが Windows 98 での動作保証をしていないパソコンでは、正常に動作しない場合 
があります。 

◎ Windows 98 に USB ドライ/ くをインス!-ールする 

本装置の USB ポート【白色】とパソコンの USB ポートを接続して通信するためには、本装置に添付の CD - 
ROM から USB ドライバのインストールが必要です。予め付属の CD - ROM をご用意ください。 

下記手順でインストールしてください。 

※画面はパソコンの環境によって画面表示が異なる場合があります。 

(1) 付属の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ドライブにセットしてください。 

(2) 本装置の USB ポート【白色】とパソコンの USB ポートを接続します。 

(3) 新しいハードウエア 「 MN 128 mini - V 」 の画面が表示され、「新しいハードウエアの追加ウィザード」が表示 
されますので、「次へ」をクリックします n 
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(4) 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」にチ：!:ックし、「次へ」をクリックします。 



(5) 「検索場所の指定」ボタンにチェックし、「参照」ボタンをクリックして CD-ROM ドライブ内の 「WinJ — 
tusbj フォルダを選択し、 「OKJ ボタンをクリックします。「検索場所の指定」に選択したフォルダが表示 
されるので「次へ」ボタンをクリックします。 
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(6) 「ドライバのある場所」で選択したフォルダが表示されるので確認して、「次へ」ボタンをクリックします。 

(7) インストール完了したことが表示されるので「完了 J ボタンをクリックします。 

(8) 「次の新しいドライバを検索しています Virtual USB COM port」 が表示されるので、「次へ」ボタンをク 
リックします。 

(9) 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」にチェックし、「次へ」をクリックします。 

(10) 「参照」ボタンをクリックし、 CD-ROM ドライブ内の 「Win」—「USBJ フォルダを選択し、 「0KJ ボタンをク 
リックし、「検索場所の指定」に選択したフォルダが表示されるので「次へ」ボタンをクリックします。 

(11) 「ドライバのある場所」で選択したフォルダが表示されるので確認して、「次へ」ボタンをクリックします。 

(12) 「MN128mini-V Virtual COM Port」 のインストール完了したことが表示されるので「完了」ボタンをクリ 
ックします。 
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〇設定ファイル ( inf 7 ァイル)を登録する 
•あらかじめ、付属の CD - ROM をご用意ください。 

•画面はパソコンの環境によって多少画面表示が異なる場合があります。 

_ Windows 98/95 でインターネットに接続する場合、添付 CD - ROM から設定ファイル ( inf 7 ァイル)を登録する 
だけで本装置を認識できます。 

_ irO ァイルを登録する場合、 AT コマンドで設定している内容を一旦初期化して、通信が終了したときに元 
状態に戻します。 irO ァイルの内容と別の設定が必要なときは、 P 137 を参照して追加設定をしてください。 

(1) 付属の〇 D - ROM を/《ソコンの CD - ROM ドライブにセットしてください。 

(2) 「スタート/設定/コントロールパネル/モデム」をダブルクリックしてください。 



(3) 「モデムのプロパティ」のウィンドウから「追加」をクリックします。 



































⑷「モデムウイザード J のウィンドウから「モデムを一覧から選択するので検出しない」をチェックし、「次へ」 
をクリックします。 



ムの技出を行も始ぬ 5*1 に、次^杉 115 して优 

モょム«獅て 
£デ4*腕し UvfeTW - シ亡がすべて 


MEMO 


パソコンの環境によっては以下の画面が表 
示されることがあります。 

① インストールするモデムの種類を選択する 
画面 

〇 PCMCIA モデムカード 

_ 一一 __ _ _ _ ® その他 

a 述 r -^->— 1キ说ル| この場合は「その他」を選択して次へ進ん 

でください。 

② ハードウェアウィザードを実行するかどうか 
の選択画面 

(5) モデムー覧が表示されますが、「ディスク使用」をクリック④ハードウェアウィザードを実行しない 
します。 にチェックして次へ進んでください。 


燊 I 齡合' 


娜インストルディ 
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(6) 「ディスクからインストール」のウインドウから「参照」をクリックします。 



(7) 「開く J のウインドウで、 CD - ROM ドライブを選択し、 「 winj フォルダが表示されるのでダブルクリックし 
ます。 「 infj フォルダが表示されるのでダブルクリックして 「 mdmmini 2. infj を選択し、 「 OKJ をクリックしま 
す0 



※パソコンによって CD - ROM ドライブ名などの表示は異なります。 

(8)「 winj — Hnf 」 フォルダが選択されたことを確認して 「 OKJ をクリックします。 
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(9) 「モ丁ムウイザード J のウインドウの中に「關128阳1|1し56»^(641〇_|、 「 MN 128 mini Series ( MP 128 k ) J 
の2つのモデルが表示されますので、どちらかを選択して「次へ」をクリックします。 


• ■狐辦識，合、 勸ストルディ 

WHT25^iii5^s7WPT28k) 


デイス加邸-」 


く寂妞 ILZa^-TZl キ咖レ 


MEMO 


※64 kbps で接続したいときは rMN 128 min し Series (6 4 k ) J を、 128 kbps で接続したいときは 「 MN 128 mini Series 
( MP 128 k ) J を選択してください。 

※ここでは 64 kbps で接続するときの設定例を示します。 


(10) Mm 28 min 卜 V を接続する COM ポート選択して「次へ」をクリックします。 


◎シリアルポートに本装置を接続するとき 
通信ポート (COM * ) を選択してください。 


◎ USB ポートに本装置を接続するとき 
「 MN 128 mini - Vj を選択してください。 




_<RS©> I へ 〉1 キ Vン tot 


<B»®> I 次へ > 1— キ v>to レ 


A 


注意 


く DTE ポート【濃青色】にパソコンを接続するとき〉 

※この例ではパソコンのシリアルポー KC 0 M ポート1)に接続したぃ場合を表示してぃます。 

※シリアルポートが COM 1/ COM 2 どちらなのか分からなぃ場合は、パソコンのマニュアルを參照するか、 
パソコンメーカなどにお問ぃ合わせくださぃ。 

く USB ポート【白色】にパソコンを接続するとき〉 

※付属の CD - ROM から USB ドライバのインストールが必要です。インストール方法は P 122 を參照してくださ 
い0 
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(11) モデムは正常にセットアップされました。というメッセージが表示されますので、「完了」をクリックし 
ます。 

(12) 「モデムのプロパテイ」のウインドウに戻り、セットアップされた 「 Mm 28 mini Series (64 k ) j が選択六 
れている状態で、「プロパティ」をクリックします。 


全拉 


?|X| 


淡 次®モデ卜?，対 


ll 


H 脚©」 ブ□パティ®) 


イイ V ル允去- 


タイヤル元： Default Location 

鼠てル方法妇 Of す[ダイパティ】砂，制 
ダイヤル於〇パティ© j 


JHbS I キゃン fcVl. 


(13)「 MN 128 mini _ Series (64 k ) のプロパテイ」のウインドウで、「ポート J 、「最高速度」の設定が正しい 
とを確認(間違っている場合は修正）し、 「 OKJ をクリックします。 

◎シリアルポートに本装置を接続するとき © USB ポートに本装置を接続すると去 


全技 |» 0 E | 


MN128mhiSer»8(64k) 


ポ-卜彳 

音 


，く QJBBlSSSaH^BBri 




fi 15200 

r この速屯て匁み接‘.•ぺ 




OK I 


全 ft I 舶 I 


MN128mini.S<)ri»s<64k) 


-卜 ！^ 11 


«©- 


(115200 


OK I キャンセル 


A 


注意 


• DTE ポート【濃青色】にパソコンを接続するとき 

回線速度が 64 kbps または 128 kbps で接続するには DTE 速度（パソコン等のシリアルポートから本装置に出 
される速度）115,20 0 bps を推奨します。パソコンの DTE 速度が57,600 bps までしか対応していないときは 
57,600を選択してください。 

• USB ポート【白色】にパソコンを接続するとき 

選択するポート 「 MN 128 mini - V 」 は、 MN 128 min 卜 V とパソコンが付属の USB ケーブルで接続されていないと 
きや、 MN 128 mini - V の電源が OFF になっているときは認識されません。 
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(14) モデムのプロパティの画面で「検出結果」タブをクリックしてください。 



(15) MN 128 mini - V で使用する COM ポートを選択した状態で「詳細情報 J をクリックします。 

■)K USB ポートで通信する場合は検出結果に 「 MN 128 min 卜 V 」が表示されることを確認したら「閉じる J 
をクリックします。 


◎シリアルポートに本装置を接続するとき 


3 


技出トヒインスト-ス： 


C 


war 


1インスト 


MN128minLSofies<64k) 


，〇 0M2 
^•COM2 
^>COM2 


32KA% デイオ•テし労トド OCH P 
32KA% デイオ•デトド 0C-1S 


Paldio 611 S 




◎ USB ポートに本装置を接続するとき 
TTTR1 


冬ル 



(16) 「詳細情報」の画面で、「ポート情報」に MN 128 mini - V を利用するポートが表示され、下記のように 
「 AT 12 J で製品名と 「 ATI 3」 で現在のファームウェアのバージヨンを表示することを確認し、すべての 
画面を 「 OKJ をクリックします。 



MEMO 


USB ポートに本製品を接続する場合は 


Windows では、ポート名が COM * という名前でないと、詳細 
情報を表示することができません。 USB ポートから通信する 
場合は、ポート名が 「 MN 128 mini - VJ で登録されるので、 
詳細情報をクリックすると、「ポートが開けません J という 
\ メッセージが表示されます。 

USB ポートから本装置が認識されているかを確認する場合 
は、 AT コマンドで 「 ATI 2 J と入力してください。入力方法は、 
P 64 〜を参照してください。 
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〇ネットワークの設定 

(1) 「コントロールパネル」の「ネットワーク J をダブルクリックします。 



(2) 「ネツトワーク J のウインドウから 「 TCP / IPJ を選択し、「プロパティ」をクリックします。 



OK 1 キャンセル 


MEMO 


※丁 CP /1 P が無い場合は、「スタート/設定/コント ロール パネル/ネットワーク」を開き、 「追加」 ボタン夯 
クリックします。「プロトコル」を選択し、 「追加」 ボタンをクリック。「製造元 ( M ) : J で 「 Microsoft 」、 「ネット 
ワークプロト コル:」 で 「 TCP / IP 」 を選択し、 「OKJ をクリックすると追加されます。 

ダイヤルアップアダプタが無い場合は、「スタート/設定/コント ロール パネル/ネットワーク」を開き、 
追加」ボタンをクリックします。「アダプタ」を選択し、「追加」ボタンをクリック。「製造元 ( M ) :」で 
「 Microsoft 」、 「ネットワークアダプタ:」で「ダイヤルアップアダプタ」を選択し、 「 OKJ をクリックすると追 カロ 
されます。詳細はパソコンのマニュアルを参照するか、パソコンの販売店等へお問い合わせください。 
※丁 CP / IP の項目が複数有る場合は“ TCP/IP — ダイヤルアップアダプタ’，を選択します。 
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(3)「 TCP / P のプロパティ」のウィンドウの HP アドレス」のタブで、 「 IP アドレスを自動的に取得」にチエツ 
クされていることを確認し、 「 DNS 設定」のタブをクリックします。 



(4)「 DNS 設定」のタブで、適当な名前のホスト名（この例では Myhost ) 、契約されているプロバイダの 
ドメイン名（この例では ABC _ net がプロバイダ）、 DNS サーバの IP アドレスを入力し、「追加」をクリック 
してから 「 OKJ をクリックします。 



(5) 「ネットワーク J のウィンドウに戻るので 「 OKJ をクリックすると、「再起動しますか？」のメッセージが表 
示されるので、「はい」をクリックし、再起動してください。 


, 9 \ 


ztias 、 再 Ei*rr る必里が ® 1 J 主す。 
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〇プロバイダにダイヤルアップ接続する 


(1) 「マイコンピュータ/ダイヤルアップネットワーク」を開き、「新しい接続」のアイコンをダブルクリックし 
ます。 


MEMO 


ダイヤアップネットワークが無い場合、「マイコンピュータ/コントロールパネル/アプリケーションの追加と 
削除」を開き、 「Windows ファイル」のタブをクリックします。「ファイルの種類 (£) :J で「通信」にチェックし、 
「詳細 ( Q ) :」ボタンをクリックします。「ダイヤルアップネットワーク」にチェックして 「0 K 」 をクリックすると、ダ 
イヤルアップネットワークが追加されます。詳細はパソコンのマニュアルを参照するか、パソコン販売店等 
にお問い合わせください。 


夕 _f V ルアップネットワ4 IVIsIE ? 



(2) 「新しい接続 J のウインドウで、適当な接続名を入れ、「モデムの選択」で MN 128 mi n i _ Seri eS (64 k ) を選 
択し、「次へ」をクリックします。 



fABC.ne 


^^^MN128mini_Sefies<64k) ノ 






_戻る但） ir^wii キャンせ j レ 
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(3) 「新しい接続」のウィンドウで、接続先プロバイダの電話番号を入力し、国番号を日本に変更し「次へ」 
をクリックします。 



(4) 「新しいダイヤルアップネットワーク接続が次の名前で作成されました J と表示されるので、「完了」を 
クリックします。 
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(5) 「ダイヤルアップネットワーク J のウインドウに、アイコンが作成されるので、選択してマウスを右クリツ 
クし、「プロパティ J を選択します。 



j アドレスダイヤルア9ブネゥ 


タイヤルアッブネット 

1 » 21 
斬 u 湘孩 BSS— 鑛 ts<Q> 
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(6) 「サーバの種類」をクリックします。 



(7) 「サーバの 種類」 のウインドウで、 「 TCP/IP 」 だけにチェックし、「 TCP/IP 設定」 ボタンをクリックしま 

す0 


A 


注意 


チェックする項目に関しての詳細はプロバイダへ確認してください 


全#サ ?-«>»«) スタ j プト m |マ好 u '/ 1 
ダイヤル？》ブサーパ- < D || 類公. 
ppp： ィ>$-ネクト、 WndowsNT Sorver, Wndom 98 
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(8)「 TCP / IP 設定」のウインドウで「サーバが割り当てた IP アドレス」にチェックされていることを確認し、 
「ネームサーバーアドレスを指定」にチェックして DNS のアドレスを入力し、 「 OKJ をクリックします。 


A 


注意 


DNS のアドレスが分からない場合は契約されているプロバイダにお問い合わせください。 


サーバ'•が割0当てた P アドレス<£〉 
f IF アドレスを指定する (£)— 

IP # レス达 v f 0 一 If 


ZJ 


j -ムサ-バ- 
Iプライ TU DNS(£ 


当 U ネームサ'•パー:？ドレス㊆ 
アドレスを指定する (M) - 




イマ J DNS 必ご飞咖 
他ン列 DNS 妙 
プライマ j wwsm 
肋ン則 WINSO)： 




0 


0 


0 


F7IP へ分 HE 箱を跳〉 

17リモートネ9トワ'■りてザ方ルトの^トトウ：!イを使5切 

[ ok i 


(9) 「サーバの種類」、「作成したウィンドウ（この例では ABC _ net )」 のウィンドウをそれぞれ 「 OKJ をクリック 
し、「ダイヤルアップネットワーク」のウインドウ内の作成されたアイコンをダブルクリックします。 


j アド以[^ダイヤルアップネット4 


タイヤルアップネットワ' ■... HISE3 


J 7W ル 0 篇集 <E) > 1| 


和， ♦ 

：m ■ 




タイヤルア^^ 

S 


新しい招铳 


，レアッブネット 1 


1刪ブジ w 卜紐折 
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(10) 「接続 J のウィンドウで、契約しているプロバイダに接続するためのユーザ名、パスワード、電話番 
号を入力し、「接続」ボタンをクリックします。 

注意 

ユーザ名もしくはパスワードが分からない場合は契約されているプロバイダにお問い合わせください。 



(11) 「ダイヤルアップネットワーク」のウインドウで、64000 bps で接続と表示されれば正常接続されました。 
この状態で、お使いのブラウザを起動し、 URL を入力すればインターネット画面を閲覧できます。 



MEMO 
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◎シリアルポートからインターネット接続する場合 

ボイス機能で電話着信時に相手先名称などをお知らせしているときに、インターネット接続した場合、ボイス 
機能で情報を知らせてからプロバイダにダイヤルします。 

◎USB ポートからインターネット接続する場合 

※通信中に USB ケーブルを抜いたり、本装置の電源を OFF にした場合、パソコンが停止することがあります。 
《 MN 128 min 卜 V の電源が OFF のときや、電源が ON の状態でも USB ケーブルが接続されていない時に接続 
すると、パソコンが停止したり、ダイヤル中の状態で停止してしまうことがあります。その場合は、パソコン 
を再起動し、 MN 128 mini - V の電源を入れ直してください。 
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〇 Windows 98/95 でコマンドの追加設定をする 


(1) P 124 の手順 （5) を行ったあと、 （6) の画面で、「設定」をクリックし、 「 MN 128 mini _ Series (64 k ) のプロパ 
ティ』の画面で「接続」タブをクリックし、「詳細」をクリックします。 



(2) 「接続の詳細設定」の画面の追加設定の欄に追加コマンドを入力します。 




■ 


MEMO 


この例では、 


、‘ 「 x 3 j ->►応答コード3にする 

夕 「 ¥q3j ——> フロー制御を 「 RTS/CTSJ にする 
I を追加コマンドとして入力しています。 

ネ 「応答コード 3 J については P 198 を参照してください。 

ツ 
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• WindowsNT 4.0 での設定 


〇設定ファイル ( inf 7 ァイル)を登録する 

• Windows 98/95 の設定方法と同じです。 P 124 〜129の手順⑴〜 （16) を参照してください。 

■予め、付属の CD-ROM をご用意ください。 

•WindowsNT4.0 でインターネットに接続する場合、添付 CD-ROM から設定ファイル (inf7 ァイル)を登録する 
だけで'本装薄を認識で去ます 

•inf7 ァイルを登録する場合、 AT コマンドで設定している内容を一旦初期化して、通信が終了したときに元 
状態に戻します。 inO ァイルの内容と別の設定が必要なときは、 P137 を参照して追加設定をしてください。 
_WindowsNT4.0 の場合、 P128 の Windows98/95 の設定手順 （ 13) で、シリアルポートが表示されないときは、 
「コント ロール パネル J でシリアルポートを追加してください。詳しくはパソコンの マニュアルを 参照してくだ 
さい0 

•Window S NT4.0 では、本装置の USB ポート【白色】から通信できません。 DTE ポート【濃青色】にパソコンを 
接続してください。 

〇リモートアクセスのセットアップ 

設定ファイルの登録完了後、「ダイヤルアップネットワークを今すぐ構成しますか」というメッセージが表示 
されたときは （2) へ進んでください。 

(1) 「コントロールパネル/ネットワーク j で「サービスタブ/リモートアクセスサービス」を選択し、 
「プロパティ」をクリックします。 


■m ih ^ i rm ] 


■ ?lxt 


a rpc 供成 

JQS«rvictts for Macintosh 
2 JSNMP ス 


Jl ： :. 3 


m -- 

ュ -^-^ ネブ • こ作 « で 5 ます • 


(2) 「リモートアクセスセツトアップ」のウインドウで「追加」ボタンをクリックします。 





« Tt | 


4♦ンゼル| 

す', 1 乃-如>， j 

如*砂| 




知遲 , 广 


MEMO 


ご使用の環境によって表示されないこと 
があります。 


ー インタ—ネツトに接続しよぅ 
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(3) 登録したデバイスを選択して 「0 KJ します。この例では 「 Mm 28 mini _ Series (64 k )」 が選択されます。 





(4) 「リモートアクセスセットアップ」のウインドウに MN 128 min Series (64 k ) のデバイスが追加されたことキ 
確認し、「構成」をクリックします。 



(5) 「ポート使用の構成」のウインドウで「ダイヤルアウトのみ」を選択して 「 OKJ をクリックします。 
シリアルポートに本装置を接続するとき 



(6) 「リモートアクセスセットアップ」のウインドウに戻りますので、「ネットワーク」をクリックします。 

(7) 「 TCP / IP 」を選択し 「0 K 」 をクリックします。 



I インタ—ネツトに接続しよぅ 
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(8) 「リモートアクセスセットアップ J のウインドウに戻りますので「続行」ボタンをクリックします。 

(9) 「ネットワーク」のウインドウで「閉じる」をクリックすると「今すぐコンピュータを再起動しますか？」という 
メッセージが表示されるので、パソコンを再起動します。 


〇プロバイダにダイヤルアップ接続する 


MEMO 


•「コントロールパネル/ネットワーク」に「 TCP / IP 」がないときは「追加」ボタンをクリックしてインストールし 
てください。詳しくはパソコンのマニュアルを参照してください。 

•「マイコンピュータ/ダイヤルアップネットワーク」をダブルクリックしてインストールが必要である旨の画面 
が表示されるときはインストールしてください。詳しくはパソコンのマニュアルを参照してください。 
※ WindowsNT 4.0 の CD - ROM が必要になる場合があります。 

(1) 「マイコンピュータ/ダイヤルアップネットワーク」をダブルクリックすると、「電話帳は空です。エントリを 
追加するには 「 OKJ をクリックしてください。」というメッセージが表示されるので、 「 OKJ をクリックします。 


MEMO 


お使いの環境によっては （1) の画面が表示されずに、「ダイヤルアップネットワーク J の画面が表示される 
ことがあります。そのときは「新規」をクリックし、手順 (2) へ進んでください。 

(2) 適当なエントリ名、相手先の電話番号を入力し、ダイヤル方法で「リモートアクセス」のセッ K 7 ップ時に 
登録した、 「 MN 128 mini _ Series (64 k ) J などを選択して「構成」をクリックします。 


MEMO 


※電話番号にはインターネットに接続するときは、契 
約しているプロバイダの 64 k または 128 kMP 用アクセ 
スポイントの電話番号を入力します。 

※ご使用の環境によっては、新しい電話帳エントリ名を 
入力する画面が表示される場合があります。そのと 
きはエントリ名を入力して「電話帳エントリについてはよく 
知っているので、/ロハ°テイを直接編集したい J にチェッ 
I クして「次へ」をクリックします。 

^ r テレフォ ニ ーダイヤルのプ□ハ*■テイを使う」にチェックされてい 
ないときは、「国番号 j と「市外局番」の欄が表示さ 
れませんので、「電話番号」の欄に市外局番から 
入力してください。 




?レ1 
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ス wn |セキュリティ 


トリ名©： lABC . Net 64 k 

於卜她 厂 

S # 号必 |日本如〉 — " 
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料ヤル方法®: | MN 128 mjni . Seri 8 s (64 k ) ( C 0 M 1) 3 格成切 -I 

厂状磨の^!颂]©^*-卜を 
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(3) 初期速度で「115200」が選択されていることを確認して 「 OKJ をクリックします。 



MEMO 


※お使いのパソコンの DTE 速度が 57.6 kbps までしか対応していな 
い場合は57600を選択してください。詳しくはパソコン販売店など 
へお問い合わせください。 

※契約しているプロバイダの指示にしたがって設定してください。 


(4) 「サーバー」 タブをクリックし、「グイヤルアッブサ-ハ•-の種類」で 「 PPP : WindowsNT . _ J を選択し、ネットワ-ク 
プロトコルで 「 TCP / IP 」 にチェックし、 「 TCP / IP の 設定」 をクリックします。 
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に 
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妾 



MEMO 


契約しているプロノ《イダの指示にしたがって設定してく 
ださい。 


(5) 「サ-ハしが割り当てた IP アドレス」にチェックし、プロバイダの指示にしたがって DNS アドレスなどを設定し 
て 「 OKJ をクリックします。 （4) の画面に戻るので、 「 OKJ をクリックし、次の画面で「閉じる」をクリックしま 
す0 


サ-が-が割 u 当てた ip アト1ス⑤ 
r ip アトルスを指定する © 

ip アドレス法〕. 


厂 


r 当てたネームハしアトルス® 
r (7 ネ气サー八しアト1/スを指定す_ -- 




フ XT !； DNS ( B >. 

DNS < hJ >. fF " 

r^r) wiNswp ： [ 〇 ~ 

WINSQ > Jo - 


" IP 皆圧箱を使^) 


「 y トトネッ kh ? 上のテ,オルトクしトウ X 仔〇»<盛^— 
厂 OK ] キドノ姊 
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契約しているプロバイダの指示に従って設定してください。 
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(6) 「コントロールパネル/モデム」をダブルクリックし、リモートアクセスのセットアップ時に登録したデバイ 
スを選択して「プロパティ」をクリックします。 



(7) 最高速度で「11520 0 J を選択い:「接続」タブの「詳細」をクリックします。 


MEMO 


お使いのパソコンの DTE 速度が 57.6 kbps までしか対応してい 
ない場合は57600を選択してください。詳しくはパソコン販売 
店などへお問い合わせください。 


(8) 契約しているプロバイダの指示に従って、「フロー制御を使う」のチェックをし、 「0 KJ 、「 OKJ 、 「閉じる」 
の順に進みます。 


MEMO 

i 追加 AT コマンドを入力するすることができます。 
ここでは 

「¥ q 3 J — フロー 制御を「 RTS/CTS 」 にする。 

! 「 x 3 j — 応答コード3にする。 

を設定しています。 

「応答コード 3 J については P 198 を参照してください。 



|¥q3x3 
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(9) 「マイコンヒュータ / ダイヤルアップネットワーク j をダブルクリックし、登録したエントリ名を選択、接続 
先の電話番号を確認して「ダイヤル」をクリックします。 


m 


g?Ixl 



W ヤルすン HI ©): 


晒 




敢睿号のフ 


112345678 
発 (S 元 ( S ): 


|新 U 觀 


^1 


(10) 契約しているプロバイダの指示にしたがって「ユーザ名 J 、 「パスワード」、「ドメイン」を設定し、 「0 KJ を 
クリックします。 




ドメイン17恤想る2-ず^;ハ.ストト从 


心ヮ-卜， 
ドが观 


7-^1 |*«* ) 




OK 


>辦 J 


(11) 正常に接続すると、「接続の完了」メッセージが表示されますので、お持ちの WWW ブラウザを起動 
してインターネット画面を閲覧することができます。画面右下に表示された％電話アイコンを右ク 
リックし、「切断」を選択すれば回線を切断します。 


|インタ！ 不ツトに接続しよ-つ 
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#Macintosh 編 


◎Macintosh に USB ドライバをインストールする 

本装置の USB ポート【白色】と Macintosh の USB ポートを接続して通信するためには、本装置に添付の CD - 
ROM から USB ドライバのインストールが必要です。予め付属の CD - ROM をご用意ください。 

下記手順でインストールしてください。 

(1) 付属の CD — ROM を Macintosh の CD — ROM ドライブにセツトしてください。 

(2) CD — ROM 内の 「 MACJ フォルダの中の 「 USBJ フォルダを開いてください。 

(3) 「 USBJ フオルダの中の 「 MiniVMacJ 、「 SerialShimLibJ の2つのファイルをハードディスク内の「システ 
ムフオルダ」にコピーしてください。 




MacOS 8.6 J 以降の場合、最新の 「 SerialShimLibJ がすでにインストールされていますので、付属 CD - 
ROM から 「SerialShimLibJ の コピーを する必要はありません。 「 MiniVMacJ のみ コピー してください。 


本装置の DTE ポート【濃青色】とパソコンを接続する場合は、 USB ドライバのインストールは必要ありま 
せん。 P 145 の「ソフトウェアの準備」に進んでください。 


〇 USB ドライバをインストールする 

本装置の USB ポート【白色】とパソコンの USB ポートを接続してインターネットを利用する場合、添付の CD - 
ROM から USB ドライバをインストールする必要があります。 

MEMO USB ポート【白色】から通信する場合 


※本装置の USB ポート【白色】とパソコンの USB ポートを接続して通信する場合の動作確認 0S は Window S 98 
日本語版、または MacOS8.5J 以降です。これ以外の 0S では動作保証できません。 

iMac の USB ポートから通信する場合、 MacOS8.5/8.5.1 で MacOS ROM J1-1.2.1 以外のときは、下記ヽ 
から iMac Rrmware アップデート 1.0 と iMac アップデート 1.1 を実行してください。 
http://www.apple.cojp/imac/index.html 


インタ—ネットに接続しよぅ 
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〇ソフトウェアの準備 

■ TCP / IP ( MacOS のバージヨンによつては 「 MacTCPj ) 

コント ロール パネルの中に TCP / IP ( MacTCP ) がなければインストールが必要です。 


• PPP 通信ソフト 

MacOS に添付されている「リモートアクセス （Open Transport / PPP ) J を利用するか、 「 FreePPPj などの 
フリーソフト、または市販のソフトウェアをご用意ください。 

Tmemo 


ソフトウェアの入手方法やインストール方法などは各ソフトウェア販売店などへお問い合わせください。 
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〇リモートアクセス （Open Transport/PPP(V2.0.1 )) のとき 

リモートアクセスを利用してインターネットに接続するには付属の CD - ROM から CCL ファイルのインストール 
が必要です。予め付属の CD - ROM をご用意ください。 

下記手順でインストールしてください。 

※ご使用の環境によってフォルダ名が異なる場合があります。その時は、該当するフォルダにコピーして 
ください。 

(1) 付属の〇 D - ROM を Macintosh の CD - ROM ドライブにセットしてください。 

(2) CD - ROM 内の 「 MAC 」 フォルダの中の 「 CCLJ フォルダを開いてください。 


(3)「 CCLJ フォルダの中の 「 MN 128 mini _ Series 64 k ⑴ 5.2 k ) J 、 「 MN 128 mini _ Series 64 k (57.6 k ) J 、 

「 MN 128 mini _ Series 128 k ( MP ) J の 3 つのファイルをハードディスク内の「システムフオルダ/機能拡張 
/Modem Scripts 」 にコピーしてください。 
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⑷ 「コン ト ロールパネル」の「モデム j で「 MN 1 28 mini _ Series 64 k ( 11 5 k ) J % 「経由 先：」を 選択し をクローズボ 
ックスをクリックし、「保存」します。 

◎本装置の DTE ポート【濃青色】から通信するとき 
「経由先： J で「モデム/プリンタポート」を選択します。 

※経由先は、ご利用のパソコンによって「モデムポート上「プリ 
ンタポート」、「モデム/プリンタポート」など表示が異なる場合 
があります。 

◎本装置の USB ポート【白色】から通信するとき 
「経由先： J で 「 MN 128 mini - Vj を選択します。 



※本装置の USB ポートが通信するときに選択するポート 「 Mm 28 min 卜 VJ は、 MN 128 mini - V とパソコンが付 
属の USB ケーブルで接続されていないときや、 MN 128 mini - V の電源が OFF になっているときは認識され 
ません。 

※お持ちの Macintosh のシリアルポート速度が 57.6 kbps までしか対応していないときは 「MN128mini Series 
64 k (57.6 k)J を選択してください。 

• X 128 kbpsMP 通信を行うときは 「 MN 128 min し Series 128 k ( MP ) J を選択してください。 

(5) 「コント ロー ルパネル」の 「TCP/IP(Ma C TCP)J を選択し、「経由先：」で 「PPPJ を選択します。 

「設定方法: J で「 PPP サ ー V 《を参照」を選択します。「ネームサー/くアドレス」や「ドメイン名 J などは契約 
しているプロバイダの指示にしたがつてください。クローズボックスをクリックし、「保存」します。 



MEMO 


※契約しているプロバイダの指示にしたがって設 
定してください。 

※毗〇丁〇卩のときは表示される画面が異なります。 
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⑹「コント ロール パネル J の「リモートアクセス」を選択し、契約しているプロバイダの指示にしたがつて 
「ユーザ名」「パスワード」「電話番号」を入力し、「接続」をクリックします。 


〇ゲス 

\ |mn12B 、一 

. . 

V a パスワードを保存 y 

10312345670 V 


〔ォプシ 3 ン f «« 1 


MEMO 


※ご使用のパソコンの環境によっては、「リモートアクセス」ではなく、 
「 PPP 」 と表示されます。 

※インター ネットに接続するときは、契約しているプロバイダの ISDN 64 k 
または 128 kMP 用のアクセスポイントの電話番号を入力します。 


(7) 正常に接続されると 64 k で接続した旨の画面が表示され、「接続」が「解除」に変わります。 

WWW ブラウザを起動すればインターネット画面を閲覧できます。「解除」ボタンをクリックすると回線を 
切断します。 


MEMO 
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◎モデムポートからインターネット接続した場合 

ボイス機能で電話着信時に相手先名称などを知らせているときに、インターネット接続した場合、ボイス機 
能で情報を知らせてからプロバイダにダイヤルします。 

◎ USB ポートからインターネット接続する場合 

■通信中に USB ケーブルを抜いたり、本装置の電源を OFF にした場合、パソコンが停止することがあります。 

その場合は、パソコンを再起動し、 MN 128 mini - V の電源を入れ直してください。 

_ MN 128 mini - V の電源が OFF のときや、電源が ON の状態でも USB ケーブルが接続されていない時に接続 
すると、パソコンが停止したり、ダイヤル中の状態で停止してしまうことがあります。その場合は、パソコン 
を再起動し、 MN 128 mini - V の電源を入れ直してください。 
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〇 FreePPP(2.6.2 ) のとき 


(1) 「コントロールパネル」の 「TCP/IP(MacTCP)」 を選択し、「経由先：」で 「FreePPPj を選択します。 

「設定方法：」で 「PPP サーバを参照」を選択し、「ネームサーバアドレス」や「ドメイン名」などは契約して 
し、るプロバイダの指示にしたがってください。クローズボックスをクリックし、「保存」します。 


< _ 


TCP/IP OlNl28mtnt—Series) • 一 —:— " El 


| FrwPPP 



|PPP サ-バ 



P 7卜"レス 
サブネ，トマスク 
ル-タアト"レス 


<サーバ*卷«> 
<サーパを移裡> 
<ザーパを费投> 


ネームサーパ7 R/ ス： 100.100.100.100 




m 


MEMO 


※契約しているプロバイダの指示にしたがって設定 
してください。 

《MacTCP のときは表示される画面が異なります。 


(2) 「メニューバー」の小さな電話のアイコンをクリックします。メニュー内の 「Open FreePPP Setup...J を選 
択します。 



MEMO 


電話アイコンが表示されていないときは、 FreePPP フォルダ 
内の 「FreePPP Setup」 を起動してください 0 


(3)「FreePPP Setup」 画面が表示されます。 



FreePPP Setups 


[Untitled 


From ： | Home 


Using ： [Generic Modem 


J ■ General M：sf Accounts ijf^ Locations U^; Modems ) 


! ^ 0 Allow applications to open 


connection 
"mules $ | 


Ivl DISComSP^ffTTTTF^ 

0 Check line state when connected 
0Show alerts during connect and disconnect 

□ On connect, open FreePPP Setup application 

□ Open application on connect ノ 

I Open TCP/IP ノ | 


MEMO 


※ウインドウが半分しか表示されない時は、▼印を 
クリックして表示させてください。 

《 「General」 内Iこチエック項目がいくつかありますが、 
一番上の 「Allow applications... J の所にだけは 
チェックを入れてください。これによりホームペー 
ジの閲覧、メールソフトでの送受信時に、この画 
面を表示する事無く自動的に 「FreePPP」 を立ち 
上げてインターネットに接続してくれます。 
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(4)「 Accounts 」 のタブをクリックし、表示された画面の 「 Edit ...」 をクリックします。 
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(5)「 Accounts 」 タブをクリックし、分かりやすいプロバイダ名などを 「 Account name :」 に、 「 Connect :」 は 
「 Directry 」 を選択し、契約しているプロバイダの指示にしたがって 「User name :」 と 「 Password : J を入力 
します。 


MEMO 


「Account name 」 にプロバイダ名などの分かりやす 
い名前を入力します。 


(6)「 DialupJ のタブをクリックし、インターネットに接続するときは、契約しているプロバイダの ISDN 64 k また 
は 128 kMP 用のアクセスポイントの電話番号を入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

p 

MEMO 


《「Area code 」 にプロバイダのアクセスポイント用 
電話番号を入力します。図のようにハイフン「-」 

を入れても問題はありません。 

《 「Dial area code 」 にチェックを入れると、接続時 
に市外局番も含めてダイヤルします。 

「Dial as long distance 』 には、チェックを入れない 
でください。日本国内ではここにチェックを入れる 
とプロバイダへ接続が出来なくなります。 


」 ■晒 , 

「裳 Accou 《] 「蓝 Dialup ] Options ] 

Main Number ： 


Area code ： 

03- 

Phone number ： 

1234-5678 

QDial area code 

□ Dial as long distance 

Alternate Number 1 ： 


Area code ： 

コ 

Phone number 

二！ 

□ Dial area code 

□ Dial qs long distance 

Alternate Number 2 ： 


Area code ： 

コ 

Phone number ： 

=] 

□ Dial area code 

口 Dial as long distance 


| Cancel | || OK |j 


AccountDialup 1^0 Options | 
Account name ： |ABC_net 


Connect ： I Directly iT) 



□ Reconnect automatically if connection drops 


[Cancel I | OK "j 
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(7 )「FreePPP Setup 」 のウインドウに戻つたら、 「 Modems 」 のタブをクリックし、表示された画面の 「 Edit 」 ボ 
タンをクリックします 。 「Port Speed : J で115200 (57600) bps を選択し 、 「Flow Control :」 を 「CTS onlyJ 
「Modem init string settings : J で本装置の初期化コマンドを入力して 「 QKJ をクリックします。 


◎本装置の DTE ポート【濃青色】から通信するとき 
「経由先： J で「モデム/プリンタポ ー KJ を選択しま 
す0 

◎本装置の USB ポート【白色】から通信するとき 
「経由先：」で 「 MN 128 mini - V 」 を選択します。 


MEMO 


※本装置の USB ポートから通信する場合は、 USB ド 
ライノ《の登録 ( P 144) が必要です。 

※本装置の USB ポートが通信するときに選択する 
ポート 「 MN 128 min 卜 VJ は、 MN 128 mini - V とパソコ 
ンが付属の USB ケーブルで接続されていないとき 
や、 MN 128 mini - V の電源が OFF になっていると夫 
下記を参考にして初期化コマンドを入力してください。は認識されません。 

※パソコンのシリアルポート速度が 57.6 kbps までしか 
対応していないときは「57600 bpsj を選択してぐ£ 
さい。プロバイダから指示があったときはしたがっ 
て設定してください。 

※フロー制御は 、 「CTS Only 」、 または 「 CTS&RTS 
( DTR )」 を選択してください。 

(8 )「FreePPP setup 」 ダイアログの 「 Connect 』 ボタンをクリック。正常に接続すると、 「 Connect 」 ボタンが 
「 Disconnect 」 の表示に、「メニューバー」の小さな電話のアイコンは受話器を上げた表示になります。 
WWW ブラウザを起動すればインターネット画面が閲覧できます。 「 Disconnect 」 ボタンをクリックすれ 
ば回線を切断します。 


memo モデムホし卜からインターネット接続した場合 


ボイス機能で電話着信時に相手先名称などを知らせ 
ているときに、インターネット接続した場合、ボイス機 
能で情報を知らせてからプロバイダにダイヤルします。 




同期 64 kbps 

& F & Q 5$ S 12¥ Q 3 

同期 128 kbpsMP 

& F & Q 5$ S 12! H 1¥ Q 3 

または 

& F & Q 5$ S 14! H 2¥ Q 3 
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◎ USB ポートからインターネット接続する場合 

•通信中に USB ケーブルを抜いたり、本装置の電源を OFF にした場合、パソコンが停止することがあります。 

その場合は、パソコンを再起動し、 MN 128 mini-V の電源を入れ直してください。 

• Mm 2 8 mini - V の電源が OFF のときや、電源が ON の状態でも USB ケーブルが接続されていない時に接続 
すると、パソコンが停止したり、ダイヤル中の状態で停止してしまうことがあります。その場合は、パソコン 
を再起動し、 MN 128 min 卜 V の電源を入れ直してください。 n ,- n 
















































































■便利な使い方 


•ボイス機能を利用する 

ボイス機能は 「 AUDIO 」 端子【灰色】に接続したアンプ内蔵ステレオスピーカ（別売）から声で色々な情報を 
知らせることができます。 

〇データ通信接続情報機能 

〇使用しているポートと、接続した速度を声で知ら 
せます。 


m 


USB ポート 64 k で接続しました 


IRS -232 ◦ポート 64 k で接続しました 


〇デー通信を終了したとき声で知らせます。 



データ通信を終了しました 


〇接続できなかったときの理由を声で知らせます。 


m 

— I 相 


エラー 17番話し中です 


一 21番 

相手先が着信を拒否しました 


〇切断したときに、通信料金を声で知らせます。 



USB ポート使用中です 


相手先に切断されました 


切断しました料金は120円です 


/! \ 注意次の場合にはメッセージを音声で知らせることができません。 

•電話や FAX で1つの B チャネルを使っているとき、次のメッセージは声で知らせることができません。 

「64 k で接続しました」 

參その他 

※128 kbp S で接続したとき、 「128 k で接続しました」というメッセージを声で知らせることはできません。 
※通信チャネルを2つ使用しているときは、メッセージを声で知らせることはできません。 


MEMO 


※アンプ内蔵ステレオスピーカは添付しておりません。一般的なミニジャツク形状 （ 必 3 . 5) のアンプ内威ス 
テレオスピーカをご利用ください。 

※設定方法は P 75 の設定例を参照してください。 

※^日-〇〇!^ を利用して FAX 着信した場合も同様のメッセージで知らせます。 

※設定コマンドを*き込むときに、同時に音声で知らせるときは音声が途切れることがあります。_ 
※アナログ 優先モード（リソース BOD ) を利用して通信したときのアナログ通信料金は、データ通信料金と— 
括してお知らせます。 
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•スループット BOD 機能 


■初期接続 B チャネル数の設定 -一 HIJ -一 

発信したとき、最初に接続する B チャネル数を設定します。 

例)最初に 1B で接続する。 

AT ! II 

■ B チャネルの追加/削除の設定 ---「! J 」 --- 

「追加/削除を両方行う」、「追加のみ行う」などを設定します。 

例） B チャネルの追加だけ行う。 

ATIJ 1 

•データ送信/受信時の B チャネルの追加/削除の設定 
一-「追加：！ K 」、 「削除：！ L 」 —— 

データ送信/受信時のいずれのときに回線利用率がしきい値を上回る/下回った場合に B チャネルの 
追加/削除を行うかを設定します。 

例)データ受信時の回線利用率がしきい値を上回ったときに B チャネルの追加を行うとき- 
ATIK 2 

例）データ送信時の回線利用率がしきい値を下回ったときに B チャネルの削除を行うとき。 


MP 通信を行つているとき、データ量に応じて自動的に 日 チャネルを追加したり、削除したりする ことが で去 
ます。 日 チャネルの追加/削除は S レジスタで設定した評価時間により算出された回線 利用 率> 設定し/ U 
しきい値とを基準に行います。 - 

◎設定方法 

OWindows 98/95/ NT 4.0 

次頁から説明する AT コマンドを必要に応じて追加設定してください。追加設定の方法は Windows98/95 は 
P137、WindowsNT4.0 は P 142 を参照してください。 

〇 Macintosh 

初期化コマンドを入力できる PPP ソフト (FreePPP など)が必要です。次頁から説明する AT コマンドを必要に 
応じて通，の初期化コマンドの後に追記してください。 FreePPP の初期化コマンド入力方法は pi 48〜を参 
照してくたさい。 

_ 〇 


MEMO 


※〇〇しを利用する PPP ソフト（リモートアクセスなど)では CCL ファイルを書き替えないと利用できません- 
CCL を害き替えるには CCL エディタが必要です。本装置には CCL エディタは添付しておりません。また、 
CCL エティタの入手方法、インストール、利用方法、 CCL の*き替え方法などはソフトウエア販売店にお 
問い合わせください。 
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■回線利用率を算出するときの評価時間の設定一「追加： S 176」 、「削除： S 181 J 一- 

B チャネルの追加/削除を行うときの回線利用率を算出するための評価時間を設定します。 

例) B チャネルを追加するときの回線利用率を算出する評価時間を3〇秒に設定する。 

ATS 176=30 

例) B チャネルを削除するときの回線利用率を算出する評価時間を20秒に設定する。 

ATS 1 81=20 

■しきい値の設定 -一 「追加： S 179 J 、 「削除： S 184 J --- 

B チャネルの追加/削除を行うときのしきい値を設定します。回線利用率が「 S 179 J で設定したしきい値 
を上回ったときに B チャネルを追加します。また、「 S 184 J で設定したしきい値を下回ったときに B チャネル 
を削除します。 

例) B チャネルを追加する時のしきい値を40%にする。 

ATS 179=40 

例） B チャネルを削除する時のしきい値を20%にする。 

ATS 184=20 

_ B チャネル追加/削除後動作設定 一 _ 「 S 177」、「 S 178 J 、「 S 182」、「 S 183 J -一 

B チャネル追加後 「 S 177 J (単位:256秒） 、「 S 178」 （単位：1秒)で設定された合計時間が経過するまでは 
B チャネルが削除されません。また、 B チャネル削除後 「 S 182」 （単位:256秒）、 「 S 183 J (単位 M 秒)で設 
定された合計時間が経過するまでは B チャネルが追加されません。 

例) B チャネル追加後6分間は B チャネルが削除されないように設定する。 

6分=360秒 

360秒/256 = 1余り104 
ATS 1 77=1 S 1 78=104 

例） B チャネル削除後10分間は B チャネルが追加されないように設定する。 

10分=600秒 

600秒/256 = 2余り88 
ATS 182=2 S 1 83=88 
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•手動 B チャネル数変更 


MP でインターネツトなどディジタルデータ通信を行っているとき、本装置のアナログポート【緑色】に接続した 
アナログ電話機 (PB 信号)から手動で使用する B チャネル数を追加/削除できます。 


A 


注意 


※本装置のアナログポート 「 ANAL 0 G 1 J 【緑色-実線】、または 「 ANAL 0 G 2」 【緑色-点線】にプッシュボタン 
式アナログ電話機が接続されていることを確認してください。本装置の電源スイッチが 「ONJ になってい 
るかどうか確認してください。 

※この操作ができるのは、プッシュボタン式アナログ機器に限ります。ダイヤルパルス式のアナログ機器 
からは操作できません。また、アナログ機器によっては設定スイッチで切り替えが必要な場合がありま 
す。「プッシュボタン ( PB ) J または「トーン J にしてください。詳しくはアナログ電話機の取扱説明*を参照 
してください。 


◎手動 B チャネル数変更操作手順 



1 - アナログ電話機の受話器をあげ、発信音を確認します。 


ボタンを1回押します。 


をダイヤルします。 


4 •圈固 をダイヤルします。 




5. アナログ電話機の受話器をおろします。 
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※手順 4 で「00」をダイヤルしたとき、下記のような動作になります。 

_2つの B チャネルを使って （128 kbps で) MP 通信中のときは、片方の B チャネルが削除され、1つの B チャ 
ネルを使って (64 kbps ) の通信になります。 

• 1つの B チャネルを使って (64 kbps で) MP 通信中のときは、 B チャネルが追加され、2つの B チャネルを 
使って （128 kbps ) の通信になります 0 

※操作中に「誤りがあります。もう一度入力してください。ピピッ J というメッセ-シ♦が聞こえたときは始めからや 
り直してください。 

※下記の場合は B チャネルの追加/削除ができません。 

■「 AT ! HJ でパ タメータ 「 n =0 j ( 自動 MP 変換機能を使用しない)に設定しているとき。 

■接続先が 128 kMP 通信に対応していないとき。 

■128 kMP 用の設定で通信していないとき。 

■アナログ 通信と MP 通信で1つずつ B チャネルを使用しているとき。 

■どちらかの B チャネルが接続中または切断中のとき。 

※之つの B チャネルを使用しているときは手順"!の「ツ ー J 以外の確認音が聞こえません。無音状態で操作 
することになります。 
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•ピアツーピア通信 

◎ピアツーピア通信をするための通信ソフトウェアの用意 

コンピュータ間を接続するようなピアツーピア通信を行う場合はそのための通信ソフトウェアが必要となり 
ます。下表は代表的な通信ソフトウェアの1例です。 


0 S または パソコン 

通信ソフトウェア 

Windows 98/95 

ダイヤルアップネットワーク 

WindowsNT 4.0 

ダイヤルアップネットワーク 
(リモートアクセスサービス） 

Macintosh 

Apple Remote Access 3_0 ( ARA 3.0) 


MEMO 


•) K「Apple Remote Access 」 は米国アップルコンピュータ社の商品です。 

《 「Apple Remote Access 」 は Macintosh 間を接続するための通信ソフトウェアです。本装置で ARA 通信を 
行うときは 「Apple Remote Access 3.0 以上」でないと通信できません。 ARA 3.0 に関して詳しくは各ソフト 
ウェアの マニュアルを 参照するか、各ソフトウェア販売店等へお問い合わせください。 

《 MN 128 シリーズ以外の機種とピア ツー ピア通信を行う場合、機種によっては接続できない可能性があ 
ります。 

※ピアツーピア通信するために必要となる各種ソフトウェアは、本装置には添付しておりませんので、別 
途ご用意していただ〈必要があります。詳 U は各ソフトウェア販売店等へお問い合わせください。 
《 Windows 98/95 用のダイヤルアップネットワークと WindowsNT 4.0 用のダイヤルアップネットワーク（リモー 
トアクセスサービス）は基本的に OS ( Windows ) に標準添付されていますが、別途インストールが必要に 
なる場合があります。詳しくはコンピュータ機器のマニュアルを参照するか、各コンピュータ機器の販売 
店等へお問い合わせください。また、 Macintosh に関しては基本的に標準添付の通信ソフトウェアが無 
しヽ場合が多いので市販品を購入する必要があります。 

Apple Remote Access 3.0 はインターネットに接続するためのソフトウェアではありません。 Macintosh 同士 
を接続するための通信ソフトウヱアです。 

※各種通信ソフトウェアの購入またはインストールなどに関しては各ソフトウェア販売店などにお問い合わ 
せください。 
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◎設定方法 

ピアツーピア通信するときには基本的に片側をサーバー側、片側をクライアント側として通信します。 
下記例を参照してください。 

1 .Windows98/95( クライアント） - Windows98/95( サーハ ♦—) 

_ Windows 98 をサーバーとして利用する場合は、コントロールパネル/アプリケーションの追加と削除/ 
Windows ファイル/通信/詳細からダイヤルアップサーバーをインストールします。 

■ Windows 95 をサーバーとして利用する場合は、 Microsoft PLUS !95 をインストールし、ダイヤルアツプネツト 
ワークでダイヤルアップサーバーの設定を行います。 


2. Windows98/95 ( クライアント） - WindowsNT ( サーハ •-) 

•WindowsNT (ザ-ハし) 側のリモートアクセスサービスの構成で着信設定を行います。 


3. Maintosh ( クライアント） - Maintosh ( サーハし） 

•クライアント側に ARA 3.0( クライアント）、サ-ハ•-側に ARA 3.0( サ-ハ •-) をインストールし、サ-ハ‘-側で着信設定を行 
います。 


_ c 

MEMO 


※ピアツーピア通信を行う場合、発信側と着信側の設定■プロトコルをあわせておく必要があります。例え 
ば、発信側で 64 kbps の同期手順で発信する場合は着信側でも 64 kbps の同期手順で着信できる設定をし 
ておく必要があります。また、発信側と着信側のプロトコルも合わせておく必要があります。発信側•着信 
側のそれぞれの設定方法に関しては、各通信ソフトウェアのマニュアルを参照するか、各ソフトウェア販 
売店等へお問い合わせください。 

•Windows98/95/NT4.0 を利用するとき 

■本装置の設定は通信速度に該当するデバイスの登録、選択のみで、基本的にはインターネットに接続す 
るときと同様に行ってください。 P 122 〜を参照してください。 

•クライアント側、サ-ハ•-側それぞれの通信ソフトウェアの設定方法に関してはソフトウェアのマニュアルを参照 

するかソフトウェア販売店などへお問い合わせください。 

• Macintosh を利用するとき 

■ ARA 3.0 を利用するときは添付の CD-ROM 内の CC じ7アイルを利用してください。 C 〇じ7アイルに関しては 
CD-ROM 内の Readme を参照してください 0 

■ ARA 3.0 の設定に関してはソフトウェアのマニュアルを参照するか、ソフトウェア販売店などへお問い合わ 
せください。 
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#Apple Remote Access で通信する 
©Apple Remote Access とは 

電話回線(本装置を利用するときは ISDN ) を使って Macintosh 間を接続するための通信ソフトウェアです。 
本装置では ARA 3.0 を使用し、 PPP で最高 128 kbps の同期手順で通信することが可能です。 

◎設定する前に 

クライアント側とサーバー側を同じ設定にしておく必要があります。 64 kbps で通信するなら、共に 64 kbps 
通信用の設定にしておきます。 

◎設定方法 

本装置に付属の CD-ROM 内の CC じ7アイルを登録します。 ARA 3.0 の設定画面で、回線速度に見合った 
DTE 速度を設定します。 


MEMO 


※本装置で ARA 通信を行うときは PPP を利用して通信するために、 ARA 3.0 以上を使用する必要がありま 
す0 

※本装置の DTE ポート【濃青色】にパソコンを接続して ARA 3.0 で 64 kbps /128 kbps などの通信を行うために 
は、115.2 kbps (64 k のときは 57.6 k でも可）の DTE 速度の出るパソコンが必要です。 

は市販のソフトウェアであり、本装置には添付しておりませんので別途ご用意ください。詳しくは 
各ソフトウェア販売店等へお問い合わせください。 

• XARA 3.0 のインストール、設定方法など詳しいことは各ソフトウェア販売店へお問い合わせください。 

/1\注意 

※本装置の USB ポート【白色】にパソコンを接続して ARA 通信は動作保証できません。 
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•パソコン通信をする 
◎パソコン通信会社との契約 

パソコン通信をするためには、まずパソコン通信会社との契約が必要です。契約に関しては、各パソコン通 
信会社へお問い合わせくたさい。 

〇アクセスポイントにはアナログ回線対応のものと ISDN 回線対応のものがある 

パソコン通信の会社には ISDN 回線に対応している所と、アナログ回線にしか対応していない所があります。 
また、 ISDN 回線に対応していても、 ISDN 回線用とアナログ回線用の電話番号が異なる場合があります。詳 
しくは各パソコン通信の会社へお問い合わせください。 

◎通信ソフトウェアの用意 

ISDN の 64 kbps アクセスポイントに接続のときは、非同期通信用のターミナルソフトなどでは接続できません。 
使用する通信ソフトウェアはパソコン通信会社が提供するソフトウェアを使用する場合が多いので、 

通信ソフトウェアの入手方法、使い方などは契約されているパソコン通信会社へお問い合わせください。 


•パソコン通信に接続する 

◎ ISDN の 64 kbps 用アクセスポイントに接続しよう 

本装置の DTE ポート【濃青色】、または USB ポート【白色】に接続したパソコンからパソコン通信を行うときは 
ISDN の 64kbps 用のアクセスポイントに接続してください。それ以外のアクセスポイント、非同期9600 bps なと 
には接続できません。 


MEMO 


※アナログ回線対応のアクセスポイントに、本装置から直接ダイヤルしても接続できません。その場合、モ 
デムを使用する必要があります。モデムの接続に関しては P 30 を参照してください。 

◎アナログ回線対応のアクセスポイントに接続する 

アナログ 回線対応のアクセスポイントには本装置の DTE ポート【濃青色】、または USB ポート【白色】に接続 
したパソコンから直接接続できません。モデムを使用する必要があります。モデムの接続方法に関しては、 
P 30 を参照してください。モデムのコマンド設定方法や通信ソフトウェアに関しては各通信ソフトウェアのマ 
ニュアルを参照するか、各ソフトウェア販売店等にお問い合わせください。 


MEMO 


※モデムを使用して、接続ができない時は本装置の「アナログポート接続機器種別」で端末種別をモデム 
に設定してください。設定については P 90 を参照してください。 
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■亍 イジ タル デー タ通信用の AT コマンド 設定 リファレンス 

◎ AT コマンドを入力しよう 

AT コマンドの入力方法については P 64 〜を参照してください。 

◎ AT コマンド*式 

本装置の DTE ポート【濃青色】または、 USB ポート【白色】に接続したパソコンからデ—夕通信を行うときの 
AT コマンド*式を説明します。 

睿式の見方は以下の通り。 

「 AT コマンド*式 J — AT 「設定コマンド J 「パラメータ」 

W ~ 

(例） ATSr=n 

[] 内はオプションですので、省略が可能です。 

パラメータ内の 「 n 」 は省力するとすベて 「 n =0」 とみなして動作します。 

◎設定の保存/初期化/表示/内部ファイルの選択 

〇設定の保存 

パソコンから AT コマンドで設定したときは保存しないと、本装置の電源スイッチを OFF にしたときに設定が 
消えてしまいます。設定を行ったときは必ず設定の保存を行ってください。設定内容を保存するときに、 
保存先の内部ファイルを選択できます。 

内部ファイル0に保存 AT&WO I Ent^l 

内部ファイル1に保存 AT & W 1 [ Enter ) 

〇設定の初期化(工場出荷時の状態に戻します） 

AT コマンドと S レジスタで設定した内容を初期化します。ただし、「 & ZJ 「$ CJ 「$ EJ 「! DJ 「! MJ 「& YJ は初期化* 
れません。 

AT&F I Enter ] 

※本体背面のリセットスイッチでも設定を初期化できます。詳しくは P49 を参照してください。 

〇設定内容の表示 

現在設定されている内容を表示します。 

AT ¥ S 0 [ Enter ] 
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〇内部ファイルの読み込み 

内部ファイル〇を読み込み ATZO 1 Enter 】 

( AT&WO で保存した設定内容を読み込みます。） 

内部ファイル1を読み込み ATZ 1 1 Enter 7 ] 

( AT & W 1 で保存した設定内容を読み込みます。） 

〇起動時に読み込む内部ファイルの選択 

内部ファイル〇を選択 A&YO fEnterl 

( AT&WO で保存した設定内容を起動時に読み込みます。） 

内部ファイル1を選択 A & V 1 fEnterj 

( AT & W 1 で保存した設定内容を起動時に読み込みます。） 

◎ AT コマンドー覧 

「 A / I 直前に入力したコマンドの再実行 

設定内容 直前に入力した AT コマンドを実行します。 

AT コマンド書式 A / 

パラメータ なし 

Q 

Tmemo 


コマンドの前に 「 ATJ 、 後に [ Enter ] を入力する必要はありません。 

「 AI 手動着信 

設定内容 呼び出しがあったときに手動で着信します。 

AT コマンド 書式 ATA 
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「 D 」 発信 

設定内容 パラメータによって指定した相手先へ発信します。 

AT コマンド窨式 ATDs [*( SUB )] [ Sn ] 

ATDS=n [ Sn ] 

ATDL [ Sn ] 

パラメータ s 相手先の回線番号 


* サブアドレス指定キャラクタ 

( SUB ) 相手先のサブアドレス 


S=n 「& ZJ で登録した回線番号を指定 

n =0 〜9 


MEMO 


L 最後に発信した回線番号を指定 

Sn 通信速度を指定 

n =12 64 kbps 

n =14 128 kbps 


《[ 」内はオプションですので、省略が可能です。 

※パラメータ （ s ) の相手先の回線番号は31桁まで入力できます。 

※パラメータ （ s ) の相手先の回線番号には「数字(〇〜9)」、「#」、「*」が入力できます。ただし r * j は 
初期値ではサブアドレス指定のキャラクタとして認識されます。 


※談夕回 1 


※パラメータ I は初期値でサブアドレス指定キャラクタに設定されていますが、 S レジスタ彳 74 番 (P1 81 ) で 
変更しているときは、変更したサブアドレス指定キャラクタを入力してください。 

※パラメータ ( SUB ) の相手先のサブアドレスは19桁まで入力できます。 

※パラメータ ( SUB ) の相手先のサブアドレスには「アルファベット(大文字と小文字を区別）」、「数字(〇〜 
9)」を入力できます。 

※パラメータ ( SUB ) を入力したときは、 [ Sn ] は指定できません。 

※相手先回線番号の最後に 「# J を指定しても即時発信のための役割はしません。 



ン 

夕 

I 

ネ 



「 E 」 エコーバックの有無 


設定内容 
AT コマンド塞:式 
パラメータ 


エコーハヘンクの有無を指定できます。 
ATEn 

n =0 エコーバック無し 

n =1 エコーバック有り 


(初期値) 


162 












ン 

夕 

I 

ネ 
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〇 


「 HI 回線切断 


設定内容 


回線が接続しているとき切断できます。 

AT コマンド*式 

ATH 

パラメータ 

Q 


なし 

1 MEMO 



※回線が接続されているときは 「+++ J でコマンド入カモードにしてからコマンドを入力します。 

以下の手順でコマンド入力します。 


r+++j ATH 

( Enter ) 

「 II 製品情報表示 


設定内容 


製品情報を表示します。 

AT コマンド窨式 

ATIn 

パラメータ 


n =0 使用可能な最高の通信速度を表示 

n =2 製品名 （ MN 128 mini - V ) を表示 

n =3 ファームウェアのバージヨンを表示 

「0」オンラインモードへ戻る 

設定内容 


コマンド入カモードからオンラインモードへ戻る。オンラインモードではコマンド 
入力はできません。 

AT コマンド書式 

AT 0 

パラメータ 


なし 


「 QI 応答コードの表示の有無 

設定内容 応答コードの表示の有無を設定します 

AT コマンド睿式 ATQn 

パラメータ 


(初期値) 
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n =0 

n =1 


応答コードを表示 
応答コードを表示しない 


















LSJ S レジスタ設定/設宝内茲羌元 
設定内容① S レジスタの内容を設定します。 

ATSr=n 


AT コマンド*式① 
パラメー タ① 

設定内容② 

AT コマンド書式② 
パラメータ ② 


r =0 〜255 

n =0 〜255、 $00 〜$FF 


S レジスタ番号 
パラメータ値 


S レジスタの内容を表示します。 

ATSr ? 

r =0 〜255 S レジスタ番号 


MEMO 


※らレジスタ番号、パラメータ値は P 180、 181を参照してください。 


コード形式の設定 


設定内容 
AT コマンド鲁式 
パラメータ 


応答コードの表示形式を設定します。 
ATVn 


MEMO 


n =0 

n =1 


数字形式で表示 
単語形式で表示 


(初期値） 


※応答コードに関しては P 197、 198を参照してください 


「 W 」 RING の表示形式の設定 


設定内容 
AT コマンド書式 
パラメータ 


RING があつたときの表示形式を設定します。 

ATWn 

n =0 RING のみ表示 （初期値） 

n=1 Ring (発信者電話番号）（サブアドレス）の形式で表示 
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rxi 応答 コードの選択 

設定内容 
AT コマンド 鲁式 
パラメータ 


MEMO 


応答コードを選択します。 
ATXn 


n =0 

n =1 

n =2 

n =3 


応答コード 0 
応答コード1 
応答コード2 
応答コード3 


(初期値） 


※応答コードに関しては P 197、 198を参照してください。 


「 YI ブレーク信号の設定 

設定内容 ブレーク信号による本装置の動作を設定します。 

AT コマンド書式 ATYn 


ン 

夕 

I 

ネ 

ヅ 

卜 

に 

接 


f 


パラメータ 

n =0 

n =1 

何もしない 

回線切断 （初期値） 

「 ZI 内部ファイルの読み込み 


設定内容 

本装置の内部に保存している AT コマンドと S レジスタを読み込みます。 

AT コマンド書式 

ATZn 


パラメータ 

n =0 

内部ファイル〇番の内容を読み込み 


n =1 

内部ファイル1番の内容を読み込み 


MEMO 


《 「& Z 」「$ CJ 「$ E 」「! DJ 「! M 」 「&丫」の設定内容は読み込みません。 
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「& C 」 DCD 信号制御の設定 

設定内容 DCD 信号の制御を設定します。 

AT コマンド#式 AT&Cn 


パラメータ 


n =0 DCD 信号を常に ON 

n =1 DCD 信号は回線接続中に ON 


(初期値） 


「& D 」 DTR 信号 OFF 時の動作設定 


設定内容 
AT コマンド鲁式 
パラメータ 


A 


注意 


DTR 信号が OFF のときの本装置の動作を設定します。 
AT&Dn 

n =0 何もしない 

n =1 コマンド入カモードへ移行 

n =2 回線切断 （初期値） 

n =3 回線切断後、 S レジスタを初期化 


パラメータ 「 n =0 j を指定した場合、通信ソフトで切断する前にパソコンがフリーズしたときなど、回線が切断 
されない場合があります。必ず本装置の LED 「 B 1」「 B 2 J ランプを確認し、きちんと切断されていることを確認 
してください。 


「& E 」 表示速度の設定 

設定内容 
AT コマンド窨式 
パラメータ 


回線接続時に表示される表示速度形式を設定します。 
AT&En 

(初期値） 


n =0 

n =1 


回線速度 
DTE 速度 
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r&Fj s レジスタとコマンドの初期化 

設定内容 S レジスタと AT コマンドで設定したパラメータ値を初期化します。 

AT コマンド書式 AT&F 

パラメータ なし 

Tmemo 


※初期化されるのは S レジスタと初期値を持つ AT コマンドが対象となります。 
《「&2_1「$〇」「$日」「!0」「撕」「&丫」の設定内容は初期化されません。 


r&Qj 通信モード の設定 


設定内容 


本装置は HDLC 手順のみサボートしていますが、通信モードを以下から選択 
できます。 

AT コマンド睿式 

AT&Qn 


パラメータ 

Q 


n =5 

n =6 

HDLC ( PPP ) (初期値） 

HD し C ( PPP)/DTR 

1 MEMO 




※パラメータ 「 n =5 j HDLC ( PPP ) モード 



回線速度が 64 kbps 、 128kbps のときに使用できます。パソコンからの非同期 PPP データを HDLC フオーマ 
ツトに変換します。 

※パラメータ 「 n =6 j HDLC ( PPP )/ DTR モード 

基本的な動作は パラメー タ 「 n =5」 と同様ですが、パソコンの DTR 信号が OFF 〜 ON に切り替わつたときに 
「&ZJ (回線番号の登録、消去)で登録番号“〇”に登録されている回線番号に発信して HDLC フオーマツト 
で通信します。 
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r&Sj DSR 信号制御の設定 


設定内容 DSR 信号制御の設定を行います。 

AT コマンド*式 AT&Sn 


パラメータ 

n=0 

DSR 信号は常に ON (初期値） 


n=2 

DCD と同じ動作にする 

「& T 」 MN 128 mini - V の動作チェック 


設定内容 

本装置の動作チェックを行います。チェックを行ったあと、正常であれば 「OKJ 
を、正常に動作していないときは 「 ERROR 」 を表示します。 

AT コマンド書式 

AT&Tn 


パラメータ 

n=0 

LED のチェック 


n=1 

RAM のチェック 


n=2 

ファームウェアのチェック 


n =3 

ISDN 回線のチェック 


MEMO 


パラメータ 「 n =3 」ISDN 回線テストを行うときは INS ネット64回線をきちんと接続して いる ことを確認して から 
チェックを行って ください。 



「& V 」 登録回線番号の表示 

設定内容 「& Z 」 （回線番号の登録、消去) で 登録した登録番号、サブアドレスを すべて 

表示します。 


AT コマンド書式 AT&V 

パラメータ なし 


ン 

夕 

I 

ネ 


k 


し 

cfc 

う 
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r & wi 設定を内部ファイルに保存 

設定内容 


AT コマンド 書式 
パラメータ 


MEMO 


設定している AT コマンドと S レジスタの内容を本装置の内部ファイルに保存 
します。内部ファイルは「〇番 J と「1番 J を選択して保存することができます。 


n=0 内部ファイル〇番に保存 

n=1 内部ファイル1番に保存 


「& ZJ「$C J 「$ EJ「!D J「!M J 「 & Y 」 の設定内容は保存されません。 


r & yj 内部ファイルの選択 


設定内容 
AT コマンド 窖式 
パラメータ 


起動時に読み込む内部ファイルを選択することができます。 
AT&Yn 


MEMO 


n=0 内部ファイル〇番の内容を読み込む 

n=1 内部ファイル1番の内容を読み込む 


L のコマンドは 「& W 」 での保存や 「 Z 」 での読み込みは必要ありません。 


(初期値） 


r & zi 回線番号の登録/消去 

設定内容 
AT コマンド睿式 
パラメータ 


MEMO 


相手先回線番号とサブアドレスを登録できます。 

AT & Zn=s [*( SUB )] 

n =0 〜9 

登録番号 

s = 数字 

相手先の回線番号 

* 

サブアドレス指定キャラクタ 

( SUB ) 

相手先のサブアドレス 


] 内はオプションですので、省略が可能です。 

※パラメータ 「 sj の相手先の回線番号は31桁まで入力できます。 

※パラメータ 「 sj を省略したときは、登録した回線番号とサブアドレスを削除します。 

※パラメータ 「 sj で登録する回線番号は「市外局番」「市内局番 Jr 加入者番号」のすべてを入力してください。 
※パラメータ 「 sj の相手先の回線番号には「数字(〇〜 9) J 、「# J 、「* J 入力できます。ただし 「* J は初期値で 
はサブアドレス指定のキャラクタとして認識されます。 


インタ—ネツトに接続しよ*つ 
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XS レシスタ m 番 （ P 181) でサブアドレスの キヤラ クタを指定できます。サブアドレス とい : 指定して いるキ 
ヤラ クタは回線番号としては使用できません。 

※パ^メータ ( SUB ) の相手先のサブアドレスは19桁まで入力できます。 

※パラメータ ( SUB ) の相手先のサブアドレスには「アルファベット(大文字と小文字を区別）」、「数字(〇へ 
9) J を入力できます。 

※相手先電話番号の最後に 「# J を指定しても即時発信のための役割はしません。 

※この コマンドは 「&WJ での保存や 「ZJ での読み込みは必要ありません。 


「沁 J フロー制御形式の設定 


設定内容 


フロー制御形式を選択します。 


AT コマンド書式 

パラメータ 

AT¥Qn 

n =0 

n =1 

n =3 

なし （初期値） 

XON/XOFF 

RTS/CTS 

「¥$ J 設定内容/課金情報の表示 


設定内容 

本装置の 「 DTE 」 ポートに設定されている内容、課金情報を選択して表示で 
きます。 

AT コマンド害式 

AT¥Sn 


パラメータ 

n =0 

設定内容を表示 


n =1 

課金情報を表示 


「¥1」無通信監視 タイマーの設定 


設定内容 
AT コマンド 窨式 
パラメータ 


無通信監視タイマーの設定をします。（単位：10秒） 

AT¥Tn 

n =0 無通信監視をしない （初期値） 

n =1 〜255 設定した時間通信しないと回線を切断します。 



インタ—ネツトに接続し よぅ 
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「％ BI 着信時の最高回線速度の設定 

設定内容 

本装置の 「 DTEJ ポートに着信したときの 最高 回線速度を設定します。 

(単位： bps ) 

AT コマンド 窨式 

AT%Bn 

パラメータ 

n=0 着信しない 

n =12 64000 

n =14 128000 (初期値） 

「％ R | レジスタの設定内容表示 

設定内容 

本装置のすべてのレジスタの設定内容を表示します。 

AT コマンド 書式 

AT%R 

パラメータ 

なし 


「$ c 」 （ダイヤルイン)追加番号の登録 


ダイヤルイン追加番号を登録すると、着信があったときにここで登録した番号 
と一致したときだけ着信させることができます。また、 AT 旧2((ダイヤルイン） 
追加番号を通知） （ P 173) に設定すると、発信時に(ダイヤルイン)追加番号を 
相手先に通知します。 

AT$Cs 

s= 数字 （ダイヤルイン)追加番号 


X . ※すべての番号からの着信を許可するときはここで番号を登録しないでください。 

ぅ※ダイヤルイン、またはいナンバーを契約していないときはここで番号の設定をしないでください。 


MEMO 


※パラメータ 「 sj の（ダイヤルイン）追加番号は31桁まで入力できます。 

※パラメータ 「 sj で登録する(ダイヤルイン)追加番号は「市外局番 Jr 市内局番」「加入者番号」のすべてを 
入力してください。 

※パラメータ 「 s 」 を省略したときは、登録した(ダイヤルイン)追加番号を削除します。 

※パラメータ 「 sj の（ダイヤルイン）追加番号には「数字(〇〜9)」、「#」、「*」入力できます。ただし 「* J は 
初期値ではサブアドレス指定のキャラクタとして認識されます。 

《 S レジスタ174番 ( P 181) でサブアドレスのキャラクタを指定できます。サブアドレスとして指定しているキヤ 
ラクタは（ダイヤルイン）追加番号としては使用できません。 
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設定内容 


ン 

夕 

I 

ネ 

ヅ 

卜 

に 

接 


AT コマンド書式 
パラメータ 


A 


注意 















※このコマンドは 「& WJ での保存や 「 zj での読み込みは必要ありません。 

く」' ナンバーを春約している場合> 

■:ータ通彳吕の着信時には、グロ—バル着信と同様の着信になります。したがって、本設定は無効です 

n 鐘（(ダイヤルイン獅番榻知） （‘） 


「 $E 」 サブアドレスの登録 
設定内容 


AT コマンド*式 
パラメータ 

注意 


プア!1 レスを登録すると、サブアドレス付きで着信があったときに、登録して 
あるサブアドレスと一致したときだけ着信させることができます。 

AT$Es 

s = 数字 etc サブアドレス 


Imemo 


※このコマンドは r & wj での保存や 「 ZJ での読み込みは必要ありません。 

《/《ラメータ 「 sj に入力できる数字は19桁までです。 

※ノ^ メータ 「 S J には「アルフ アベツト (大文字と小文字を 区別） 」、 「数字 (〇 〜9)」 を入力できます。 
※ハフ メータ 「sj を省略して設定すると、登録したサブアドレスを削除します。 


「$ s 」 発信時の回線凍度の設宙 

設定内容 


発信時の回線速度を設定します。 
(単位: bps) 


AT コマンド*式 
パラメータ 


MEMO 


AT$Sn 

n =0 

n=12 

n=14 


DTE 速度 
64000 
128000 


(初期値) 


ン 

夕 

I 

ネ 

ヅ 

卜 

に 

接 




/^\ 注意 

ニノ、ゴ!2で 7 . 6 ，气満ザ定され-ているとき、または 57 . 6kbps 以上の速度に対応してぃ 
ないときは本装置を利用して丁 インタ ル丁ータ通信を 行うことは できません。 
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「旧 I 発信者番号通知の設定 


設定内容 
AT コマンド書式 
パラメータ 


相手先に自分の回線番号とサブアドレスを通知するかしないかを設定します。 


AT 旧 n 

n=0 

n=1 

n=2 

n=3 

n=4 


通知しない(「186」付加で契約者回線番号を通知） 

契約者回線番号を通知 

(ダイヤルイン)追加番号を通知 

NTT との契約にしたがう （初期値） 

通知しない（「186」付加で(ダイヤルイン）追加番号を通知） 


MEMO 


※サブアドレスは 「$ EJ で設定しているときのみ通知します。 

※（ダイヤルイン)追加番号は「$〇」で設定してある回線番号を通知します。 

※パラメータ 「 n =0_| を 設定したとき、ダイヤル番号の前に「186」を付加したときは相手先に契約者回線番号 
を通知し古才 

※パラメータ 「 n =1 J または 「 n =2 j に設定していて、ダイヤル番号の前に「184」を付加したときは相手先に回 
線番号とサブアドレスは通知されません。 

※パラメータ 「n=3j を設定しているときは以下のようになります。 

① NTT と発信者番号通知を「通話ごと非通知」で契約している場合 

基本的には相手に回線番号を通知し、ダイヤル番号の前に「184」を付加したときは通知されません。 

② NTT と発信者番号通知を「回線ごと非通知」で契約している場合 

基本的には相手に回線番号を通知せず、ダイヤル番号の前に 「186」 を付加したときは通知します。 
※パラメータ 「 n =4 j を設定したとき、ダイヤル番号の前に 「186」 を付加したときは相手先に(ダイヤルイン） 
追加番号を通知します。 & 

■ TT と発信者番号通知を「常時非通知」で契約しているときは本装置の設定に関わらず相手には回線 
番号は通知されません。 


rici 識別着信の設定 

設定内容 

AT コマンド*式 
パラメータ 


着信時に 「! DJ で登録している相手先からの着信のみ許可するか、またはす 
ベての相手先からの着信を許可するかを選択します。 


AT'.Cn 

n=0 

n=1 


すべての相手先から着信許可 （初期値） 

「! DJ で登録されている相手先からのみ着信許可 


|インタ I ネツトに接続しよぅ 
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「! DJ 識別着信番号の登録/消关 


設定内容 


識別着信^る相手先の回線番号とサブアドレスを設定します。 

「!CJ でパラメータ r n =1 : 「!DJ で登録されている相手先からのみ着信 許可」 
を設定しているとき、ここで設定している回線番号とサブアドレスに該由する 
場合のみ着信します。 


AT コマンド 書式 

AT!Dn=s [*(SUB)] 

パラメータ 


n=0 〜 9 

登録番号 



s= 数字 

相手先の回線番号 



本 

サブアドレス指定キャラクタ 

丄 MEMO 


(SUB) 

相手先のサブアドレス 


※[] 内はオプションですので、省略が可能です。 

※パラメータ 「 SJ の相手先の電話番号は31桁まで入力できます。 

※ノ^メータ 「s」 を省略したときは、登録した回線番号とサブアドレスを削除します。 

ータ 「 Sj で登録する相手先回線番号は「市外局番」「市内局番 Jr 加入者番号」のすべてを入力しァ 
くたさい。 

•メータ 「 s i の相手先の回線番号には「数字(〇〜9)」、「#」、「*」入力できます。ただし「*」は 
初期値ではサブアドレス指定のキャラクタとして認識されます。 

※ミレジスタ 174 番 (P181) でサブアドレスのキャラクタを指定できます。サブアドレスと して 指定しているキ 
ラクタは回線番号としては使用できません。 

※パラメータ (SUB) の相手先のサブアドレスは 19 桁まで入力できます。 

※パラメータ (SUB) の相手先のサブアドレスには「アルファベット(大文字と小文字を区別） 」、 「数字 (0 〜 9 ) 
を入力できます。 

※相手先回線番号の最後に「#」を指定しても即時発信のための役割はしません。 

※このコマンドは 「&WJ での保存や 「ZJ での読み込みは必要ありません。 


「! D ?」 識別着信番号の表示 


設定内容 
AT コマンド 書式 
パラメータ 


「!D」 で登録されている回線番号とサブアドレスをすべて表示します。 
AT!D? 

なし 


|インタ—ネットに接続しよ， つ 
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I 1 EJ グローバル 着信の設定 


設定内容 

AT コマンド書式 
パラメータ 


NTT とのダイヤルイン契約内容の「グローバル着信有り/無し J に関わらず 
通常は初期値パラメータ 「 n =1 J で使用してください。 


AT!En 

n=0 

n=1 


しない 

する 


(初期値）—通常はこのままご利用ください 


/ i \ 注意 

パラメータ 「n=Oj にすると着信できなくなることがあります。 


MEMO 


《NTT と「グローバル着信有り J でダイヤルイン契約をしていて、ダイヤルイン追加番号のみ着信したとき 
は、パラメータ 「n=0j に設定すると、本設定のみで契約者回線番号では着信せずに、ダイヤルイン追加 
番号のみ着信します。 

※「グローバル着信有り」でダイヤルイン契約をしていて、ダイヤルイン追加番号に着信、または「クロー 
バル着信なし」 でダイヤルイン契約をしているときに契約者回線番号またはダイヤルイン追加番号に 
着信があったときはここでの設定とは無関係に「$◦」で登録されている番号と-致したときだけ着信しま 
す。 

< i ■ ナンバーを契約している場合〉 

•データ通信の着信時には、グローバル着信と同様の着信になります。したがつて、本設定でパラメータ 
「n=0j にすると着信できなくります。 


「! FI 通信フォーマットの設定 


設定内容 
AT コマンド*式 
パラメータ 


通信フォーマットを設定します。本装置の電源再投入時に有効になります。 


(初期値) 


AT!Fn 


n=0 

8 ビットパリティなし 

n=1 

7ビット奇数パリティ 

n=2 

7ビット偶数パリテイ 


ーインタ—ネツトに接続しよぅ 
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「! HJ 自動 MP 変換機能の設ま 


n IJ 初期接続 B チャ ネル 数の設定 


設定内容 

AT コマンド*式 
パラメータ 


MP 通信するとき、相手先と最初に接続する通信チャネル(日チャネル)数を 
設定します。空いている B チャネルが1つしかないときは設定には無関係に 
1つのチヤネルしか接続できません。 


AT ! In 

n =0 

n =1 


2 つの B チヤネルを使用 （初期値） 

1つの B チヤネルを使用 


設定内容 

AT コマンド書式 
パラメータ 


A 


注意 


PPP と MP を自動的に変換する機能です。これにより、 MP に対応してぃなぃ 
通信ソフトを使用して、 MP に対応した通信相手と MP 通信をおこなうことができ 
ます。 


AT!Hn 

n =0 

n =1 

n =2 


自動 MP 変換機能を使用しない （初期値） 

「$ SJ でパラメータ r n =12 •• 6400 0 J が設定されているときに 
自動 MP 変換機能を使用する 

「$ SJ でパラメータ r n =14 •• 12800 0 J が設定されているときに 
自動 MP 変換機能を使用する 


メて夕 「 n =1 」 または 「 n =2 」 で自動 MP 変換機能を使用する設定になっていても以下の場合はこの機能 
を使用することはできません。 

•ご使用のドライバや通信ソフトが MP 対応のとき。 

4妾続相手先が MP に対応していないとき。 

通信を行うとき、相手先の認証方式は 「 PAPJ または 「 CHApj をサポートして いる 必要が あ ります 
1 〇 HAPJ で 認証を行うときは 「! MJ で「ユーザ 名」と 「パスワード」 の 設定が必里です ° 


ml インタ—、不ツトに篇 しよぅ 
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r ! J 」 ス ループット BOD による B チャネル追加/削除の設定 


設定内容 

AT コマンド書式 
パラメータ 


スル-プット B0D 機能を利用するときの B チヤ ネルの追加/削除の設定をし 


(初期値） 


ます。 


AT!Jn 

n =0 

B チャネルの追加/削除を行わない 

n =1 

B チャネルの追加だけ行う 

n =2 

B チャネルの削除だけ行う 

n =3 

B チャネルの追加/削除を行う 


注意 

※スループット B0D 機能を利用するとき (パラメータ 「 n =1 〜 3J) は 「!HJ でパラメータ 「 n =1 J または in =2 j の 
自動 MP 変換機能を使用する設定にしてください。 

※ここでの 設定とは無関係に B チャネルの追加/削除が行われることがあります。 


「!K I スルー プット BOD によるデータ送信/受信時の B チヤネル追加の設定 
設定内容 


AT コマンド害式 
パラメータ 


スループット BOD 機能を利用し B チャネルの追加を行うとき、データ送信時 
または受信時のどちらの回線利用率がしきい値を上回つた場合に B チャネル 
を追加するかを設定します。しきい値は、 S レジスタ 179 番 (P181) で設定しま 
す0 


AT!Kn 

n =0 

n =1 

n =2 


送信/受信時のどちらかの回線利用率がしきい値を上回った 
とき B チャネルを追加する （初期値） 

送信時の回線利用率がしきい値を上回ったとき B チャネルを 
追加する 

受信時の回線利用率がしきい値を上回ったとき B チャネルを 
冶加する 


|インタ—ネツトに接続しよぅ 


177 














£[ LJ スループツト BOD によるデー タ 送信/受信時の b チャネル 削除の設定 


設定内容 

AT コマンド睿式 
パラメータ 


MEMO 


スループツト BOD 機能を利用し B チヤネルの削除を行うときデータ送彳音時 

f ぼだ ) •はら S 線ミ用率がしきい値を下回った場合に B チ；ネル 
塞削除するかを設定します。しきい値は、 S レジスタ184番 （ P 181) で設定し古 
す0 


AT!Ln 


n =0 


n =1 


n =2 


送信/受信時の両方向の回線利用率がしきい値を下回った 
とき B チヤネルを削除する （初期値）— 
送信時の回線利用率がしきい値を下回ったとき B チャネルを 
削除する 

受信時の回線利用率がしきい値を下回ったとき B チャネルを 
削除する 


「! JJ 、「! K _|、「! L 」 関連 


「! SJ でリソース BOD を利用する設定に なつて いるときは、 r!JJ 、 「 ! KJ 、 nLj よりも優先されまォ 


HMJ ユーザ 名と パスワードの 登録 


設定内容 

AT コマンド: * 式 
パラメータ 


MEMO 


SSI 温 , 盟 ^^^^^ 


AT ! Mn=s 

n =0 

n =1 

s 


ユーザ名の登録 
パスワードの登録 
文字列 


夕 「 sJ で入力できる文字列はターミナル画面から入力できる文字列で31文字まで入力することが 
※このコマンドは 「& W 」 での保存や 「 Z 」 での読み込みは必要ありません 


U インタ—念卜に篇 しよぅ 
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r!M?_i ューザ名とパスワードの表示 


設定内容 
AT コマンド 睿式 
パラメータ 


「! MJ で登録したユーザ名とパスワードを表示します。 
AT ! M ? 

なし 


ns 1 リソース BOD によるアナログ機器優先モードの設定 
設定内容 


AT コマンド 睿式 
パラメータ 


自動 MP 変換機能を利用して 128 kbps で MP 通信を行い、2つの B チヤネル 
を使用しているときのアナログ機器の優先利用の設定に関して、 「 82/@U 」 
の設定よりここでの設定を優先してアナログ通信に B チヤネルを割り当てる 
ことができます。 


AT!Sn 

n =0 

n =1 

n =2 

n = 3 

n =4 


アナログ通信機器を優先しない 

「82/@ Uj の設定に関わらず、発信のときだけアナログ通信 
機器を優先する ^ 

「82/@ Uj の設定に関わらず、着信のときだけアナロク通信 
機器を優先する 

「82/@ Uj の設定に関わらず、発信、着信どちらの場合もアナ 
ログ通信機器を優先する 

「82/@ U 」 の設定にしたがう （初期値） 


|インタ—ネットに接続しよう 
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■ S レジスタ 


◎s レジスタについて 

^装置の S レジ^ヂの内容を説明します。 S レジスタで設定した内容は 「 AT & F 」 で工場出荷時に初期化さ 
れ、 「 AT & WJ で内部ファイル〇番または彳番を選択して保存できます。 ^ 

き I こ:^^^^^は AT コマンド 「 ATSf ^ n 」 で設定することが可能です。また、 「 A 丁 Sr?J で内容一覧表示する 


OS レジスター覧(標準） 


レシ.スタ 

番号 

初期値 

ハ°ラメータ 


設定内容 

0 

1 

〇〜255 

自動着信時の RING 回数の設定 
〇 自動着信しない 

1 〜 255 設定された回数だけ RING を3秒間隔に端末へ 

送出してから着信 

3 

13 

〇〜255 

CR コード 


4 

10 

〇〜255 

LF コード 


5 

8 

〇〜255 

BS コード 


7 

30 

3〜50 

相手応答待ち時間(単位:秒） 

〇 s レジスター覧 ( MN 128 mini - V 用） 



レシ.スタ 

番号 

初期値 

ハ。ラメ-夕 


設定内容 


134 


〇 〇、1、4、33、36 
49、50、53、56 
65 


高位レイヤ整合性の設定 
〇制限なし 
1電話 
4 G 3 -FAX 
33 G 4 -FAX 
36ミツクスモート • 


49テレックス 
50ヒ•テ•オテックス 
53テレテックス 
56 MHS 
65 OSI 


135 


13 5、7、8、11、13起動時の DTE 速度の設定（単位: bps) 

5 9600 11 57600 

7 19200 13115200 

8 38400 


|インタ—ネツトに接続し よぅ 
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ン 

夕 

I 

ネ 


に 

接 

続 


f 


174 

42 

(*) 

〇〜255 

サブアドレスのキャラクタ指定 

サブアドレスを指定するときのキャラクタを ASCII コ-卜•で設定し 
ます。初期値は「 * J で ASCII の10進数で「42」です。 

176 

10 

1-255 

スループット BOD を利用し B チャネルの追加を行うとき、回線 
利用率を算出するための評価時間を設定します。 

(単位:秒) 

177 

0 

0-255 

スループット BOD を利用し B チャネルを追加したとき、レジスタ 
「177 J と「1 78 J で設定した合計時間が経過するまでは日チャ 
ネルは削除されません。 （1 単位:256秒） 

178 

10 

1〜255 

スループット BOD を利用し B チャネルを追加したとき、レジスタ 
「177」と「178」で設定した合計時間が経過するまでは B チャ 
ネルは削除されません。（単位:秒） 

179 

50 

〇〜100 

スル—プット B 0 D を利用し B チャネルの追加を行うとき、回線利 
用率がここで設定したしきい値を上回つたときに B チャネルを 
追加をします。（単位：パーセント） 

181 

10 

1〜255 

スル-プット B 0 D を利用し B チャネルの削除を行うとき、回線 
利用率を算出するための評価時間を設定します。 

(単位:秒） 

182 

0 

〇〜255 

スループット BOD を利用し B チャネルを削除したとき、レジスタ 
「1 82 J と「183 J で設定した合計時間が経過するまでは B チャ 
ネルは追加されません。 （1 単位:256秒） 

183 

10 

1-255 

スループット BOD を利用し B チャネルを削除したとき、レジスタ 
M 82 J と「1 83 J で設定した合計時間が経過するまでは日チャ 
ネルは追加されません。（単位:秒） 

184 

0 

〇〜100 

スループット B 0 D を利用し B チャネルの削除を行うとき、回線利 
用率がここで設定したしきい値を下回つたときに B チャネルを 


削除をします。（単位：パーセント) 
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困つ S ときは - O & A - 


技術サポートセンタにお問い合わせの多い項 
目をまとめました。該当する項目がない場合 
や、「対策」を行っても症状が変わらない場合 
はお問い合わせください。 

技術サポートセンター 
TEL.0120-1 28072 
FAX.0120 -128172 
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■ハード関連 


AC アダプタ 

Question 

Answer 

電源が入らない 

AC アダプタが正しく接続されているか確認しください。 （P21 ) 

AC アダプタが熱い 

多少熱くなりますが異常ではありません。発熱するものと重ね 
たり、その上には乗せたりしないでください。さわれないほど熱 
くなる場合は、故陣の可能性がありますので、サポートセンター 
へご連絡ください。 

停電時に、アナログ電話機は使え 
る 

停電時には、本装置に接続したすべての通信機器は利用でき 
ません。/ぐンクアップ電池ボックス(オプション)を利用すれば、 

本装置に接続したすべての通信機器が利用できます。 

MN 128 mini-V 本体 

Question 

Answer 

B1_B2 のランプが点滅する 

ISDN 回線の異常表示です。 P25 を参照し、確認してください。 

ランプがつかない 

AC アダプタがきちんと接続されているか、電源スイッチが 0 N 
になっているかなど P21 、25 を參照して確認してください。 

シリアルケーブル 

Question 

Answer 

付属のシリアルケーブルではバソコ 
ンに接続できない 

ノートパソコンなど一部の機種ではシリアルポートの形状が合 
わない場合があります。その場合、市販の変換ケーブル(スト 
レート)を別途ご用意いただく必要があります。ただし、その場 
合の動作保証はできません。 

ノートパソコンに接続できない 

ノー!:パソコン CD シリアルポートと付属のシリアルケーブルの形 
状が合わない場合、お持ちのノートパソコンのシリアルポート形 
状に合った変換ケーブル(ストレート)をご用意いたたき、付属 
の専用シリアルケーブルと接続して使用する必要があります。 
ただし、この場合動作保証はできません。 

シリアルケーブルを延長したい 

延長する場合は、市販のストレートケーブルをご用意いただき、 
付属の専用シリアルケーブルとつなぎ合わせて使用してくださ 
し、。ただし、この場合動作保証はできません。 
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■ISDN 回線関連 


ISDN 回線 

Question 

Answer 

モジュラージャックを移動、延長 
したい 

配線工事が必要になる場合があります。詳しくは NTT へご相 
談ください。 

配線工事は必要ですか 

現在のモジュラージャツクの位置でお使いの場合は、基本的 
には必要ありませんが、場合によっては工事が必要となりま 
す。詳しくは NTT へご相談ください。 

モジュラージャツクのコンデンサ 
を取り外す必要がありますか 

場合によっては取外す必要があります。詳しくは NTT へご相談 
ください。 

グローバル着信有りでダイヤルイン 
契約した場合、契約者回線番号を 
analog 1【緑色-実線】のみに着信 
させることはできるか 

できます。ただし、本装置に設定が必要です。設定方法に関し 
ては P 71 を参照してください。 

保安器を取替える必要がありますか 

場合によっては取替える必要があります。詳しくは NTT へ ご相 
談ください。 

アナログ回線の時に申し込んでいた 
キャッチホンや銀行振り込みなどは 
ISDN に切り替えても使えるか 

すべて申し込みし直す必要があります。詳しくは NTT へ お問い 
合わせください。 


■ボイス機能関連 


ボイス機能 

Question 

Answer 

ボイス機能が使えない 

•本体の AUDIO 端子【灰色】にアンプ内蔵ステレオスピーカ（別 
売)を接続する必要があります。 

_ 128 kMP 通信 中など、2つの B チャネルをしようしているときにメ 
ッセージを声で知らせることはできません。 

スピーカは何でもいいの 

， 《ソコンに付属のものなど、一般的なミニジャック形 （ 0 3.5 mm ) 
のアンプ内蔵ステレオスピーカなら利用できます。モノラルスピ 
一力は動作しませんのでご注意ください。 

特定のメッセージを消したい 

設定が必要です。詳しくは P 75、 109を参照してください。 
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■アナログ ポー ト関連 


アナログ機器の接続 

Question 

Answer 

アナログ電話機なら何でも使えるか 

ISDN ではプッシュボタン ( PB ) 信号のでる電話機しか使用でき 

ません。お持ちの電話機の設定を 「 PBJ または「トーン」に設定 
してください。設定方法は各電話機のマニュアルを参照するか 
電話機販売店などにお問い合わせください。 

電話機と FAX を同時に接続できるか 

本装置にはアナログポートが2つあります。それぞれに電話機 
と FAX を接続することができます。ただし、アナログポートごと 
に着信を区別するには i •ナンバー、またはダイヤルイン契約 
をお勧めします。1 ■ナンバーダイヤルインに関する詳しい'-と 
は NTT へご相談ください。 

1階で電話、2階で FAX を使いたい 

配線工事を必要とする場合があります。配線工事に関して詳 
しいことは NTT へご相談ください。ただし、配線延長した場合 
は一部正常に動作しない可能性があります。 

ダイヤルイン機能付き FAX は使え 
るか 

ISDN 回線ではその機能は使えません。 FAX の設定で、「ダイ 
ヤルイン機能を使用しない」に設定してください。詳しくは FAX 
販売店などにお問い合わせください。 

電話機と FAX をサブアドレスで使 
い分けたい 

本装置でサブアドレスを指定している場合に、サブアドレス指 
定なしの番号からの着信はできません。また、サブアドレスを 
付加して発信できるのは ISDN に接続された一部の通信機器 
だけになりますので、この場合、ダイヤルイン契約をお勧めし 
ます。 


ISDN サービス 

Question 

Answer 

フレックスホンのキヤッチホン 
(コールウェイティング）が使えない 

• P 77 を参照し、設定などを確認してください。 

■ ISDN 回線の設定で、「通信中着信通知ザ—ビス」が許可にな 
っていますか？詳しくは NTT へご相談ください。 

•疑似キャッチホンを使用しない設定にしてください。疑似キャッ 
チホンとの併用はできません。 

• NTT との契約が必要です。詳しくは NTT へご相談ください。 

フレックスホンの着信転送が利用 
できない 

■転送開始設定がしてあるかなど、 P36 を参照し設定を確認して 
ください。 

■ NTT との契約が必要です。詳しくは NTT へご相談ください。 


|困つたときは Q&A 
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アナログ機器 ( 電話機、 FAX など ) の発信■着信 

Question 

Answer 

電話機の発信■着信ができない 

P 27 〜を参照して確認してください。 

電話機の着信はできるが、発信が 
でぎない 

ISDN ではプッシュボタン ( PB ) 信号のでる電話機しか使用でき 
ません。お持ちの電話機の設定を「 PBJ または「卜ーン J に設定 
してくたさい。設定方法は各電話機のマニュアルを参照するか 
電話機販売店などにお問い合わせください。 

電話機にかけても FAX に着信する 

■ダイヤルイン契約をしている場合は、 P71 を参照して設定内 
容を確認してください。 

•ダイヤルイン契約していない場合は、契約することをお勧めし 
ます。ダイヤルイン契約に関しては NTT へお問い合わせくだ 
さい。すでに契約している場合、本装置で設定が必要です。 
設定方法に関しては P71 を参照してください。 

電話機と FAX を同時に通信できるか 

できます。ただし、着信を区別するには i ■ナンバー、またはダ 
イヤルイン契約をお勧めします。ダイヤルイン契約に関しては 
NTT へお問い合わせください。すでに契約している場合、本装 
置で設定が必要です。設定方法に関しては P71 を参照してくだ 
さい。 

電話機 1 台だけ接続している時は、 

本装置の設定は必要ないか 

設定することをお勧めします。 P71 を参照して確認してください。 

電話機の発信はできるが、着信でき 
ない 

P71 を参照して着信ポートの設定を確認してください。 

特定の FAX へだけ送信できない 

相手先が G 4 FAX の時は、本装置の「ポート接続機器の設定」 

で端末種別を FA ) (に設定してください。 P 90 を参照して設定して 
ください。 

モデム通信がうまくいかないとき 

アナログポートの音量調節 「24/ AT # A 」 で送話音量と受話咅 
量を両方とも大きくしてみてください。 



i ■ナンバーを使いたいのですが 

NTT との契約が必要です。本装置の初期値の状態で i ■ナンパ 
一を利用できます。詳しくは P45 〜を参照してください。 

INS マジックボックス、 1NS ボイスワー 
プ、迷惑電話お断りサービス、 F ネッ 
卜を使いたいのですが 

NTT と契約が必要です。あわせてダイヤルイン契約もして いる 
場合は、本装置で発信者番号通知の設定を行う必要がありま 
す。設定方法に関しては P85 〜を参照してください。 


困つたときは Q&A 
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ダイヤルしてから発信するまで時間 
がかかる 

初期設定ではダイヤル終了後から5秒後に発信します。ダイヤ 
ルの最後に 「# J を押せばすぐに発信します。 

パソコンで FAX 着信する方法 

• RVS-COM (市販ソフト)を利用して/《ソコンから FAX の送受信 
が可能です。詳しくは P 44、 87を参照してください。 

■ FAX モデムをアナログポート【緑色】に接続してパソコンから 
FAX の送受信が可能です。詳 IX は P 30 を参照してください。 


アナログ ポー トの設定 

Question 

Answer 

電話機に契約者回線番号、 FAX に 
ダイヤルイン追加番号を着信させた 
い 

設定が必要です。設定方法に関しては P 71 を参照してください。 

ANALOG 1/2にそれぞれ電話機と 
モデムを接続、モデムでは着信した 
くない 

電話機の接続されているアナログポートのみで着信するように 
設定する必要があります。設定方法に関しては P71 を參照して 
ください。 

ANALOG 1【緑色-実線】が通信中の 
時は ANAL 0 G 2 【緑色-点線】に着信 
させたい 

ANAL 0 G 1 に優先的に着信させるには設定が必要です。設定 
に関しては P 71、 95を参照してください。 

設定を行ったが消えてしまった 

AT コマンドで設定を行った時は必ず最後に保存してください。 
保存しないと、本装置の電源が切れた時に設定が消えてしま 
います。コマンドは 「 AT @ BJ です。 

アナログポートからの配線を延長 
したい。またはどのくらい延長でき 
るか 

ターミナルアダプタのアナログポートからの配線を延長する場 
合の延長可能距離は、接続する通信機器■配線の種類■設置 
環境などにより変動しますので、配線延長などに関する動作保 
証はできかねます。また、1 つの アナログポートに複数のモジュ 
ラージャック(コネクタ）を接続した場合も動作保証はできかね 
ます。 


困つたときは Q&A 
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アナログポート(その他） 

Question 

Answer 

2つのアナログポート間で内線通 
話、外線を内線転送できるか 

できます。 P40、 41を参照してください。 

キヤツチホンが使えない 

•アナログ回線時に申し込んでいたサービス（キャッチホンなど） 
は ISDN に切り替えた場合、すべて申込みし直すことが必要で 
す。 

■フレックスホンのキャッチホン（コールウェイティング）契約をし 
ている場合は、設定が必要です。 P77 を参照してください。 

電話機に雑音が入る 

ISDN ケーブル•電話用ケーブル■電話機用コードなどはできる 
だけ短く束ねてください。 

コードレス電話機に雑音が入る 

コードレス電話機の場合は電話機と本装置の設置場所 
はなるべく離してください。 

/《ソコンのシリアルケーブルを接 
続すると電話機に雑音が入るまた 
は使用できない 

本装置とパソコンのアースをとってください。パソコンにアース 
をとる方法など詳しいことは各パソコンのマニュアルを参照す 
るか販売店等へお問い合わせください。 


■ 付属の CD-ROM 関連 


CD-ROM 

Question 

Answer 

何に使うものか 

インターネットに接続するために必要な設定ファイル ( in f7 ァイ 
ル）、 Macintosh 用の CCI_ ファイル、 USB ドライバなどが入ってい 
ます。詳しくは CD - ROM 内の Readme ファイルを参照してくた♦さ 
い。 

通信ソフトウェア（ターミナルソフト、 
ppp 対応通信ソフトなど)が入ってい 
ない 

各種通信ソフトウェアは添付していません。お客様ご自身で、 
別途ご用意していただく必要があります。詳しくは P116 を参照 
してください。 

AT コマンドを入力するには CD-R 

0M 内のどれを使うのか 

CD-ROM 内の簡単設定ユーティリティを利用して AT コマンドを 
入力することができます。簡単設定ユーティリティを利用するに 
はインストールする必要があります。インストール方法につい 
ては P56 〜 （Win 版）、 P60(Mac 版）を参照してください。 
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■パソコン通信関連 


パソコン通信 

Question 

Answer 

本装置からパソコン通信に接続でき 
ない 

アナログ回線にしか対応していない番号にダイヤルしても接続 
できません。その場合、モデムが必要です。 P30 を参照してく 
ださい。また、本装置は回線速度が 64kbps または 128kbps のみ 
対応しています。したがって、9600 bps などの回線速度での接 
続はできません。詳しくは各パソコン通信の会社へお問い合わ 
せください。 

本装置からモデムを使わないでパソ 
コン通信に接続する方法 

ISDN 対応 64kbps (または 128kbps) のパソコン通信にしか接続 
できません。それにはパソコン通信会社と契約が必要です。 

ISDN 回線に切り替えた場合は、契約をし直す必要がある場合 
があります。詳しくは各パソコン通信の会社へお問い合わせく 
ださい。 

本装置のアナログポート 【緑色】 に接 
続したモデムからパソコン通信に接 
続できない 

この場合本装置はモデムにアナログ回線を供給しているだけ 
なので、殆どの場合設定は必要ありません。（端末種別の設定 
「32H/AT@Er=1J のみ設定することを推奨)モデムの設定方 
法、コマンド、接続などに関しては各モデムのマニュアルを参 
照するか各モデム販売店などにお問い合わせください。 

パソコン通信するのに本装置に付属 
の CD-ROM は必要か 

必要ありません。必要になるのは、通信ソフトウェアです。詳し 
くは各パソコン通信の会社へお問い合わせください。 
-- 


■ RVS-COM 関連 



RVS-COM 

Question 

Answer 

RVS-COM が添付 CD-ROM に入つて 
いない 

RVS-COM は市販ソフトです。 CD-ROM の中には入つていませ 

ん。ソフトウェア販売店などでお求めください。詳しくは P 44 を参 
照してください。 

RVS-COM が使えない 

P44、 87、88を参照し、設定内容を確認してください。 

詳しくは RVS-COM サポートセンタへご相談ください。 

メガソフト株式会社 

Tel.06-6386-2072 Fax.06-6386-21 23 
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■ DTE ポート【濃青色】 / USB ポート【白色】関連 


AT コマンド • ターミナルソフトウェア 

Question 

Answer 

AT コマンドが入らない 

シリアルポートの指定が間違っているなどの原因が考えられま 
す。パソコンのマニュアルを参照するかパソコン販売店などに 
確認してください。 

AT コマンドの入力方法 

ターミナルソフト、または簡単設定ユーティリティから入力しま 
す。詳しくは P 64 〜を参照してください。 

Windows 98/95 ( ハイパーターミナル） 
で AT コマンドを入力する方法 

P 66 を参照してください。 

AT コマンドを入力すると Error になる 

本装置以外の通信機器(モデムなど)を認識している可能性が 
あります。ターミナルソフトで指定しているシリアルポート (COM 
ポート)を確認してください。または入力している AT コマンドを確 
認してください。 

ターミナルソフトウェア （ J - Term など） 
の使い方 

ターミナルソフトで設定する必要がある項目は、 P 64 を参照して 
ください。また、各ターミナルソフトの使い方に関しては各ターミ 
ナルソフトのマニュアルを参照するか各ソフトウェアのメーカな 
どへお問い合わせください。 

ターミナルソフトウヱァはどんなもの 
を使ったらいいのか 

AT コマンドをキーボードから入力できるものを選びましょう。 

P 64 を参照。詳しくはパソコンメーカやソフトウェア販売店などへ 
お問い合わせください。 

ターミナルソフトからダイヤルしても 
つながらない 

本装置の DTE ポート【漉青色】/ USB ポート【白色】からアナログ 
しか対応していない番号 （177 -117など）にダイヤルしても 
接続できません。ディジタルデータ通信できる機器が接続され 
ている通信先にしか接続できません。 P 30 を参照してください。 

「 ATJ の文字が表示されずに 「OKJ 
という表示だけがでる 

ターミナルソフト、または簡単設定ユーティリティの AT コマンド 
入力画面から 「 ATE 1 J と入力してください。 

USB ポート【白色】から通信できない 

■本装置に添付の CD - ROM から USB ドライバをインストールして 
ください 0 P 122 〜 （ Win 版）、 P 144( Mac 版）を参照してください。 
■パソコンの USB ポートが利用できる状態になっているか確認し 
てください。 

• Windows 98/ MacOS 8.6 J /8.5 J 以外の OS では、本装置の 

USB ポートは使用できません。 
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■インターネット関連 


Windows98/95/NT4.0 

Question 

Answer 

コントロールパネル/モデム/検 
出結果/詳細情報で 、 ATI * が殆 
ど Error になつている 

本装置は AT 10_ 2 ■ 3のみ表示し、あとはすベて Error で表示さ 
れる仕様になっています。詳しくは取扱説明鲁の 「 ATI 」 コマン 
ドの欄を参照してください。 

NEC のパソコンで 64 kbps など高速 
でインターネットに接続できない 

C 0 M 1 を使用している場合、機種によって C 0 M 1 用のドライバ 
を入れ替えることが必要な場合があります。 COM 2 では殆どの 
場合、問題なく使用できます。これに関しては各パソコン販売 
店などにお問い合わせください。 

「モデムからの応答がありません」 
というメッセージが出て接続できな 
い 

■本装置を接続じ C いるシリアルポート ( COM ポート)を設定し 
ているかを確認してみましょう。 P 66 〜を参照し、ハイパーター 
ミナルで 「 ATI 2 J で 「 MN 128 mini - V 」 という表示がでることを確 
認し、その時の COM ポートをダイヤルアップネットワークでも 
設定しましょう。設定方法は P 122 〜を参照してください。 

•各プロバイダによって設定が異なる場合があります。契約し 
ているプロバイダへご相談ください。 

•送信バッファと受信バッファのレベルを下げてみましよう。ダイ 
ヤルアップネットワークのウインドウで、アイコンを選択/マ 
ウス右クリックで「プロパティ」を選択/設定/「接続のタブ/ 
ポート』の設定で送信•受信共に「低」に設定。 

■パソコンの DTE 速度を230.4 kbps に指定しているときは 

115.2 kbps にしてください。 

• DTE ポート【濃青色】と USB ポート【白色】に接続したパソコン 
から同時に通信はできません。他のポートが通信中かどうか 
確認してください。 

USB ポート【白色】からインターネッ 
卜できない 

. USB ポー■卜【白色】から通信できる 0 S は Windows 98 です。 0 S 
が Windows 95/ NT 4.0 の場合は USB ポート【白色】から通信で 
きません。 

•添付 CD - ROM から USB ドライバをインストールする必要があり 
ます。 P 1 22〜を参照してください。 

■パソコンの USB ポートが使用できる状態か確認してください。 

■ DTE ポート【濃青色】と USB ポート【白色】に接続したパソコン 
から同時に通信はできません。 DTE ポート【濃青色】に接続し 
たパソコンが通信中かどうか確認してください。 

■ P 66 〜を参照し、 MN 128 mini - V が認識されているか確認してく 
ださい。 

-上記5項目を確認してもインターネットに接続できないときは、 
MN 128 mini - V とパソコンを再起動してみてください。 
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Macintosh 

Question 

Answer 

添付 CD - ROM のどれをインスト ー 

ルすればいいのか 

■リモートアクセスのように CCL ファイルを必要とする場合は 
CD - ROM 内の CCL ファイルを使用します。使用方法は 

Readme を参照してください。 

■初期化コマンドを入力するタイプの PPP 対応通信ソフトウェア 
で設定するには、 CD - ROM を使用しなくても設定できます。 
お持ちの通信ソフトウェアで初期化コマンドを入力する だけ 
です。初期化コマンドに関しては、 P 1 50を参照してください。 
また、谷ソフトウェアの設定方法は各ソフトウェアのマニュア 
ルを参照するか、ソフトウェア販売店などへお問い合わせ< 
ださい。 

• USB ポートを利用する場合は添付 cd - ROM から USB ドライバ 
をインストールする必要があります。 P 144 を参照してください。 

rFreePPPj などの通信ソフトウェア 
はどこに入っているか 

通信ソフトウェアは添付されておりません。パソコンにインスト 
ールされていない場合は、別途用意する必要があります。雑 
誌などの付録や商用ネットからフリーソフトを入手するか、ソフ 
トウェア販売店などで購入する必要があります。 

CCL ファイルはインタ ー ネットに必 
要ですか 

■リモートアクセスのように CCL ファイルを必要とする場合 
は CD - ROM 内の0〇1_ファイルを使用します。使用方法は 

P 145 〜を参照してください。 

■初期化コマンドを入力するタイプの PPP 対応通信ソフトウェア 
で設定するときは必要ありません。 

• CCL ファイルは Macintosh 間を接続する Apple Remote 

Access を利用する場合に必要になります。 

通信フロー制御を 「 RTS / CTS 」 に 
すると接続後に通信切断される 

本装置のフロー制御の初期設定は「なし j です。フロー制御は 
MN 128 mini - V 側と通信ソフトウェア側で設定を合わせる必垔 
があるので、通信ソフトウェア側の設定を 「 RTS / CTSJ にした 
場合、本装置側の設定も 「 RTS / CTSJ に変更してください。 

USB ポート【白色】からインターネッ 
卜できない 

■ USB ポートから通信できるのは MacOS 8.5 J 以上です- 
- 添付 CD - ROM から USB ドライ/ くをインストールする必要があ 
ります。 P 144 を参照してください。 

■パソコンの USB ポートが使用できる状態か確認してください。 
■ DTE ポート【漉靑色】と USB ポート【白色】に接続したパソコン 
から同時に通信はできません。 DTE ポート【濃青色】に接続し 
たパソコンが通信中かどうか確認してください。 


U 困つたときは or&A 


192 





























インターネットその他 

Question 

Answer 

「64000 bps で接続しました」と表示が 
でたが、インターネットの画面が表示 
されない 

「 Netscape J や 「 IntemetExplorer J などの WWW ブラウザを起動 

してください。お持ちでない場合は雑誌の付録や商用のネット 
などから入手するか、市販ソフトウェアを購入する必要がありま 
す。詳しくはソフトウェアの販売店などへお問い合わせください。 

URL を入力しても Error が表示されて 
インターネット画面が閲覧できない 

ドメインネームサーバ ( DNS ) のアドレスを指定してください。ま 
た、確認してください。詳しくはご契約の各プロバイダへお問い 
合わせください。 

インターネットからのデータ転送速度 
が遅い 

転送速度は、接続する時間帯、接続先のプロバイダのサーバ 
の処理速度などによって変動します。本装置では、設定した回 
線速度で接続することだけ行い、接続後に転送する速度に関 
しては本装置での設定はありません。 

増設の高速シリアルボードが使える 
のか、または使えない 

技術的には可能ですが、弊社で技術検証はしておりませんの 
で、動作保証はできません。それに関する設定方法などに関し 
ては、各ポードのメーカなどへお問い合わせくたさい。 

1 28 kbps でインターネットに接続でき 
ない 

128 kbps で接続可能なインターネットのプロバイタと契約する》- 
とが必要です。これに関しては各プロバイダへお問い合わせく 
ださい。 

Windows の 場合 MN 1 28 mini_Series ( 1 28 kMP ) を選択しているか、 
Macintosh の 場合は 128 kMP 用の初期化コマンドを入力している 
か、または CCL を選択しているかを確認じ C ください。 

パソコンの DTE 速度が 230.4 kbps に設定しているときは 

11 5.2 kbps に設定を変更してください。また、11 5.2 kbps が出ない 
パソコンをご利用の場合は、 128 kbps でインターネット接続の動 
作保証はできません。 
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インターネットその他 

Question 

Answer 

10回に1回くらいしか接続できない 

接続先のプロバイダの回線がすべて使用中の時は接続できま 
せん。 

Windows98/95 の場合、送信バッファと受信バッファの レベル 右 
下げてみましよう。ダイヤルアップネットワークのウィンドゥで 
アイコンを選択/マウス右クリックで「プロパティ」を選択/設'帝 
/「接続」のタブ/ポートの設定で送信■受信共に「低」に設定。 

DTE 速度が 57.6kbps の場合、 64kbps 
のインターネット接続はできますか 

スループットが若干落ちますが、殆どの場合接続できます。 

NO CARRIER で回線切断される 

接続先の電話番号がディジタルデータ通信対応の番号か、碑 
認してください。アナログのみ対応している番号には接続できま 
せん。詳しくは各プロバイダへお問い合わせください。 

回線切断時の応答コード 3 にして切断理由を参照してくた * さい _ 

P1 98を参照してください。応答コード3にするには、初期化コマ 
ンドに 「x3j を追記してください。 Windows98/95 の場合は P137、 
WindowsNT4.0 の場合は FM42 を参照してください„ 
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貨料 


応答 コードと 本装置の仕様を まとめました。 
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■応答コードー覧 


択 し。 ば豐^為^^各通信ソフトウIア^^^ 

K 燜 1-、自即1てくナュさぃ例えば応答コードを 「X3J にするときは、 「 X 3 J を追記します。 Windows98/^^ で 
追記「 こ 関 0 しては pT37、QindowsNT4.0 では P142、Macintosh(FreePPP) での擁化コマンドの入力方法は 
P148 〜を参照してください。 


数字 

形式 

単語形式 

X0 XI X2 X3 

表示内容 

〇 

0K 

OOOO 

AT コマンド正常実行 . 

1 

CONNECT 

〇 

回線を接続した . 

2 

RING 

6 〇 〇 6 

着信した . 

3 

NO CARRIER 

〇〇〇 

' 回線が接続できなか2為 . 

4 

error 

OOOO 

AT コマンドエラー . 

7 

BUSY 

〇 

相羊先が通信中 . 

只 

NO ANSWER 

〇 

相手先からの応答なし . 

12 

CONNECT 9600 

〇〇〇 

9600 bps で接続した . 

V的 biSps ぞ接続じた . 

14 

CONNECT 19200 

〇 〇 〇 

18 

CONNECT 57600 

〇 〇 〇 

幻谷 66bps で接続した . 

19 

CONNECT 115200 

〇 〇 〇 

ii 的加 bps で接続した . 

28 

CONNECT 38400 

〇 〇 〇 

38400 bps で接続した . 

31 

DELAYED . 

6 〇 6 

再接•鏡規制めチこめ発傖できな y：. 

34 

CONNECT 64000 . 

6 6 〇 

64000 bps で接 fee した . 

128000 bps で接続した . 

35 

CONNECT 1 28006 

〇〇〇 

201 

UNE OFF 001 

〇 

ihs 網からの切断理由 （P186). 

327 

LINE OFF 127 . 

6 

•… SSP から$劫簖理由 (P186). 

I .V-Vr 1 丁 ^一 

329 

〇〇〇 

LINE OFF LAYER1. 

1 imp nFF 1 AYFR9 

. 

Q . 

レ^11丨■フ . 

•… k ゴヤ;?；•ラニ .. 

ooU 

00-1 

1 tmc off ATD STOP 

〇 

回線接続中にキニが押.き . 

0\3 1 

333 

LINE OFF ATD TIME OUT 

〇 

〇 

指定時間内に接続できなか2.な. . 

DTR OFF により切断 . 

339 

340 

LINE OFF DTR OFF . 

line OFF COMM TIME OUT 

〇 

指萣時間通信が行われな々、2 .な . 

341 

UNE OFF DTECT BREAK 

6 

ラレータ言号楱出により切断 
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■応答コード 3 での切断理由 


下記表内の刪理 

SiS 卜ぶヒコ w : 二卜 : i ま。、 5ぼ 


番号 

切断理由 

II番号 

切断理由 

1 

欠番 

82 

無効チヤネル番号使用 

2 

3 

指定中継網へのルー P ょし . 

S 3 

.指定された中晖鎌別蕃号耒使用 

相手へのルートなし 

84 

中 K 晖識別蕃萼梗用中 . 

6 

. .チャネル利用不岢 . 


措萣•中綱切職丽 . 

フ 

1 土 

. J 5 か設定済みのチャネ) t へめ S 睜 

… BF .. 

ID 

17 

正常切断 

87 

CUG のメンバ セな t、:i— ザー 

. .着^ L— ザービジー 

66 

端汞属性芣一致 . 

18 

看ユーザーレスポンスなし 

91 

無効中断網選択 . 

. 

19 

. 串 7u ズボン X •な L 

9 B 

21 

22 

〇 r > 

通イ吕拒否 

96 

必須情報姜素芣定 . 

..規.手.如入者番号変更 

97"' 

メッセージ糧别茱萣義また•ほ耒撞•供 .. 

26 

. iiMSfeS ； かったユーザー 0 劫藤後 ii 

98 

呼状態とメッモージ芣一致 i •たほ；^: i； 二 
ジ種別未定義 

2/ 

. 

28 

•無効 番 .号 Z ォ.フマット 

99 

情報婆 1111 . 

29 

.2 Z シリティ拒否 . 

100 

無効情報要素内容 . 

30 

31 

..抹態問合わせへの応答 
その他の正営クつス . 

109 

呼状態とメッセージ示一敔 

34 

… 涯： 

. 

1 U^l 

ill 

タイマ満了による回後 

±の.他の手順誤りクラ X . 

..網賭.憲 ........... 

127* 

その他のインタワーキンみ S 3 フ 

41 

一時的陣害 


42 

「.交換機輻輳 . 

43 


44 


47 
49…. 

土®.%證二み使用丕•可.ク怒 . 

.Q.QS 利用不可 

50 

求. 2Z シ.リテ.ィ.未.契約 

57…. 

mMmmm ••…•… . 

58 

.摄 S 利. 用不可伝達能力 . 

63 

その他のサービスまたはオプションラX 
.利用 . 

…65… . 
66 一’ ’ 

未•揚供.佞達能力 

未.揚供.チャネル種別指定 

69 

70 : 

79 _ 

. 1 

未.提.供.ファ.： k リ.ティ要求… 

制•限. frl ジタル情報伝達能力... 

その他のサービスまたはオプションみ呆运 
供クラス 

81 さ 

昧効呼番号使角 . 
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■ハードウヱア仕様 


■ISDN インタフェース 

適用回線 
適用サービス 
インタフェース形態 

Bch 通信速度(回線交換） 

終端抵抗 

INS ネット 64(2B+D) 

B チャネル回線交換 

P-MP 呼毎または P-MP 常時 

64/128 (kbps) 

内蔵、スイッチによって切替可能 

U 点部 

ポート数 
コネクタ形状 
伝达力式 
棰性 

DSU 折り返し機能 

1(スイッチで DSU 切り離し可能） 

6ピンモジュラージャック (RJ1 1 ) 

2線式時分割方式 JT-G.961 準拠 
スイッチによって反転可能 

あ y 

S/T 点部 

=3ネ•クタ数 
コネクタ形状 
m 送力式 

給電 

1(バス接続用） 

8ピンモジュラージャック （RJ45) 

4線 AM1 符号 1TU-T 1. 4 30準拠 
あリ （DSU 使用時） 

■ DTE インタフェース部 

ポート数 
機械的仕様 

電気的仕様 
接続制御手順 
シリアル通信速度 

1 

D-Sub9 コネクタ 

(付属の専用シリアルケーブル使用） 

RS-232C 準拠 

Hayes 互換 AT コマンド 

9.6/1 9.2/38.4/57.6/11 5.2 (kbps) 

■ USB インタフェース部 

ポートタイプ 
通信速度 

Btype アップストリームポ—卜 

12Mbps 

■アナログインタフェース部 

ポート数 
コネクタ形状 
電気的仕様 

給電電圧 

発信手順 
ブランチ接綾 

2 

6ピンモジュラージャック (RJH) 

2線式アナログインタフェース 
-48±4V (無負荷時） 

押しボタンダイヤル (PB) 

動作保証外 

■ AUDIO インタフェース部 

電気的仕様 

フォンジャック（¢3.5) 

■ユーザインタフェース部 

状態表示 LED 

スイツチ 

6個 （POWER、D、B1 、 B2、ANAL0G1 、 ANAL0G2) 

終端抵抗切り換えスイッチ (S/T TERM ON/OFF) 

DSU スイッチ （DSU ON/OFF) 

U 点極性反転スイッチ ( rev / nor ) 

リセットスイッチ 

■その他 

使用電源 

消費電力 

環境条件 
外形寸法 

重量 

電波陣害防止 

DC12V 土 5% 

10W 以下 ^ ,、 

温度10〜 35°C、 湿度20〜70%(但し結露しないこと） 
50(W)x 90(D) xl32(H) mm 
(縦置スタンド、突起部分を除く） 

約 270g 

VCCI-A 













































■主要機能 


TA 機能 

ボイス機能 

^ SB ポ2搭載（動作確認 OS : Windo WS 98( 日本語版)/ MacOS8 . 6J/85J ) 
Hayes 互換 AT コマンド 対応 ； 

全自動非同期同期 PPP 相互変換 
128 kbps MP 通信 

アナログ優先機能（リソース BOD ) 

スループット BOD 機能 


■アナログポート機能 
ボイス機能 
RVS-COM 対応 
音量調節 
- 48 V 供給 
内線通話 

呼び出しベル音切替 
ダイヤルイン 
i ■ナンバー対応 
INS マジックボックス対応 
INS ボイスワープ対応 
INS ナンバー • ディスプレイ対応 
INS ナンバー_リクエスト 
フレックスホンフル対応 
迷惑電話おことわり サービス 
擬似キャッチホン 

擬似なりわけサービス(発信電話番号識別機能) 

疑似ナンバー_リクエスト 

電話機を用いたアナログポートの設定と確認 


■その他 

DSU を内蔵(切り離し可） 

そくピタ！カラー配線 
外部 S / T 点インタフェース 
終端抵抗のオン/オフ 
U 点リバーススイッチ 
リセツトスイッチ 

フ アームウヱアバージョンアップ 
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MN128mini—V 


お問い合わせシート 


サポートセンター 
TEL .0120-1 28072 
FAX .0120 -128172 


MN 128 mini - V の設定内容を記入して保存しておきましよつ。 


お客様氏名 


購入日平成年月日 

ご連絡先 

TEL ( ) 

携帯電話 （ ） 

FAX ( ) 

ご住所 

亍 


/ぐノコン 

機種名 （ } 

OS ( ) 

接続してい名 

b ポート （ DTE / USB ) 

ファームウェアバージョン Ver.( ) 


アナ□クポートの設定内容 


ダィャルィン契約 【あり 〆 なし】 丨•ナンバー契約 | 【あり/なし】 

電話番号 

着信するポート 

契約者回線番号 

( ) 

【両ホ。-卜/ ANALOG 1/ ANALOG 2 /着信しない/その他 （ ）】 

追加番号 

() 

【両ホ。-卜/ ANALOG 1/ ANALOG 2 /着信しない/その他 （ 

ポート 



接続する機器 

ANALOG 1 

【電話機/ FAX 電話機、またはモデム/ FAX /ナンバ-デイブレイ電話機/その他 （ ）】 

ANAL 0 G 2 

【電話機/ FAX 電話機' またはモデム/ FAX /ナンパ—デイプレイ電話機/その他 （ ）】 

INS ボイスワ 

ープ 利用する/利用しない 

- - 1 --- 1 ------, 


カスタマコントロ-ル機能を利用する番号 f 【 契約者回線番号/ 細辟 ] 

, キャッチホンを 利用する/利用しないその他のサービス （ 

-- 1 - 1 --- 

話中着信す るポー ト 【 ANALOG 1 / ANALOG 2 】 


擬似キヤツチホン 

利用する/利用しない 


L 上 一— ■ ■ 

話中着信するポート 【 ANALOG 1 / ANALOG 2 】 

質問内容 
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株式会社ェヌ•ティ■ティェムィー 


MNl 28 mini - V 取扱説明書 


断隨奸 




株式会社エヌ■ティ■ティエムイー 
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■技術サポートセンター 
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